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おことわり

（1） 本マニュアルの内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを禁じます。

（2） 本マニュアルの内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがありま
すので、予めご了承ください。

（3） 本マニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気
付きのことがありましたら、お手数ですが巻末記載の弊社支店または営業所までご連絡く
ださい。その際、巻末記載のマニュアルNo.も併せてお知らせください。

著作権・商標について

• Windowsはマイクロソフト社の登録商標です。　
• その他、本文中に掲載しているシステム名および製品名は、それぞれ各社の商標または登録
商標です。　
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 はじめに

このたびは、SYSMAC CJシリーズ 高速カウンタユニット 形 CJ1W-CT021をお買い上げ
いただきまして、ありがとうございます。

高速カウンタユニットは、弊社の高度な制御技術と豊富な経験により開発された、小型で高
機能なプログラマブルコントローラ SYSMAC CJシリーズの高機能 I/Oユニットです。

「プログラマブルコントローラ」の表記について
本マニュアルでは、「プログラマブルコントローラ」の略称をパソコンと区別するため、
「PLC」とします。ただし、従来からの機能名またはソフトのメニュー名として「PC」を
使用している場合は、限定的に「PC」を使用している場合があります。
なお、パソコンは略称を用いず、「パソコン」と表記します。

対象となる読者の方々
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で
・FA機器の導入を担当される方
・FAシステムを設計される方
・FA現場を管理される方

お願い
・本マニュアルは、高速カウンタユニットを使用する上で、必要な情報を記載しています。
お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。また、お読みに
なった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いください。

「ご使用に際してのご承諾事項」について
1. 保証内容

①保証期間
当社商品の保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後１年といたします。

②保証範囲
上記保証期間中に当社側の責により当社商品に故障を生じた場合は、代替品の提供また
は故障品の修理対応を、製品の購入場所において無償で実施いたします。
ただし、故障の原因が次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外いたします。
a)カタログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件･環境･取扱いならびに
ご使用による場合

b)当社商品以外の原因の場合
c)当社以外による改造または修理による場合
d)当社商品本来の使い方以外の使用による場合
e)当社出荷当時の科学・技術の水準では予見できなかった場合
f)その他、天災、災害など当社側の責ではない原因による場合
なお、ここでの保証は、当社商品単体の保証を意味するもので、当社商品の故障により
誘発される損害は保証の対象から除かれるものとします。
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2. 責任の制限
①当社商品に起因して生じた特別損害、間接損害、または消極損害に関しては、当社はい
かなる場合も責任を負いません。

②プログラミング可能な当社商品については当社以外の者が行ったプログラム、またはそ
れにより生じた結果について当社は責任を負いません。

3. 適合用途の条件
①当社商品を他の商品と組み合わせて使用される場合、お客様が適合すべき規格・法規ま
たは規制をご確認ください。また、お客様が使用されるシステム、機械、装置への当社
商品の適合性は、お客様自身でご確認ください。これらを実施されない場合は、当社は
当社商品の適合性について責任を負いません。

②下記用途に使用される場合、当社営業担当者までご相談のうえ仕様書などによりご確認
いただくとともに、定格・性能に対し余裕を持った使い方や、万一故障があっても危険
を最小にする安全回路などの安全対策を講じてください。
a)屋外の用途、潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカタログ・取
扱説明書などに記載のない条件や環境での使用

b)原子力制御設備、焼却設備、鉄道・航空・車両設備、医用機械、娯楽機械、安全装置、
および行政機関や個別業界の規制に従う設備

c)人命や財産に危険が及びうるシステム・機械・装置
d)ガス、水道、電気の供給システムや24 時間連続運転システムなど高い信頼性が必要
な設備

e)その他、上記ａ）～ｄ）に準ずる、高度な安全性が必要とされる用途
③お客様が当社商品を人命や財産に重大な危険を及ぼすような用途に使用される場合には、
システム全体として危険を知らせたり、冗長設計により必要な安全性を確保できるよう
設計されていること、および当社商品が全体の中で意図した用途に対して適切に配電・
設置されていることを必ず事前に確認してください。

④カタログなどに記載されているアプリケーション事例は参考用ですので、ご採用に際し
ては機器・装置の機能や安全性をご確認のうえ、ご使用ください。

⑤当社商品が正しく使用されずお客様または第三者に不測の損害が生じることがないよう
使用上の禁止事項および注意事項をすべてご理解のうえ守ってください。

4. 仕様の変更
カタログ・取扱説明書などに記載の商品の仕様および付属品は改善またはその他の事由に
より、必要に応じて、変更する場合があります。当社営業担当者までご相談のうえ当社商
品の実際の仕様をご確認ください。

5. サービスの範囲
本製品の価格には、技術者派遣などのサービス費用は含まれておりません。
お客様のご要望がございましたら、当社営業担当者までご相談ください。

6. 適用範囲
以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。

海外でのご使用について
本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（または技
術）に該当するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、承
認（または役務取引許可）が必要です。
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 安全上のご注意

安全に使用していただくための表示と意味について
このユーザーズマニュアルでは、高速カウンタユニットを安全に使用していただくために、
注意事項を次のような表示と図記号で示しています。
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってください。
表示と意味は次のとおりです。

警告�

注意�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場
合には重傷や死亡に至る恐れがあります。ま
た、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。�

安全上の要点

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

使用上の注意

製品が動作不能、誤動作、または性能、機能への悪影響を予防するために実施または回
避すべきことを示します。

お願い

本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。

図記号の説明
記号は、禁止を意味しています。
具体的な内容は、 の中と文章で示します。
左図の場合は、「分解禁止」を表します。

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、△の中の文章で示します。
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。

●記号は、強制を意味しています。
具体的な内容は、●の中の文章で示します。
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。



5

通電中は、ユニットを分解しないでください。

感電の恐れがあります。

通電中は、端子に触れないでください。

感電の恐れがあります。

プログラマブルコントローラ（PLC）の故障や外部要因による異常

が発生した場合も、システム全体が安全側に働くように、PLCの

外部で安全対策を施してください。異常動作により、重大な事故に

つながる恐れがあります。

（1）非常停止回路、インターロック回路、リミット回路など、安

全保護に関する回路は、必ず PLC外部の制御回路で構成して

ください。

（2）PLCは、自己診断機能で異常を検出したときや、運転停止故

障診断（FALS）命令を実行したとき、運転を停止して全出力

を OFFにします。

ただし、PLCの自己診断機能では検出できない、入出力制御

部や I/Oメモリなどの異常時は、意図しない出力をすること

があります。これらのいずれのときでも、システムが安全側

に動作するよう、PLC外部で対策を施してください。

（3）出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などによ

って、PLCの出力が ONまたは OFFになったままになるこ

とがあります。このとき、システムが安全側に動作するよう、

PLC外部で対策を施してください。

（4）PLCの DC24V出力（サービス電源）が過負荷の状態または

短絡されると、電圧が降下し、出力は OFFとなることがあり

ます。このとき、システムが安全側に動作するよう、PLC外

部で対策を施してください。
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サイクルタイムが延びても影響がないことを確認してから、オン

ラインエディットをしてください。

入力信号を読み取れないことがあります。

他ノードへ、プログラム・PCシステム設定・I/Oテーブル・I/Oメ

モリを転送するときや変更するときは、変更先ノードの安全を確

認してから行ってください。

装置や機械が想定外の動作をする恐れがあります。

AC電源の端子台ねじは本マニュアルで規定したトルクで締めて

ください。

ねじが緩むと発火および誤動作の恐れがあります。

IOWR命令による本ユニットの設定（再設定）を行う場合は、作

成したラダープログラムおよびデータは十分な動作確認を行った

うえで本運転を行ってください。設定データに不正がある場合、

本ユニットは運転を停止し、装置や機械が想定外の動作をする恐

れがあります。
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 安全上の要点

高速カウンタユニットを使用する際には、次のことに気を付けてください。

・据え付け工事の際には、必ず D種接地（第 3種接地）をしてください。
・次のことを行うときは、必ず PLC本体の電源を OFFにしてください。
・電源ユニットや I/Oユニットなどの各種ユニット、CPUユニットを着脱するとき
・装置を組み立てるとき
・ディップスイッチやロータリスイッチを設定するとき
・ケーブルを接続、配線するとき
・コネクタを取り付けたり、取り外したりするとき

・信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセーフ対策
を施してください。

・電源事情が悪い場所では特に、定格の電圧や周波数の電源が供給できるようにしてご使用
ください。

・外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。
・強い高周波ノイズを発生する機器から離して取り付けてください。
・入力部には、定格入力電圧を超える電圧を印加しないでください。
・出力部には、最大開閉能力を超える電圧の印加および負荷の接続をしないでください。
・本マニュアルで指定した電源電圧で使用してください。
・PLCのベース取り付けねじ、端子台のねじ、ユニットの取り付けねじ、コネクタのねじは、
本マニュアルで指定した規定トルクで締めてください。
・配線の際は、ユニット上面の防塵ラベルを貼ったまま配線してください。
・配線完了後は、放熱のため、必ずラベルを外してご使用ください。
・配線は圧着端子を付けてください。撚り合わせただけの電線を直接、端子台に接続しない
でください。

・端子台、コネクタを十分確認してから、装着してください。
・端子台、コネクタ、増設ケーブル、メモリカードなどロック機構のあるものは、必ずロッ
クしていることを確認してからご使用ください。

・配線、スイッチなどの設定を十分確認してから通電してください。
・作成したユーザプログラム（ラダープログラムなど）は、十分な動作確認を行った後、本
運転に移行してください。

・次の操作は、設備に影響がないことを確認した上で行ってください。
・PLCの動作モード切替え（電源投入時の動作モード設定を含む）
・接点の強制セット／リセット
・現在値や設定値の変更

・ケーブルを無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。
・ケーブルやコードにものを載せないでください。



8

・接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電されてから、ユニットに触れてくださ
い。

・回路基板には電気部品のリードなど鋭利な部分がありますので、部品実装部や基板の裏面
に直接手を触れないでください。

・ 本製品を分解して修理や改造をしないでください。
・ 製品を落下させたり、異常な振動・衝撃を与えないでください。
・ 電源ユニットや、CPUユニット、I/Oユニット、高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニ
ットを接続するときは、ユニット同士を接続後、上下のスライダーをカチッと音がするま
でスライドさせ、確実にロックしてください。
・ ロックしないと機能が満足できないことがありますので、ご注意ください。
・ CPUユニットに付属されているエンドカバーは、必ず最右端のユニットに取り付け
てください。エンドカバーを取り付けないと、CJシリーズは、正常に動作しません。



9

 使用上の注意

●本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。

●次のような環境には設置しないでください。
・日光が直接当たる場所
・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所
・温度の変化が急激で結露するような場所
・腐食性ガス、可燃性ガスのある場所
・ ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所
・ 水、油、薬品などの飛沫がかかる場所
・ 本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

 ●次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。
・ 静電気などによるノイズが発生する場所
・ 強い電界や磁界が生じる場所
・ 放射能を被曝する恐れのある場所
・ 電源線が近くを通る場所



10

 EC指令への適合について

対応指令
・ EMC指令
・ 低電圧指令

対応の考え方

EMC指令
オムロンの商品は、各種機械、製造装置に組み込まれ使用される電気機器であるため、組み
込んだ機械・装置がより容易に EMC規格に適合できるように、関連する EMC規格（注）の
適合を図っています。
よって、商品自身についての EMC規格への適合性については確認できますが、お客様の使
用状態での適合性確認はできません。EMC の性能は EC 指令適応商品を組み込んだ機器・
制御盤の構成、配線状態、配置状態などにより変化しますので、機械・装置全体での最終的
な EMC適合性の確認を、お客様自身で実施していただくようにお願いします。

注：EMC(Electro-Magnetic Compatibility：電磁環境両立性 )関連規格のうち、EMS(Electro-
Magnetic Susceptibility：電磁感受性)に関しては EN61000-6-2,
EMI(Electro-Magnetic Interference：電磁妨害)に関しては EN61000-6-4によります。
また、EN61000-6-4 Radiated emissionは 10m法によります。

低電圧指令
電源電圧 50V AC～1000V ACおよび 75V DC～1500V DCで動作する機器に対し、必要な
安全性が確保されていることを求めています。適用規格は EN61131-2となります。

EC指令への適合について
CJシリーズの EC指令適合品は、設置するにあたり、以下の注意が必要です。

1 CJシリーズは盤内蔵型として定義されるため、必ず制御盤内に設置してください。

2 通信電源、内部電源、I/O電源として使用する DC電源は、強化絶縁、または二重絶縁
されたものを使用してください。

3 CJシリーズの EC指令適合品は、共通エミッション規格（EN61000-6-4）に適合して
いますが、特に Radiated emission（10m 法）に関しては、ご使用になる制御盤の構
成、接続される他の機器との関係、配線等により変化することがあります。したがって、
EC指令適合品である CJシリーズをご使用の場合でも、お客様にて機械・装置全体で
EC指令適合性を確認・対応していただく必要があります。
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 マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙の左下に記載されているMan.No.の後尾に付記され
ます。

Man. No. SBCC-831G

改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ

－ 2001年 10月 初版

B 2002年 3月 誤記修正

C 2003年 4月 説明追加、および誤記修正

D 2005年 1月 安全に関するご注意の追加および変更。誤記修正

E 2011年 2月 誤記修正

F 2012年 9月 説明追加、および誤記修正

G 2013年 4月 誤記修正

改訂記号
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高速カウンタユニット 形 CJ1W-CT021は 2個のカウンタを持っています。すべてのカウン
タで 32ビットの範囲でパルスのカウントが行えます。入力パルスの周波数は 500kHzまで
サポートしているので、高速な動作に対する正確な制御が可能です。双方向（CW/CCW）
のカウント機能により、双方向の動きを検出できます。カウンタ 1点ごとに独立した各種の
設定が行えます。本ユニットは 2 点の外部コントロール入力、2 点の外部出力、および 30
点の内部出力を持っています。他の割込などと競合しない場合、最大レスポンスタイム（カ
ウンタ入力～外部出力までの応答時間）は 0.5msのため、高速なモーション制御のアプリケ
ーションで使用できます。

自由な設定
CJシリーズ用の高機能 I/Oユニットである形 CJ1W-CT021は、ユーザアプリケーションに
合わせて自由に設定できる高速カウンタユニットです。ユニットのコンフィグレーション設
定により、ユニットの動作を調整できます。

カウンタの種類
カウント動作は、次に示す 3種類のカウンタの中から 1つを選ぶことから始めます。
・シンプルカウンタ（3－2－1「シンプルカウンタ」参照）
・リングカウンタ（3－2－2「リングカウンタ」参照）
・リニアカウンタ（3－2－3「リニアカウンタ」参照）
デフォルトではすべてのカウンタがシンプルカウンタに設定されています。シンプルカウン
タの場合は、なんの設定も必要なく、ユニットの電源を ONすると、パルスのカウントが可
能になります。すべてのカウンタで 32ビットの範囲のカウントが可能です。
リングカウンタおよびリニアカウンタでは、制御するアプリケーションに合わせて割付 DM
による設定が可能です。

入力の種類
ユーザアプリケーションで必要となる入力の種類に合わせて、各カウンタごとに、次に示す
3種類の入力から入力の種類を選択できます。
・位相差パルス入力（1逓倍、2逓倍、あるいは 4逓倍）（3－3－1「位相差パルス入力」を
参照）
・加減算パルス入力（3－3－2「加減算パルス入力」を参照）
・パルス＋方向入力（3－3－3「パルス＋方向入力」を参照）
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外部コントロール入力
本ユニットは 2つの外部コントロール入力（I0、I1）をサポートしており、カウンタごとに
自由に外部コントロール入力を割り付けることができます。ユーザアプリケーションに合わ
せ、各外部コントロール入力に対して、17種類の機能の中から機能を選択して割り付けるこ
とができます。
この機能の割り付けにより、外部コントロール入力をゲート、プリセット、リセット、ある
いはキャプチャ機能などと共に使用することができるようになります（3－4「外部コントロ
ール入力」を参照）。

外部出力のモード
本ユニットでは、次に示す 2種類の外部出力のモードが選択できます。
・帯域比較モード（3－5－1「帯域比較モード」を参照）
・目標値一致比較モード（3－5－2「目標値一致比較モード」を参照）
帯域比較モードでは、最大 32個の帯域比較条件（最大 32組の上下限値）がカウンタごとに
設定可能です。比較条件ごとに最大 32点の出力の ON／OFFが行えます。カウンタ値が設
定した条件の範囲内に入ったとき、出力は ONします。
目標値一致比較モードでは、最大 32 個の目標値一致比較条件がカウンタごとに設定可能で
す。カウンタ値が目標値に達したとき、カウント方向にしたがって出力はセットまたはリセ
ット（ユーザ設定可）されます。比較条件ごとに最大 32点の出力の ON／OFFが行えます。

さらに、CPU ユニット内の割付リレーをセットまたはリセットすることにより、外部出力
を強制的に ONまたは OFFできます（3－5－3「強制 ON／OFF出力」を参照）。
CPUユニットの動作モードが運転／モニタからプログラムに変更されたとき、I/Oバスエラ
ーが発生したとき、またはオーバーフロー／アンダーフローエラーが発生した場合、出力を
前の状態に保持する、あるいは定義した状態にするように、設定できます（3－5－4「出力
制御の設定」を参照）。

カウンタ値のリセット
各カウンタごとに、次に示す要因を使って、カウンタ値をリセットすることができます。
・リセットビット
・外部コントロール入力
・Z信号
外部コントロール入力または Z信号を使ってリセットをかけるためには、リセット有効ビッ
トを 1に設定する必要があります。また、外部コントロール入力にリセット有効機能を割り
付けることによって、リセットを有効に設定することも可能です（3－6「カウンタリセット
条件」を参照）。

プログラマブル出力 ON機能
ユーザアプリケーションの必要に応じて、本ユニットの 2点の外部出力のタイミング特性を
変更することができます。帯域比較モードまたは目標値一致比較モードにおいてこの変更が
可能です。次に示す機能を外部出力に対して割り付けることができます（3－7－1「プログ
ラマブル出力 ON機能」を参照）。
・出力 ONディレー［1ms～9999ms］：出力の ONを遅らせます。
・出力 ON保持［1ms～9999ms］：設定した時間の間、出力を ONの状態に保持します。
・出力 ONディレー＋出力 ON保持の組み合わせ
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パルスレート測定機能
あらかじめ定義したタイムウィンドウ［1ms～9999ms］内の入力パルスのパルスレートを
カウンタごとに測定できます。この測定値をラダープログラムで使用することにより、パル
スの周波数および回転速度の計算が行えます。パルスレート測定はバックグラウンドで計算
されます。またこの機能の有効／無効の設定ができます。パルスレート履歴ログファイルに
は、最大 64個の最新のパルスレート値が保存可能です（3－7－2「パルスレート測定」を参
照）。

ヒステリシス
帯域比較モードでは、上下限設定値付近でのエンコーダ（例：インクリメンタルロータリエ
ンコーダ）の予期せぬ変動による出力の ON／OFFを避けるために、ヒステリシス（1～255
カウント）が設定できます（3－7－3「ヒステリシス」を参照）。

ノイズフィルタ
各カウンタの A 入力信号線および B 入力信号線上のノイズを減衰させるために、ノイズフ
ィルタ機能が使用できます。ノイズフィルタは、A入力信号および B入力信号のカットオフ
周波数を以下のように設定できます。
・10KHz
・50KHz（デフォルト値）
・500KHz
外部コントロール入力については、10KHzと 50KHz（デフォルト値）のノイズフィルタが
設定できます（3－7－4「ノイズフィルタ」を参照）。

運転中のユニット設定の変更
IOWR命令を発行することにより、ユニットのリスタートやカウンタの停止を行うことなく、
ユニット運転中に設定値を変更することができます。ただし、変更には注意が必要です（3
－5「出力制御」を参照）。

設定用ソフトウェア
本ユニットの設定には、CX-Programmerまたはプログラミングコンソール（プロコン）を
使用します。

クイックスタートガイド
本ユニットの特長と機能のすべての概要を知るためには、1－4「クイックスタートガイド」
を参照してください。また、この項には、各機能が本書のどこで説明されているのかを示す
参照先一覧も掲載しています。
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ユニットの装着に関する制限事項
形 CJ1W-CT021 高速カウンタユニットは、CJシリーズの高機能 I/Oユニットです。

形 CJ1W-CT021 高速カウンタユニットは、CJシリーズ CPU装置または CJシリーズ増設
装置に装着できます。

形 CJ1W-CT021 高速カウンタユニットを使用して CJ1-H/CJ1M CPU ユニットの外部割

込タスクを起動したい場合は、本ユニットを CJ1-H CPUユニットの右側 5スロット目以

内に装着する必要があります。 CJ1M CPUユニットの場合、 CPUユニットの右側 1～3

ユニット目以内に装着する必要があります。

CJ1-H CPUユニットから 6ユニット目以降に装着した場合、または CJ1M CPUユニット

の右側 4ユニット目以降に装着した場合、あるいは CJシリーズ増設装置に装着した場合、

外部割込タスクの起動を CJ1-H/CJ1M CPUユニットに要求することができません。

形 CJ1W-CT021 高速カウンタユニットの最大装着可能台数は 24 です。この制限は、本ユ
ニット 1台あたり、40CHの割付リレーが高機能 I/Oユニットエリアに、400CHの割付 DM
が高機能 I/Oユニット DMエリアに割り付けられるためです。

さらに、1つの CJシリーズ CPU装置または CJシリーズ増設装置に装着可能な台数は、電
源装置の最大供給電流および他のユニットの消費電流によって決まります。

I/Oの配線方法
入力および外部出力の信号線を本ユニットに接続する方法は、次に示す 2種類があります。

1. 外部コネクタに信号線を半田付けして、信号線をユニットに直接接続します。

2. コネクタ端子台変換ユニットのねじ端子台に信号線を接続し、信号線をユニットに間接
的に接続します。オムロン製コネクタ端子台変換ユニット（形 XW2B-40G4 または形
XW2B-40G5）は、オムロン製フラットケーブル（形 XW2Z-□□□B）を使って本ユニ
ットへ接続します。

詳細については、2－3－2「コネクタの配線方法」を参照してください。

参　考
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1－3－1　一般仕様
項目 仕様

ユニットの種類 CJシリーズ高機能 I/Oユニット
一般仕様 CJシリーズの一般仕様に準ずる
使用周囲温度 0～55℃
保存周囲温度 -20～+75℃
使用周囲湿度 10～90%RH（結露しないこと）
内部消費電流 280mA（5V）
外形寸法 31（W）×90（H）×65（D）mm

質量 100g

装着位置 CJシリーズ CPU装置または CJシリーズ増設装置（注 1、2参照）
1装置あたりの最大装着可
能台数

10台（注 3参照）

CJシステムあたりの最大
装着可能台数

24台

CPUユニットとのデータ
交換

・I/Oリフレッシュデータエリア（CIO200000～295915、2000～2959）（注 4参照）
・高機能 I/O DMエリア（D20000～29599）　電源 ON時またはユニットのリスタート後に、

1ユニットあたり 400CHが CPUユニットからユニットへ転送されます。（注 5参照）

注 1：CJ1-H/ CJ1M CPUユニットの外部割込タスクを起動する場合、本ユニットは、 CJ1-H CPU
ユニットの右側 1～5ユニット目以内に装着してください。 CJ1M CPUユニットの場合、 CPU
ユニットの右側 1～3ユニット目以内に装着してください。 CJ1-H CPUユニットの右側から 6
ユニット目以降に装着した場合、または CJ1M CPUユニットの右側 4ユニット目以降に装着し
た場合、あるいは CJシリーズ増設装置に装着した場合は、外部割込タスクを起動することはで
きません。

注 2：CJ2 CPUユニットに装着した場合は、Lot No.030121（ユニット Ver.1.06）以降でご使用くだ
さい。

注 3：ただし、1装置に装着可能な台数は、電源装置の最大供給電流および他のユニットの消費電流に
依存します。

注 4：形 CJ1W-CT021 高速カウンタユニットは 1 台につき、高機能 I/O ユニットエリア（CIO）を
40CH占有します。

注 5：形 CJ1W-CT021 高速カウンタユニットには 1 台につき、高機能 I/O ユニット DM エリアに
400CH分が割り付けられます。400CHのうち 113CHだけが設定用に使用され、287CH分の
空きがあります。この空き CH は、ラダープログラムのワークエリアなどとして使用できます
（詳細については、4－2－4「割付 DMエリアの割付」を参照）。
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1－3－2　機能仕様
項目 機能

カウンタ数 2点
カウンタの種類 ・シンプルカウンタ（3－2－1「シンプルカウンタ」参照）

・リングカウンタ（3－2－2「リングカウンタ」参照）
・リニアカウンタ（3－2－3「リニアカウンタ」参照）
カウンタの種類は、ユニット前面にあるディップスイッチの設定により選択します。工場出荷時は、
シンプルカウンタ（OFF）に設定されています。（2－1－3「カウンタ種類設定スイッチ」参照）

最大入力周波数 500KHz（1－3－3「入力の仕様」参照）
最大レスポンスタ
イム

0.5ms（カウンタ入力から外部出力するまでの時間。条件によっては保証できない場合がありますので、
詳細は、付－3「レスポンスタイムの解説」参照）

入力信号 A相、B相、Z相
外部入出力 ・外部コントロール入力 2点（I0、I1）

各外部コントロール入力をカウンタに割り付け可能です。最大 2点の外部コントロール入力を 1つ
のカウンタに割り付け可能です。（3－4「外部コントロール入力」参照）

・外部出力 2点（O0、O1）
本ユニットは、ユニット出力パターンを内部的に使用して出力を制御します。ユニット出力パター
ンは、2点の外部出力および 30点の内部出力で構成されます。（3－5「出力の制御」参照）

入力の種類 ・位相差パルス入力（1逓倍）、（2逓倍）＊1、（4逓倍）＊1 （3－3－1「位相差パルス入力」参照）
・加減算パルス入力＊1（3－3－2「加減算パルス入力」参照）
・パルス＋方向入力＊1（3－3－3「パルス＋方向入力」参照）

割付リレー（CIO）
を使ったカウンタ
の制御

・ゲートのオープン（カウンタの開始）：カウンタがパルスのカウントを行えるようになります。
・ゲートのクローズ（カウンタの停止）：カウンタがパルスのカウントを停止します。
・カウンタのプリセット：割付リレーにプリセット値を保存できます。
・カウンタのリセット
・カウンタ値のキャプチャ：キャプチャしたカウンタ値は、IORD命令を使って読み出し可能（4－5
－3－1「キャプチャしたカウンタ値」参照）。

3－4「外部コントロール入力」を参照してください。
外部コントロール
入力の機能

・ゲート機能＊1

・リセット機能＊1

・プリセット機能＊1

・キャプチャ機能＊1

・ストップ・キャプチャ・継続機能＊1

・ストップ・キャプチャ・リセット・継続機能＊1

・キャプチャ・リセット機能＊1

・リセット有効機能＊1

・リセット無効機能＊1

・各機能の動作の実行は、立ち上がり時または立ち下がり時に設定可能です（3－4「外部コントロー
ル入力」参照）。

出力制御モード ・以下の 3つのモードによる自動 ON／OFF出力
　帯域比較モード＊1（3－5－1「帯域比較モード」参照）
　目標値一致比較モード＊1（3－5－2「目標値一致比較モード」参照）
・パルスレートレンジ制御＊1

・強制 ON／OFF出力

＊1：この機能は、リングカウンタおよびリニアカウンタでのみサポートしています（シンプルカウン
タではサポートしていません）。シンプルカウンタとリング／リニアカウンタの違いについては、
1－4「クイックスタートガイド」を参照してください。
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項目 機能
出力状態の制御 CPUユニットの動作モードが運転／モニタからプログラムに変更されたとき、I/Oバスエラーが発生

したとき、またはオーバーフロー／アンダーフローエラーが発生した場合、32点の出力状態の制御方
法を設定できます。
・出力の ON／OFFの自動更新を継続
・出力の ON／OFFを保持＊1

・あらかじめ定義した出力状態にする＊1

3－5－4「出力制御の設定」を参照してください。
外部出力ドライバ
の設定

各外部出力ドライバは、次に示す 2種類から選択可能です。
・NPN
・PNP＊1

3－5－4「出力制御の設定」を参照してください。
カウンタリセット
条件

カウンタごとに、以下に示すカウンタリセット要因を使って、カウンタ値を 0にリセットできます。
・カウンタリセットビット
・外部コントロール入力＊1

・Z相信号＊1

3－6「カウンタリセット条件」を参照してください。
その他の機能 ・プログラマブル出力 ON機能＊1

外部出力ごとに、出力 ONディレー［1ms～9999ms］、出力 ON保持［1ms～9999ms］、または
その両方を適用できます（3－7－1「プログラマブル出力 ON機能」参照）。

・パルスレート測定機能＊1

　カウンタごとに、タイムウィンドウ［1ms～9999ms］ごとの入力パルスのパルスレートを測定でき
ます。パルスレート履歴ログファイルには、最大 64個のパルスレート値が保存されます。パルスレ
ート値は、IORD命令で読み出せます。カウンタごとに上下限値で構成される 2個のパルスレート
レンジを設定でき、測定したパルスレート値に従った出力の制御が可能です。3－7－2「パルスレ
ート測定」を参照してください。

・ヒステリシス＊1

帯域比較モードでは、上下限設定値付近でのエンコーダの予期せぬ変動による出力の ON／OFFを
避けるために、ヒステリシス値（1～255カウント）が設定できます。3－7－3「ヒステリシス」を
参照してください。

ノイズフィルタ 各カウンタの A入力信号線および B入力信号線上のノイズを減衰させるために、ノイズフィルタ機能
が使用できます。A入力信号および B入力信号のカットオフ周波数を以下のように設定できます。
・10KHz＊1

・50KHz（デフォルト値）
・500KHz＊1

外部コントロール入力については、10KHz＊1と 50KHz（デフォルト値）のノイズフィルタが設定でき
ます。なお、Z相入力信号は、1KHzの固定です。3－7－4「ノイズフィルタ」を参照してください。

カウンタ初期値 ・カウンタ初期値＊1は、PLC本体の電源 ONまたは本ユニットのリスタート時に、本ユニットに転送
されます。カウンタ初期値は、電源断時の問題を解決するために非常に有効です。3－7－5「カウン
タ初期値」を参照してください。

＊1：この機能は、リングカウンタおよびリニアカウンタでのみサポートしています（シンプルカウン
タではサポートしていません）。シンプルカウンタとリング／リニアカウンタの違いについては、
1－4「クイックスタートガイド」を参照してください。
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項目 機能 
IORD命令、 
IOWR命令 

IORD命令、IOWR命令を使用すると、高速カウンタユニットの運転中＊3の設定変更および操作が可能
です。次に示すデータの読み出しまたは書き込みが可能です。 
・割付 DMデータ＊1（4－2－4「割付 DMエリアの割付」参照） 
・帯域比較データおよび目標値一致比較データ＊1（4－5－2「帯域比較／目標値一致比較データ」参照）
・キャプチャしたカウンタ値（4－5－3－1「キャプチャしたカウンタ値」参照） 
・パルスレート履歴ログファイルデータ＊1（4－5－3－2「パルスレート履歴ログファイルデータ」参
照） 

・カウンタ値（4－5－3－3「カウンタ値」参照） 
・高速カウンタユニットの設定・再設定＊1（4－5－3－4「ユニットの設定（再設定）」参照） 
・エラークリア（4－5－3－5「エラークリアコマンドの発行」参照） 

出力による外部割
込タスクの起動 

外部出力および内部出力のユニット出力パターンを使用して、CJ1-H/CJ1M CPUユニットの外部割込タ
スクを起動させることが可能です＊1（4－6－1「出力に応じた外部割込タスクの起動」参照）。＊2 

外部コントロール
入力による外部割
込タスクの起動 

外部コントロール入力を使用して、CJ1-H/CJ1M CPUユニットの外部割込タスクを起動させることが可
能です（4－6－2「入力に応じた外部割込タスクの起動」参照）。＊2 

異常履歴ログ機能 30個までの異常履歴が保存可能です（5－2「エラーコード」参照） 

＊1：この機能は、リングカウンタおよびリニアカウンタでのみサポートしています（シンプルカウ
ンタではサポートしていません）。シンプルカウンタとリング／リニアカウンタの違いについ
ては、1－4「クイックスタートガイド」を参照してください。 

＊2：外部割込タスクを起動する場合、CPUユニットは CJ1-Hまたは CJ1M CPUユニットである
ことが必要です（CJ1 CPUユニットは外部割込タスクを使用できません）。また、CJ1-H CPU
ユニットの外部割込タスクを起動する場合、本ユニットは、CPUユニットの右側 1～5ユニッ
ト目以内に装着してください。同様に、 CJ1M CPUユニットの場合、 CPUユニットの右側
1～3ユニット目以内に装着してください。CJ1-H CPUユニットの右側 6ユニット目以降に装
着した場合、または CJ1M CPUユニットの右側 4ユニット目以降に装着した場合、あるいは
CJシリーズ増設装置に装着した場合は、外部割込タスクを起動することはできません。 

電源ユニット

CJ1-Hまたは CJ1M CPUユニット

２
ユ
ニ
ッ
ト
目

１
ユ
ニ
ッ
ト
目

４
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ッ
ト
目

３
ユ
ニ
ッ
ト
目

６
ユ
ニ
ッ
ト
目

５
ユ
ニ
ッ
ト
目

10
ユ
ニ
ッ
ト
目

~

外部割込タスクを
起動する場合は、
ここにのみ装着可能

CJ1-Hの場合：

外部割込タスクを
起動する場合は、
ここにのみ装着可能

CJ1Mの場合：

 

＊3：運転中に IOWR／IORD命令を使用すると、その実行時間中は比較動作が停止します。したが
って、命令を実行するタイミングには注意が必要です（詳細については、3－5「出力制御」を
参照）。 
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1－3－3　入力の仕様

項目 カウンタ入力 A、B
外部コントロール入
力（I0、I1）

入力電圧 DC24V
(19.6～26.4 V)

DC12V
(9.8～13.2V)

DC5V
(4.5～5.5V)

ラインドライバ DC24 V
(19.6～26.4V)

入力電流 8mA 8mA 7mA 11mA 7.6 mA

最低 ON電圧 19.6V 9.8V 4.5V 2.5V 19.6V

最高 OFF電圧 4 V 2.5V 1.5V 0.5V 4V

項目 カウンタ入力 Z

入力電圧 DC24V
(18.6～26.4 V)

DC12V
(9.8～13.2V)

DC5V
(4.5～5.5V)

ラインドライバ

入力電流 7.3mA 6.6mA 6mA 11mA

最低 ON電圧 18.6V 9.8V 4.5V 2.5V

最高 OFF電圧 4 V 2.5V 1.5V 0.5V

カウンタ入力（A、B、Z）は互いに、および外部コントロール入力と絶縁されています。

外部コントロール入力も、また、互いに絶縁されています。

外部コントロール入力は、10KHzまたは 50KHz（デフォルト）に設定可能です。Z相のノ

イズフィルタは 1KHz固定です。

外部コントロール入力は、ノイズフィルタが 50KHzの時、10μ s以上の信号を認識する

ことができます。

参　考



1－3　仕様と特長

1-12

1

概
説

C

AA

BB

50%

Off

On

EZ

50%

Off

On

D D D

Off

50%

On

0V

Off

On

F

G

0V

Off

On

Z

J

0V

Off

On

 A相

 B相

0V

Off

On

I I

H

JIHGFEDCBA
>10>23>100>50>100>10>23>100>50<3
>10>4.5>20>10>20>10>4.5>20>10<3
>10>1>4>1>2

10 KHz
50KHz
500KHz

カウンタ入力A、B、およびZ

入力信号（DC 5/12/24V） RS-422ラインドライバ入力信号

カウンタ入力A、B
入力パルスデューティ＝50%

カウンタ入力A、B
入力パルスデューティ＝50%

位相差パルス入力時のA相とB相の関係 位相差パルス入力時のA相とB相の関係

カウンタ入力Z相＊ カウンタ入力Z相＊

＊：Z相パルスの最大許容周波数は1KHz ＊：Z相パルスの最大許容周波数は1KHz

ノイズ
フィルタ

タイミング条件（μs）

使用不可

A相

B相

D

II

G

カウンタ入力について上記の仕様を満足させるには、使用するエンコーダの出力ドライバ

の種類、エンコーダケーブルの長さ、およびカウントパルスの周波数に注意する必要があ

ります。オープンコレクタエンコーダ（例：形 E6B2-CWZ6C）などを 24Vで 10mのケー

ブルで使用する場合、カウントパルスは最高 20KHz 程度となります。もっと高い周波数

のカウントパルスが必要な場合は、違ったタイプのエンコーダ（例：ラインドライバ出力

の形 E6B2-CWZ1Xを使用するか、エンコーダケーブルの長さを短くする必要があります。

参　考
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1－3－4　出力の仕様
項目 仕様

ドライバタイプ オープンコレクタ（NPN／PNP出力を選択可）
外部供給電源 DC12～24V（10.2～26.4V）（DC26.4V時 30mA以下　PNP出力の場合、負荷

電流を除く）
最大開閉能力 46mA／10.2V～100mA／26.4V（下図参照）

最大 200mA／コモン
最小開閉電流 5mA

出力 ONディレー 100μ s以下
出力 OFFディレー 100μ s以下
漏れ電流 0.1mA以下
残留電圧 1.5 V以下
短絡回路プロテクト なし

1. 各外部出力は、NPN／PNP出力の 2種類のドライバが使用可能です（前面コネクタに

個別のピンがあります）。割付 DMの設定により、外部出力ごとに NPN／PNP出力の

選択が可能です。デフォルトの出力は、NPN に設定されています（3－5－4「出力制

御の設定」参照）。

2. 外部出力は I/O バスとは絶縁されていますが、外部出力は互いには絶縁されていませ

ん。また、短絡回路プロテクトされていません。

3. 外部出力電流は 200mA／コモン（つまり、2点の外部出力全体で）を超えてはいけま

せん。これを超えると、本ユニットが損傷します。

4. 外部出力は、割付 DMの設定により自動 ON／OFF出力、または強制 ON／OFF出力

に設定できます。強制 ON／OFF出力は、割付リレー（CIO）の「強制 ON／OFFビッ

ト」で実行します（3－5「出力の制御」参照）。

5. CPU ユニットの動作モードが運転／モニタからプログラムに変更されたとき、I/O バ

スエラーが発生したとき、またはオーバーフロー／アンダーフローエラーが発生した

場合の出力状態の制御方法を設定できます（3－5－4「出力制御の設定」参照）。

最大開閉能力
最大開閉能力電流値は、供給電源電圧により、下図のようになります。

100

46

10.2 20.4 26.4

最�
大�
開�
閉�
能�
力

外部供給電源（DC V）

（mA）

参　考
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1－4　クイックスタートガイド
設定と操作
高速カウンタユニットの各カウンタは、シンプルカウンタ、リングカウンタ、およびリニ
アカウンタとして設定可能です（1－5「運転までの設定手順ガイド」を参照）。
形 CJ1W-CT021 高速カウンタユニットは、1ユニットで 4号機分の専用エリアが割り付
けられます。CPUユニットの高機能 I/Oユニット DMエリアに 400CH、高機能 I/Oユニ
ットエリア（CIO）に 40CHが割り付けられます。
リング／リニアカウンタに設定した場合は、本ユニットのすべての機能が使用できます。
しかし、シンプルカウンタを選択した場合は、使用できる機能は限定されます。下図には、
設定および使用可能なすべてのファンクションブロックを示しています。1-15ページの表
に、シンプルカウンタとリング／リニアカウンタで使用できる機能の違いについて説明し
ています。

I0

I1

1

3

11

9

10

4

4

5

8

6

2, 3 2, 3

2, 3 2, 3, 7

キャプチャ
レジスタ

プリセット
レジスタ

カウンタ入力
（A,B,Z）

外部コントロール
入力（I0,I1） 

シンプル／
リング／
リニア
カウンタ＊
（1,2 ）            

ノイズフィルタ

プログラマブル
出力ON機能

出力状態の制御

自動ON/OFF出力

強制ON/OFF出力

NPN/PNP
外部出力ドライバ
（O0,O1）

ヒステリシス
カウンタ
リセット

カウンタの
開始／停止

タイムウィンドウ パルスレート測定機能
パルスレート履歴
ログファイル

＊：上記ファンクションブロックは、カウンタ1,2各々について有効です。

CPUユニットとのデータ交換
本ユニットと CPUユニット間で、使用可能なデータ交換方法を下図に示します。

CJ CPU CJ 1W-CT021

O0
O1

I0
I1

IOWR

IORD

外部割込
タスク

13

13

14

15

ユニット出力パターン
外部割込
タスク



1－4　クイックスタートガイド

1-15

1

概
説

シンプルカウンタ リングカウンタ／リニアカウンタ 参照先
1 入力の種類 3-3

3-3-1

3-3-2

・位相差パルス入力（1逓倍） ・位相差パルス入力（1逓倍、2逓倍、4逓倍）
・加減算パルス入力
・パルス＋方向入力 3-3-3

2 割付リレー（CIO）を使ったカウンタの制御 3-4

・ゲートのオープン（カウンタの開始）
・ゲートのクローズ（カウンタの停止）
・カウンタのプリセット
・カウンタのリセット

・ゲートのオープン（カウンタの開始）
・ゲートのクローズ（カウンタの停止）
・カウンタのプリセット
・カウンタのリセット

3-4

3 外部コントロール入力の機能 3-4

・機能なし（デフォルト設定） ・機能なし
・正のゲート
・負のゲート
・立ち上がり時プリセット
・立ち下がり時プリセット
・立ち上がり時リセット
・立ち下がり時リセット
・立ち上がり時キャプチャ
・立ち下がり時キャプチャ
・ストップ・キャプチャ・継続
・ストップ・キャプチャ・継続（逆転）
・ストップ・キャプチャ・リセット・継続
・ストップ・キャプチャ・リセット・継続（逆転）
・立ち上がり時キャプチャ・リセット
・立ち下がり時キャプチャ・リセット
・リセット有効
・リセット無効

3-4

4 出力制御モード 3-5

3-5-1

3-5-2
・強制 ON／OFF出力

・自動 ON／OFF出力
　　　帯域比較モード
　　　目標値一致比較モード
・強制 ON／OFF出力 3-5-3

5 出力状態の制御 3-5-4

・機能なし ・機能あり 3-5-4

6 外部出力ドライバの設定 3-5-4

・NPN（デフォルト設定） ・NPN

・PNP

3-5-4
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シンプルカウンタ リングカウンタ／リニアカウンタ 参照先
7 カウンタリセット条件 3-6

・カウンタリセットビット ・カウンタリセットビット
・外部コントロール入力＊1

・Z相信号

3-6

8 プログラマブル出力 ON機能 3-7-1

・機能なし（デフォルト設定） ・機能あり 3-7-1

9 パルスレート測定機能 3-7-2

・機能なし（デフォルト設定） ・機能あり 3-7-2

10 ヒステリシス 3-7-3

・機能なし（デフォルト設定） ・機能あり 3-7-3

11 ノイズフィルタ 3-7-4

・50KHz（デフォルト設定） ・10KHz

・50KHz

・500KHz  ＊1

3-7-4

12 カウンタ初期値 3-7-5

機能なし（デフォルト設定） 機能あり 3-7-5

13 サポートする IORD／IOWR命令の機能 4-5

4-5-1

4-5-2

4-5-3-1

4-5-3-2

4-5-3-3

4-5-3-4

・キャプチャしたカウンタ値

・カウンタ値

・エラークリア

・割付 DMデータ
・帯域比較データおよび目標値比較データ
・キャプチャしたカウンタ値
・パルスレート履歴ログファイルデータ
・カウンタ値
・高速カウンタユニットの設定・再設定
・エラークリア

4-5-3-5

14 出力に応じた外部割込タスクの起動 4-6-1

・機能なし（デフォルト設定）　＊2 ・機能あり 4-6-1

15 入力に応じた外部割込タスクの起動 4-6-2

・機能なし（デフォルト設定）　＊3 ・機能あり 4-6-2

＊1：500KHzのフィルタは、カウンタ入力にのみ設定可能です（外部コントロール入力には設定不可）。
＊2：シンプル／リング／リニアカウンタを組み合わせて使用する設定で、1点または複数点の外部

出力から外部割込タスクの起動を行う設定をしている場合、本機能は、自動 ON／OFF 出力
および強制 ON／OFF出力のどちらの場合でも適用されます。

＊3：シンプル／リング／リニアカウンタを組み合わせて使用する設定で、1点または複数点の外部
コントロール入力から外部割込タスクの起動を行う設定をしている場合、本機能は、外部コン
トロール入力の設定により、外部コントロール入力の立ち上がりまたは立ち下がりで適用され
ます。
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1－4－1　高速カウンタユニットの設定手順

カウンタの設定
①各カウンタの設定は、まず、カウンタの種類の選択から始めます（シンプル、リング、ま
たはリニアカウンタ）。

シンプルカウンタ
シンプルカウンタの場合は、割付 DM の設定は必要ありません。これは、デフォルトの
DM設定が使用されるためです。基本的なカウント機能のみが必要な場合に、シンプルカ
ウンタを選択します。（3－2－1「シンプルカウンタ」および 1－5「運転までの設定手順
ガイド」を参照）

リング／リニアカウンタ
カウンタに各種機能を割り付けたい場合は、リングカウンタまたはリニアカウンタを選択
する必要があります（3－2－2「リングカウンタ」、3－2－3「リニアカウンタ」、または
1－5「運転までの設定手順ガイド」を参照）。

②次に、入力の種類（位相差パルス入力、加減算パルス入力、またはパルス＋方向入力）を
各カウンタに対して設定します。

③アプリケーションの要求仕様に合わせて、1点または 2点の外部コントロール入力を 1個
のカウンタに割り付け可能です。外部コントロール入力には、17種類の機能から機能を選
択して割り付けできます（例：ゲート機能、リセット有効機能、コンビネーション機能な
ど。3－4「外部コントロール入力」を参照）。
外部コントロール入力または割付リレーのビットを使用することにより、カウンタ動作中
に、カウンタの開始、停止、リセット、キャプチャ、あるいはプリセットが実行できます。

④出力の制御は、出力制御モードの選択（帯域比較モード、または目標値一致比較モード）
により設定します。さらに、4種類の出力制御のメカニズムが利用できます（プログラマ
ブル出力 ON機能、出力状態の制御、強制 ON／OFF出力、ヒステリシス）。3－5「出力
の制御」を参照してください。

⑤カウンタ入力信号（A、B、Z）および外部コントロール入力信号（I0、I1）が電磁気ノイ
ズにさらされる環境では、ノイズを減衰させるために、ノイズフィルタの設定を行います
（10KHz、50KHz（デフォルト値）、500KHz）。500KHzのフィルタは、カウンタ入力
にのみ設定可能です。外部コントロール入力には設定できません。3－7－4「ノイズフィ
ルタ」を参照してください。

パルスレート測定機能は、カウンタの動作中に使用できます。パルスレート測定機能は、

タイムウィンドウ［1ms～9999ms］を設定することにより、カウンタに対して機能割付

が可能です。パルスレート値は、ユニット内蔵のパルスレート履歴ログファイルに保存さ

れ、IORD 命令を発行することにより、ラダープログラムに読み出すことができます。パ

ルスレート測定機能は、カウンタごとに有効／無効の設定が可能です。3－7－2「パルス

レート測定」を参照してください。

⑥リング／リニアカウンタに関する間接アドレス指定
形 CJ1W-CT021 高速カウンタユニットは、CPU ユニットの高機能 I/O ユニット DM エ
リアに 400CH、高機能 I/Oユニットエリア（CIO）に 40CHが割り付けられます。本ユニ
ットのコンフィグレーションは、高機能 I/Oユニット DMエリア内の該当する割付 DMの
設定によって行います。

参　考
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高機能 I/Oユニット DMエリア（400CH）は、ユニットの一般設定用 30CH、および各カ

ウンタ設定用 45CH×2ブロックに分割され割り付けられます。残りの 287CHはラダープ

ログラムでワークエリアとして使用できます。

出力制御モードの設定により、帯域比較データまたは目標値一致比較データが設定できま
す。1つのカウンタあたり、32個の帯域比較データまたは目標値一致比較データが割り付
け可能です。帯域比較データまたは目標値一致比較データは、DMまたは EMの空きエリ
アに設定します。帯域比較データまたは目標値一致比較データの設定数が少ない場合は、
高機能 I/O ユニット DM エリアの空きエリア（287CH が使用可能）に保存することも可
能です。
各カウンタ設定用割付 DM（45CH）の最後の部分に、間接アドレスを指定します。間接
アドレスは、帯域比較データまたは目標値一致比較データが実際に保存されているメモリ
アドレスを示すものです。

設定する DMのデータについては、3－5－1－2「帯域比較モードの設定と使用方法」また
は 3－5－2－2「目標値一致比較モードの設定と使用方法」を参照してください。
割付リレー（CIO）および割付 DMの詳細については、4－2「I/Oメモリへの割付」を参
照してください。

⑦アプリケーションに応じて、外部コントロール入力または割付リレー（CIO）のゲートオ
ープン／クローズのビットでカウント動作をスタートさせます。

ラダープログラムから IOWR命令を使用することにより、本ユニットの運転中に、リング

／リニアカウンタの設定を変更することができます。詳細については、4－5「サポートし

ている IOWR命令／IORD命令の機能」を参照してください。

さらに、外部コントロール入力または外部出力を使用して、CPUユニットの外部割込タス

クを起動させるように設定することも可能です。この設定は、割付 DMの「外部割込タス

ク有効データ」で設定します（4－6「外部割込タスク」を参照）。

参　考
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1－5　運転までの設定手順ガイド

ユニット前面にある各カウンタのディップスイッチの設定により、カウンタの種類をシンプ
ルカウンタまたはリング／リニアカウンタに設定します。
各カウンタに対する設定手順は、5つのステップで構成されています。手順 1ではまず、デ
ィップスイッチの設定により、各カウンタの種類を、シンプルカウンタ、またはリニア／リ
ングカウンタに設定します。

手順 1ですべてのカウンタをシンプルカウンタに設定した場合以外は、手順 5で I/Oテーブ
ルの作成が終了したあと、割付 DMによるユニットの設定を行う必要があります。すべての
カウンタをシンプルカウンタに設定した場合は、手順 5の設定でユニットが運転可能な状態
となります。なお、手順 5終了後の設定手順については、手順 1での設定によって異なりま
す。

カウンタの種類の設定
・手順

1 ユニット前面にある各カウンタのディップスイッチの設定により、カウンタの種類を設
定します（スイッチNo.1、2がカウンタ 1、2に対応します）。詳細については、2－1
－3「カウンタ種類設定スイッチ」を参照してください。

01

23456789

01

23456789

1 1

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH
CT021

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

1
2

O N

OFF＝シンプルカウンタ�
ON＝リング／リニアカウンタ�

カウンタ種類設定スイッチ�

1

ON OFF

2
O N�

2 ユニット前面の号機 No.を設定します。詳細については、2－1－4「号機 No.設定スイ
ッチ」を参照してください。

01

23456789

01

23456789

1 1

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH
CT021

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

00～92の範囲で設定します。�

号機No.設定スイッチ�

01

23456789
01

23456789

MACH
No.
×101

×100
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3 ユニットの装着および配線を行います。詳細については、2－2「取付け」、2－3「配
線」を参照してください。

01

23456789

01

23456789

1 1

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH
CT021

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

4 電源を ONします。

01

23456789

01

23456789

1 1

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH
CT021

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

電源ON

5 CX-Programmerまたはプログラミングコンソール（プロコン）を使用して、I/Oテー
ブルを作成します。

01

23456789

01

23456789
1 1

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH
CT021

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

CX-Programmer

減速停止 一時停止
エラー
リセット

実行

７
８

９
＋／ー

-×
+×

４
５

６
書込

-Y
+Y

１
２

３
YES

-Z
+Z・

０

NO
クリア

-U
+U

モニター
JOG

MPG
変更

c
原点
サーチ 運転

拡張 タスク
切替

d

オーバー
ライト

ティーチ

プロコン
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ユニットの設定
手順 1ですべてのカウンタをシンプルカウンタに設定した場合以外は、上記手順 5で I/Oテ
ーブルの作成が終了したあと、割付 DMによるユニットの設定を行う必要があります。ユニ
ットの設定は、CX-Programmerまたはプロコンで行います。プロコンは、形 C200H-PRO27
（-E）および形 CQM1-PRO01（-E）が使用できます。キーシートは形 CS1W-KS001を使
用してください。

手順 1での設定に従って、以下に示す手順を行ってください。

すべてのカウンタをシンプルカウンタに設定した場合：
・手順

1 割付 DM の設定は不要です。ユニットは、カウントを実行する準備ができています。
ユニットは、割付 DM のデフォルト設定を使用して動作します。シンプルカウンタに
関係するすべてのデータは、CPU ユニットと本ユニットとの間で割付リレー経由での
転送が可能で、また、ラダープログラムからの利用が可能な状態になっています。

2 ラダープログラムを作成し、CPU ユニット上で運転します。本ユニットと CPU ユニ
ット間のインタフェースについては、第 4章「CPUユニットとのデータ交換」を参照
してください。6－1「フロー制御」で、シンプルカウンタを使用したアプリケーショ
ン例を解説しています。

シンプルカウンタの詳細については、3－2－1「シンプルカウンタ」を参照してください。

すべてのカウンタをリング／リニアカウンタに設定した場合：
・手順

1 割付 DMの設定を行います。割付 DMの設定を行うには、CX-Programmerまたはプ
ロコンを使用します。カウンタの種類（リングカウンタまたはリニアカウンタ）の設定
は、割付 DM の設定で行います。ユニットの設定の詳細については、第 3 章「機能と
設定」を参照してください。

2 CPU ユニットの電源を ON するか、高機能 I/O ユニットリスタートビットを OFF→
ON することにより、割付 DM の設定を本ユニットへ転送します。これにより、リン
グ／リニアカウンタに関係するすべてのデータは、CPU ユニットと本ユニット間で割
付リレー経由での転送が可能で、また、ラダープログラムからの利用が可能な状態にな
っています。

3 ラダープログラムを作成し、CPU ユニット上で運転します。本ユニットと CPU ユニ
ット間のインタフェースについては、第 4章「CPUユニットとのデータ交換」を参照
してください。リング／リニアカウンタを使用したアプリケーション例については、6
－2～6－5を参照してください。

リング／リニアカウンタの詳細については、3－2－2「リングカウンタ」、および 3－2－3
「リニアカウンタ」を参照してください。高機能 I/Oユニットリスタートビットの詳細につ
いては、4－1－2「高機能 I/Oユニットリスタートビット」を参照してください。
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シンプル／リング／リニアカウンタを組み合わせて設定した場合：
・手順

1 リング／リニアカウンタに設定したすべてのカウンタについて、割付 DM の設定を
行います。割付 DMの設定を行うには、CX-Programmerまたはプロコンを使用しま
す。カウンタの種類（リングカウンタまたはリニアカウンタ）の設定は、割付 DMの
設定で行います。ユニットの設定の詳細については、第 3章「機能と設定」を参照し
てください。シンプルカウンタに設定したカウンタは、割付 DM の設定は行えませ
ん。シンプルカウンタは、デフォルトの割付 DM設定（0000）を使用します。

2 CPUユニットの電源を ONするか、高機能 I/Oユニットリスタートビットを OFF→
ONすることにより、割付 DMの設定を本ユニットへ転送します。これにより、リン
グ／リニアカウンタに関係するすべてのデータは、CPU ユニットと本ユニット間で
割付リレー経由での転送が可能で、また、ラダープログラムからの利用が可能な状態
になっています。

3 ラダープログラムを作成し、CPUユニット上で運転します。本ユニットと CPUユニ
ット間のインタフェースについては、第 4 章「CPU ユニットとのデータ交換」を参
照してください。リング／リニアカウンタを使用したアプリケーション例については、
6－2～6－5を参照してください。

カウンタの種類の詳細については、3－2－1「シンプルカウンタ」、3－2－2「リングカウ
ンタ」、および 3－2－3「リニアカウンタ」を参照してください。高機能 I/Oユニットリ
スタートビットの詳細については、4－1－2「高機能 I/O ユニットリスタートビット」を
参照してください。

シンプルカウンタを使用する場合、本ユニットは常にデフォルトの割付 DM内容（すべて

0000）を使用するので、ユーザは割付 DMを 0000に設定する必要はありません。
参　考
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1－6　アプリケーションについて

高速カウンタユニットの主要なアプリケーション現場としては、高い周波数のカウントが
必要で、また設定したカウンタ値での高速レスポンスが必要な場所が考えられます。次に
示すアプリケーションが考えられます。
・梱包／仕分け機械
・調薬または調合プラント
・プロセス産業

形 CJ1W-CT021 を使用する典型的なアプリケーションとしては、次のようなものがあり
ます。
・位置決め（6－3「位置決め」を参照）
・ポジショニング、（6－4「カムポジショニング」を参照）
・位置のモニタリング
・寸法測定（6－2「寸法測定」を参照）
・速度制御（6－5「速度制御」を参照）
・フロー制御（6－1「フロー制御」を参照）
・エネルギー測定

第 6章「アプリケーション例」に、高速カウンタユニットを使用する典型的なアプリケー
ション例、およびサンプルラダープログラムを掲載しています。
例えば、6－2「寸法測定」では、下図に示すアプリケーションについて説明しています。

 

プッシャー

光電センサ（D2） 光電センサ（D1）

ベルトコンベア2 ベルトコンベア1

エンコーダ（E2） エンコーダ（E1）
モータ2 モータ1

01

23456789

01

23456789

1 1

1
2

O N

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE
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2－1　各部の名称と設定

2－1－1各部の名称

前面／側面

65
66.5

90

31

表示用
LED

号機No.�
設定スイッチ�

カウンタ種類�
設定スイッチ�

2.7

2.7

01

23456789
01

23456789

1 1

1
2

O N

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH
CT021

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

ユニット装着時の寸法

接続ケーブル�

65
66.5

(112.5)
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2－1－2表示用 LED

RUN

CH1
CH2

ERC ERH

A
A

B
B

Z
Z

I0
I1

O0
O1

CT021

表示用 LED には、高速カウンタユニットの運転状況が表示されます。内容は下表のとおり
です。

LED名称 表示の色 状態 説明
点灯 正常動作中

（ユニットは、電源投入後またはリスタート後に、正常に初期化
されました。）

RUN 緑

消灯 以下のいずれか
・I/Oテーブルの未作成
・電源ユニットからの給電なし
・ユニットWDTエラー
・ユニットハード故障

点灯 エラー発生中
（操作上のエラーの内容／原因については「5－2　エラーコー
ド」を参照してください。）

ERC 赤

消灯 上記以外
点灯 CPUユニットでエラー発生中

（CPUユニットで発生したエラーの内容／原因については「5－1
LEDのエラー表示」を参照してください。）

ERH 赤

消灯 上記以外
点灯 チャネル 1/2（カウンタ 1/2）はカウントの準備ができています（対

応するカウンタのゲートがオープンされています）。
CH1/2 緑

消灯 カウンタ 1/2はカウントの準備ができていません（対応するカウ
ンタのゲートがクローズされています）。

点灯 入力 A/B/Zが ON
各カウンタには、入力信号 A、B、または Zが接続されています。

A/B/Z 黄

消灯 入力 A/B/Zが OFF

点灯 外部コントロール入力 0(I0)/1(I1)が ONI0/I1 黄
消灯 外部コントロール入力 0(I0)/1(I1)が OFF

点灯 外部出力 0(O0)/1(O1)が ONO0/O1 黄
消灯 外部出力 0(O0)/1(O1)が OFF
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2－1－3カウンタ種類設定スイッチ
ユニット前面にある、カウンタ種類設定スイッチで、カウンタ 1、2 のそれぞれのカウンタ
の種類を設定します。初期設定は、シンプルカウンタ（OFF）になっています。

1
2

O N

初期状態（すべてOFFの状態）　例）1がON、2がOFF�

1
2

O N

1
2

O N

1

ON OFF

2
O N

注：スイッチを斜めに立ち上げた状態がONです。�

�

ON OFF

1
2

O N

1
2

O N

設定内容は、下表のとおりです。

スイッチ No. カウンタ 設定 設定内容
ON リングカウンタ／リニアカウンタ1 1

OFF シンプルカウンタ
ON リングカウンタ／リニアカウンタ2 2

OFF シンプルカウンタ

カウンタ種類設定スイッチを ONに設定したあと、割付 DMでリングカウンタ／リニアカウ
ンタの選択を行います。

リングカウンタおよびリニアカウンタに設定したカウンタは、高速カウンタユニットのすべ
ての機能を利用できます。

リングカウンタ／リニアカウンタについては、3－2－2「リングカウンタ」と 3－2－3「リ
ニアカウンタ」をそれぞれ参照してください。

シンプルカウンタは高速カウンタユニットの特別な機能で、割付 DMの設定が不要なため、
容易で早いセットアップが可能です（割付 DM のすべての設定は、初期設定値（0000）が
使用されます）。

したがって、シンプルカウンタでは、高速カウンタユニットで使用できる機能が限定されま
す。

シンプルカウンタの詳細と特長については、3－2－1「シンプルカウンタ」を参照してくだ
さい。

ディップスイッチの設定を行う前に、必ず、CPUユニットの電源を OFFにしてください。お願い
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2－1－4号機 No.設定スイッチ

MACH
No.
X101

98765432

10

X100

98765432
10

CPU ユニットと高速カウンタユニットとのデータ交換は、高機能 I/O ユニットとして割り
付けられる、割付リレーと割付 DMエリアを使用して行います。
高速カウンタユニットは、1 つのユニットで CPU ユニットの高機能 I/O ユニットとして 4
号機分占有します。つまり、高機能 I/Oユニット割付リレーエリアが 40CH、高機能 I/O割
付 DMエリアが 400CH分割り付けられます。
号機 No.の設定により、割り付けられるエリアが決まります。号機 No.の設定は、ユニット
前面の号機No.設定スイッチ（ロータリスイッチ）で設定します。

・ユニットの号機 No.の設定を行う前に、必ず、CPU ユニットの電源を OFF にしてくだ

さい。

・ロータリスイッチを設定するときは、スイッチを傷つけないように、マイナスドライバ

を使用してください。

・番号と番号の間で、ロータリスイッチを止めないでください。

号機 No.の設定により、CPU ユニットの高機能 I/O ユニット用割付エリア（CIO 2000～

2959CHと D20000～D29599CH）の割付が決まります。

ユニット 1台で、高機能 I/Oユニット用リレーエリア 40CHおよび高機能 I/Oユニット用

DMエリア 400CHが割り付けられますので、号機 No.の設定は 00から 92までとなります。

号機 No.として、93～95に設定することはできません。

スイッチ設定 号機 No. 高機能 I/Oユニット用リレーエリア 高機能 I/Oユニット用 DMエリア
0 0 2000～2039CH D20000～D20399CH

1 1 2010～2049CH D20100～D20499CH

2 2 2020～2059CH D20200～D20599CH

3 3 2030～2069CH D20300～D20699CH

4 4 2040～2079CH D20400～D20799CH

5 5 2050～2089CH D20500～D20899CH

6 6 2060～2099CH D20600～D20999CH

7 7 2070～2109CH D20700～D21009CH

8 8 2080～2119CH D20800～D21199CH

9 9 2090～2129CH D20900～D21299CH

10 10 2100～2139CH D21000～D21399CH

～ ～ ～ ～
n n 2000 + (n×10)～2000 + (n×10) + 39 D20000 + (n×100)～D20000 + (n

×100)+399

～ ～ ～ ～
92 92 2920～2959CH D29200～D29599CH

93 設定不可 － －
94 設定不可 － －
95 設定不可 － －

お願い

参　考
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・2台以上の高機能 I/Oユニットを同じ号機 No.に設定すると、CPUユニットで運転停止
異常の「No.二重使用エラー」が発生し、特殊補助リレーの A40113が ONし、CPUユ
ニットは動作を停止します。

・高速カウンタユニットは、1台で 4号機分を占有します。本ユニットのように、割付リ
レーが 10CH、割付 DMが 100CHを超えるユニットを使用する場合は、割付エリアの重
複が発生しないことを確かめてください。
高速カウンタユニットの号機 No.を「n」に設定したら、割付エリアの重複を避けるため
に、次の高機能 I/Oユニットの号機 No.は「n+4」に設定してください。
2台以上の高機能 I/Oユニットの号機 No.の設定により、割付エリアが重複すると、CPU
ユニットで運転停止異常の「No.二重使用エラー」が発生し、特殊補助リレーの A40113
が ONし、CPUユニットは動作を停止します。

・高機能 I/O ユニット用割付 DM エリア以外にも、各カウンタの付加的エリアとして、
DM/EMが割り付け可能です。
この追加割り付けしたエリアは、カウンタ特有の帯域比較モードまたは目標値一致比較

モードに関する設定に使用します。

このエリアは、高機能 I/Oユニット用割付 DMエリアからカウンタごとに間接アドレス

を指定することによって割り付けます。

間接アドレス指定については、「4－2－2　間接アドレス指定」を参照してください。

参　考
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2－2　取付け

2－2－1　システム構成上のお願い
CPU装置または増設装置に接続でき（1装置あたり最大10ユニットの制限あり）、合計1CPU

につき最大 24台接続可能です。

注：CJ1-H CPUユニットの外部割込タスクを起動する場合、本ユニットは、CPUユニットの右側 1
～5スロット目以内に装着してください。CPUユニットの右側から 6スロット目以降に装着した
場合、または CJシリーズ増設装置に装着した場合は、外部割込タスクを起動することはできませ
ん。

2－2－2　ユニットの取付方法

・配線時はワイヤクズが飛びますので、ユニット内への混入防止のため、ユニット上面の

ラベルを取り付けたまま配線してください。ラベルは、配線完了の後に、放熱のため必

ず取り外してください。

・ユニットおよび接続線の取付け、取外しは、必ず CPUユニットの電源を OFFした後に

行ってください。

高速カウンタユニットの取付けは、以下の手順で行ってください。
ユニットの接続は DINレールから取り外した状態で行ってください。

1 コネクタをきちんと、かみ合わせてユニット同士を取り付けます。

PA205R

POWER

INPUT
AC100-240V

L2/N

L1

DC24V
AC240V

OUTPUT
RUN

PERIPHERAL

ERR/ALM
RUN

INH

COMM

PRPHL
CONTROLLER

CJ1G-CPU44
SYSMAC

PROGRAMMABLE

PORT

OPEN

BUSY
MCPWR

01

23456789

01

23456789

1 1

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH
CT021

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

コネクタ　

2 上下に付いている黄色のスライダーを「カチッ」と音がするまでスライドさせ、ロック
します。

PA205R

POWER

INPUT
AC100-240V

L2/N

L1

DC24V
AC240V

OUTPUT
RUN

PERIPHERAL

ERR/ALM
RUN

INH

COMM

PRPHL
CONTROLLER

CJ1G-CPU44
SYSMAC

PROGRAMMABLE

PORT

OPEN

BUSY
MCPWR

01

23456789

01

23456789

1 1

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH
CT021

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

スライダー

ロック

解除

3 右端のユニットにはエンドカバーを取り付けます。

お願い
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・スライダーを確実にロックしないと、機能が十分働かなくなることがありますのでご注

意ください。

・CPUユニットに付属されているエンドカバーは、必ず最右端のユニットに取り付けてく

ださい。エンドカバーを取り付けないと、CJシリーズは正常に動作しません。

参　考
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2－3　配線

2－3－1コネクタピン配置
ユニットの前面の 40ピンコネクタ（CN1）は、A列と B列 20ピンずつに分けられていま
す。
外部出力、外部コントロール入力、およびカウンタ入力は論理的にグループ分けされて、コ
ネクタ 1のピンに割り当てられています。
コネクタピン配置は、下表のとおりです。

コネクタ 1（CN1）
ピン
No.

名称 ピン
No.

名称

B20 カウンタ 2入力 Z：
DC24V

A20 カウンタ 2入力 Z：
DC12V

B19 カウンタ 2入力 Z：
ラインドライバ＋

A19 カウンタ 2入力 Z：
ラインドライバ－／0V

B18 カウンタ 2入力 B：
DC24V

A18 カウンタ 2入力 B：
DC12V

B17 カウンタ 2入力 B：
ラインドライバ＋

A17 カウンタ 2入力 B：
ラインドライバ－／0V

B16 カウンタ 2入力 A：
DC24V

A16 カウンタ 2入力 A：
DC12V

B15 カウンタ 2入力 A：
ラインドライバ＋

A15 カウンタ 2入力 A：
ラインドライバ－／0V

B14 未使用 A14 未使用

B13 カウンタ 1入力 Z：
DC24V

A13 カウンタ 1入力 Z：
DC5V

B12 カウンタ 1入力 Z：
ラインドライバ＋

A12 カウンタ 1入力 Z：
ラインドライバ－／0V

B11 カウンタ 1入力 B：
DC24V

A11 カウンタ 1入力 B：
DC5V

B10 カウンタ 1入力 B：
ラインドライバ＋

A10 カウンタ 1入力 B：
ラインドライバ－／0V

B9 カウンタ 1入力 A：
DC24V

A9 カウンタ 1入力 A：
DC5V

B8 カウンタ 1入力 A：
ラインドライバ＋

A8 カウンタ 1入力 A：
ラインドライバ－／0V

B7 未使用 A7 未使用

B6 外部コントロール入力 1：
DC24V

A6 外部コントロール入力
1：
COM

B5 外部コントロール入力 0：
DC24V

A5 外部コントロール入力
0：
COM

B4 未使用 A4 未使用

B3 外部出力 1（PNP出力） A3 外部出力 1（NPN出力）

B2 外部出力 0（PNP出力） A2 外部出力 0（NPN出力）

B1 外部出力用電源：
DC12～24V

A1 外部出力　COM：
0V

電源供給
外部出力を使用する場合、外部電源により、コネクタ 1の「外部出力用電源：DC12～24V」
（B1）と「外部出力　COM：0V」（A1）への電源供給が必要です。外部出力用電源は、必
要により、DC12V～24Vの範囲で使用できます。
外部出力を使用しない場合は、外部電源を接続する必要はありません。
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外部出力
外部出力 0、1は、それぞれNPN出力、または PNP出力として使用できます。NPN／PNP
出力の設定は、割付 DM で設定します。設定した後、コネクタ 1 の外部出力 0、1 の NPN
出力、または PNP出力へ接続して使用してください。割付 DMでの設定の詳細については、
「3－5－4　出力制御の設定」を参照してください。

外部コントロール入力
外部コントロール入力には DC24Vの信号の供給が必要です。
すべての外部コントロール入力（I0、I1）は、別個にグラウンド（0V）があり、独立した電
気回路を持っています。
したがって、NPN出力センサ、または PNP出力センサのいずれでも接続可能です。
割付 DMの設定により、1つのカウンタに複数の外部コントロール入力を割り当てることが
可能です（詳細については、「3－4　外部コントロール入力」を参照してください）。

カウンタ入力
カウンタ 1、2の入力の種類として、下記の信号を使用できます。
・RS-422ラインドライバ
・入力電圧：DC5V、DC12V、DC24Vのいずれか（NPN／PNPドライバより）

RS-422 ラインドライバと入力電圧が DC24V の場合は、いずれのカウンタでも使用できま
す。
入力電圧が DC5Vの場合はカウンタ 1、DC12Vの場合はカウンタ 2を使用してください。

入力電圧と使用できるカウンタの番号は、下表のとおりです。
○：使用可　×：使用不可

ラインドライバ DC5V入力 DC12V入力 DC24V入力
カウンタ 1 ○ ○ × ○
カウンタ 2 ○ × ○ ○

2－3－2　コネクタの配線方法

・配線前は、ユニット上面にあるラベルを取り外さないでください。ワイヤくずが混入し、

内部回路が短絡して誤動作する恐れがあります。ラベルは、配線完了後に放熱のため、

必ず取り外してください。

・配線を十分に確認してから通電してください。

高速カウンタユニットへ外部電源、外部入出力信号、カウンタ入力信号を接続する場合、以
下の 2つの方法があります。

1 付属のコネクタを使用して、直接配線する
（外部配線用コネクタには、富士通製 FCN-361J040（はんだ付けタイプ）が付属して
います。）

2 コネクタ端子台変換ユニットを使用する
（配線には専用ケーブルを使用します。コネクタ端子台変換ユニットおよび専用ケーブ
ルは別売です。）

お願い
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外部配線用コネクタ
外部配線用コネクタとして、富士通製 FCN-361J040（はんだ付けタイプ）が付属していま
す。コネクタ（ジャック）に各電線をはんだ付けした後、ケースを取り付け、コネクタを組
み立てます。

電線の配線方法

A B

A20

A1

A2

A3

A4

A5
A6

A19

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B19

B20

1
5

2
0

A B

A20

A1

A2

A3

A4

A5
A6

A19

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B19

B20

1
5

2
0

コネクタ

絶縁チューブ

電線（0.3mm2以下）

コネクタ端子側

ケーブルの区分け

入力用ケーブル�

出力用ケーブル�
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コネクタの組み立て方
ナベコネジM2×8(3ケ)

ナベコネジM2.6×8(2ケ)

ナベコネジM2.6×6
(1ケ)

ナットM2.6(1ケ)

ナットM2(3ケ)

ケース

ケース

コネクタ

ケーブルオサエ

・使用する電線径は、0.3mm2以下としてください。

・はんだ付けをするときは、隣の端子と短絡しないようにしてください。はんだ付けした

部分に絶縁チューブをかぶせて使用することをお勧めします。

・多芯ケーブルを使用するときは、入力と出力のケーブルを別々に配線してください。

コネクタ端子台変換ユニット

前述で説明したように、外部配線を直接接続する他に、ねじ式の端子台を使用して、外部配
線を接続することも可能です。
これは、外部コネクタで配線を直接はんだ付けするより容易で、それほど時間もかかりませ
ん。
ねじ式の端子台として、コネクタ端子台変換ユニットを使うと便利です。
本ユニットでは、以下のコネクタ端子台変換ユニットのご使用をお勧めします。
・形 XW2B-40G4（40ピンM2.4ねじ端子台タイプ）
・形 XW2B-40G5（40ピンM3.5ねじ端子台タイプ）

上記のコネクタ端子台変換ユニットは、DINレールに取り付けるか、またはねじ止めにより
取り付けが可能です。
コネクタ 1とコネクタ端子台変換ユニットとの接続には、専用ケーブルを使用します。

お願い
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専用ケーブルの形式と長さは、下表のとおりです。

形式 長さ（m）
形 XW2Z-050B 0.5

形 XW2Z-100B 1

形 XW2Z-150B 1.5

形 XW2Z-200B 2

形 XW2Z-300B 3

形 XW2Z-500B 5

コネクタ端子台変換ユニットと高速カウンタユニットとが接続された略図を、以下に示しま
す。

01

23456789

01

23456789

1 1

1
2

O N

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

コネクタ端子台変換ユニットの端子番号と信号名については、「付－1　ねじ端子台とコネ
クタ端子台変換ユニットを使用する」を参照してください。
高速カウンタユニットの外部配線用コネクタのピン配置とコネクタ端子台変換ユニットの
端子番号との対応を確認できます。

2－3－3配線上のお願い
配線の際には、以下の点に留意してください。
・配線の前に、必ず PLC本体の電源を OFFにしてください。
・カウンタ入力 A/B/Zと外部コントロール入力を配線するときは、シールドしたツイストペ
ア線を使用し、シールドを D種接地（第 3種接地）してください。
（ユニット側でシールドを接地する場合は、電源ユニットでの接地と同じ方法にしてくだ
さい。）

・カウンタ入力 A/B/Zの配線は、できるだけ短くし、動力線などノイズの多い配線とは別配
線にしてください。

・高速カウンタユニットで使用する電源は、できるだけ他の入力用／出力用電源とは別の安
定化電源を使用してください。
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2－3－4入力回路

外部コントロール入力

24V

0V

 

B5 (24V)

A5(0V)

外部コントロール
入力回路I0

外部コントロール
入力回路I1

B6 (24V)

A6(0V)

カウンタ入力回路

24V

5V/12V

ラインドライバ+

0V/ラインドライバ-

ラインドライバ+

0V/ラインドライバ-

ラインドライバ+

0V/ラインドライバ-

A相 カウンタ2

B9 ( 24V) B16 ( 24V)

A9 ( 5V) A16 ( 12V)

B8 (LD+) B15 (LD+)

A8 ( 0V/LD-) A15(0V/LD-)

カウンタ1

24V

5V/12V

B相

B11 ( 24V) B18 ( 24V)

A11 ( 5V) A18 ( 12V)

B10 (LD+) B17 (LD+)

A10 ( 0V/LD-) A17(0V/LD-)

24V

5V/12V

Z相

B13 ( 24V) B20 ( 24V)

A13 (5V) A20 (12V)

B12 (LD+) B19 (LD+)

A12 ( 0V/LD-) A19(0V/LD-)

カウンタ2カウンタ1

カウンタ2カウンタ1
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外部出力回路

B2 :外部出力0（PNP）

B3 :外部出力1（PNP）

A2 :外部出力0（NPN）

A3 :外部出力1（NPN）

NPN

PNP
NPN

PNP

外部出力0

外部出力1

各外部出力ごとにNPN出力またはPNP出力
に設定可能（出力制御の設定：m+6CH）

ヒューズ

ヒューズ

B1 :外部出力0、1用電源
DC12～24V

A1 :外部出力0、1用
　　COM : 0V

高速カウンタユニット

内
部
回
路
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2－3－5外部コントロール入力／外部出力の配線
以下に、外部コントロール入力と外部出力の配線例を示します。

外部コントロール入力の配線

NPNセンサ（DC24V）

0V
+2 4V

DC24V電流

B5

A5

接続例：外部コントロール入力0（CN1）

高速カウンタユニット

センサ（NPN）

シールド付きツイストペア線

PNPセンサ（DC24V）

0V
+24V

B6

A6

DC24V電流

接続例：外部コントロール入力1（CN1）

高速カウンタユニット

センサ（PNP）

シールド付きツイストペア線
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外部出力（NPN/PNP出力）の配線例

B2 : O0 (PNP)

A3 : O1 (NPN)

NPN

PNP
NPN

PNP

外部出力0（PNP）

外部出力1（NPN）

それぞれの外部出力をNPN出力、またはPNP出力のいずれかに設定（出力制御の設定：m+6CH）します。

B1

A1

0V

+ 12 to 24V

電源（DC12～24V）

Load

Load

内
部
回
路

ヒューズ(1A)

ヒューズ(1A) ＋�

－�
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2－3－6カウンタ入力の配線
ここでは、ご使用になるエンコーダまたは近接スイッチの出力ドライバに応じてどのように
カウンタ入力を配線するかを、例で示します。
ここに示される配線方法（具体的な出力ドライバー別）を参考にして、ご使用になる同様な
出力ドライバの他のパルス発生機器を配線してください。

エンコーダが NPNオープンコレクタの場合（DC5/12/24V）

黒：A相

白：B相

茶：+Vcc

青：0V（COM）

橙：Z相

B9（A相 24V）

B11（B相 24V）

B13（Z相 24V）

A8（A相 0V）

A10（B相 0V）

A12（Z相 0V）

0V
+2 4V

+24V DC電源

高速カウンタユニット（CN1）

カウンタ1例：形E6C2-CWZ6C
NPN  オープンコレクタ出力

エンコーダ

0V
+2 4V

B9

A8

B11

A10

B13

A12

高速カウンタユニット

IZ

IB

IA

シールド付きツイストペア線

0V
+2 4V

B9

A8

B11

A10

B13

A12

A相

B相

Z相
IZ

IB

IA

エンコーダ

DC24V電流電源供給
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エンコーダが PNPオープンコレクタの場合（DC5/12/24V）

0V
+24V

黒：A相

白：B相

茶：+Vcc

青：0V（COM）

橙：Z相

B9（A相 24V）

B11（B相 24V）

B13（Z相 24V）

A8（A相 0V）

A10（B相 0V）

A12（Z相 0V）

+24V DC電源

高速カウンタユニット（CN1）

カウンタ1例：形E6C2-CWZ5B
PNP  オープンコレクタ出力

エンコーダ

0V
+24V

B9

A8

B11

A10

B13

A12IZ

IB

IA

高速カウンタユニット

シールド付きツイストペア線

A相

B相

Z相

エンコーダ

DC24V電流電源供給
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エンコーダがラインドライバ出力の場合（RS-422）

0V
+5 V

黒／赤：A-相

白／赤：B-相

茶：5V DC

青：0V（COM）

橙／赤：Z-相

黒：A+相

白：B+相

橙：Z+相

B15（A相、ラインドライバ+）

B17（B相、ラインドライバ+）

B19（Z相、ラインドライバ+）

A15（A相、ラインドライバ-）

A17（B相、ラインドライバ-）

A19（Z相、ラインドライバ-）

+5V DC電源

高速カウンタユニット（CN1）

カウンタ2例：形E6B2-CWZ1X
ラインドライバ出力

エンコーダ

B15

A15

B17

A17

B19

A19

A+

A-

B+

B-

Z+

Z-

高速カウンタユニット

シールド付きツイストペア線

エンコーダ

電源供給
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3－1　機能概要

3－1－1　概要
形 CJ1W-CT021 高速カウンタユニットの設置および配線（2－2 項、2－3 項参照）が終
了したら、割付 DMの設定を行うことによってユニットの設定を行います。リング／リニ
アカウンタに設定（ユニット前面のディップスイッチを ONに設定）したカウンタに対し
てのみ、割付 DM を使って設定が行えます。シンプルカウンタの場合は、デフォルトの
DM設定が使用され、割付 DMによる設定は行えません。

本章では、ユーザアプリケーションの具体的なニーズに合わせて形 CJ1W-CT021 高速カ
ウンタユニットの動作を調整するためには、ユニットをどのように設定すべきなのかを説
明します（各カウンタの設定項目の概要については、1－4「クイックスタートガイド」を
参照してください）。
また、本章では、CPU ユニットのラダープログラムからユニットを操作するために使用
する割付リレー（CIO）についても説明しています。割付リレーの概要については、4－2

－3「割付リレー（CIO）エリアへの割付」を参照してください。割付 DM の概要につい
ては、4－2－4「割付 DMエリアの割付」を参照してください。

高速カウンタユニットのすべての機能は、割付 DMで設定可能です（ただし、シンプルカ
ウンタの設定はディップスイッチで行います）。高速カウンタユニットを正常に装着する
（1－5「運転までの設定手順ガイド」を参照）と、高機能 I/Oユニット DMエリア（割付
DM）がユニットに割り付けられます。ユニットが持つ使用可能なすべての機能は、割付
DM内の機能に対応する CHの設定を行うことによって設定が行えます。各種機能の設定
の手順については、自由に行うことが可能です。しかしながら、本章で説明する機能設定
の手順どおりに設定を行うことをお勧めします。

1．本章を通して、割付 DM および割付リレーのアドレスは、以下に説明するように、オ

フセットで示します。高機能 I/Oユニットに割り付けられる割付 DMおよび割付リレー

のアドレスは、ユニットの号機 No.（＝N）により決まります。

・m＝D20000＋（N×100）：ユニットに割り付けられる 400CH分の割付 DMの先頭 CH

・n＝CIO2000＋（N×10）：ユニットに割り付けられる 40CH分の割付リレーの先頭 CH

例：m+2は、D20000＋（N×100）＋2CHの割付 DMを示します。

2．倍長（2CH）データの場合は、例えば、「n+22, n+23」（割付リレーの倍長データ）

あるいは「m+57, m+58」（割付 DMの倍長データ）のように表現されます。

参　考
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3－1－2　目的別機能/割付エリア一覧
本高速カウンタユニットを使用する目的に応じて、以下の「使用する機能の解説（参照）」

および「割付リレーエリア」／「割付 DMエリア」を参照してください。

3－1－2－1　高速カウンタユニットの使い方を決定する場合

目的
使用する機能の解説

（参照）
割付リレーエリア 割付 DMエリア

パルス入力方式を決定

するとき

3-3「入力の種類」
・位相差パルス入力
・加減算パルス入力
・パルス＋方向入力

－ －カウンタ 1：m+30～m+36

－カウンタ 2：m+75～m+81

外部コントロール入力

の使い方を決定すると

き

3-4「外部コントロール入力」
・ゲート機能
・プリセット機能
・リセット機能
・キャプチャ機能
・ストップ・キャプチャ・継続機能
・ストップ・キャプチャ・リセッ
ト・継続機能

・リセット有効／無効機能

・外部コントロール入
力のステータス

・外部コントロール入力 0、1

機能選択／カウンタ番号：

m+17～m+20

外部出力方式を決定す

るとき

3-5-3「強制 ON/OFF出力」
3-5-4「出力制御の設定」

・強制 ON/OFF出力
・ON/OFF 出力方式選
択

・出力（外部出力＋内
部出力）のステータ
ス

・外部出力ドライバ：m+6

・出力状態の制御：m+6

・出力パターン定義：m+21～m+22

カウンタリセット方式

を決定するとき

3-6「カウンタリセット条件」 ・リセットビット
・リセット有効ビット
・リセットフラグ
・Z相信号フラグ

・外部コントロール入力 0、1

機能選択／カウンタ番号：

m+17～m+20

・Z相信号
－カウンタ 1：m+32

－カウンタ 2：m+77
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3－1－2－2　各種動作での使い方をする場合

目的
使用する機能の解説
（参照）

割付リレーエリア 割付 DMエリア

シンプルカウンタ動作

で使うとき

3-2-1「シンプルカウン
タ」

・シンプルカウン
タ

なし

リニア動作で使うとき 3-2-3「リニアカウンタ」

3-5-1「帯域比較モード」

4-2-2「間接アドレス指
定」

4-2-5「帯域比較データ
のメモリ割付」

・帯域比較／目標
値一致比較デー
タ有効

・出力制御モード：m

・出力パターンの AND/OR選択：m

・帯域比較／目標値一致比較データ有効
・出力セット／リセットパターン
・帯域比較／目標値一致比較データ数
・I/Oメモリエリア種別／アドレス
－カウンタ 1：m+57～m+67,k1～k1+191

－カウンタ 2：m+102～m+112,k2～k2+191

リング動作で使うとき 3-2-2「リングカウンタ」

3-5-1「帯域比較モード」

4-2-2「間接アドレス指
定」

4-2-5「帯域比較データ
のメモリ割付」

・帯域比較／目標
値一致比較デー
タ有効

・カウンタの種類
・リング／リニアカウンタの最大値
・帯域比較／目標値一致比較データ有効
・出力セット／リセットパターン
・帯域比較／目標値一致比較データ数
・I/Oメモリエリア種別／アドレス

－カウンタ 1：m+30,m+35～m+36,k1～k1+191

－カウンタ 2：m+75,m+78～m+79,k2～k2+191

・その他リニア動作と同じ

プリセットカウンタ動

作で使うとき

3-4「外部コントロール
入力」

3-5-2「目標値一致比較
モード」

3-7-1「プログラマブル
出力 ON機能」

4-2-2「間接アドレス指
定」

4-2-6「目標値一致比較
データメモリ割
付」

・プリセット
・プリセット値
・プリセットフラ
グ

・出力制御モード：m

・帯域比較／目標値一致比較データ有効
・出力セット／リセットパターン
・帯域比較／目標値一致比較データ数
・I/Oメモリエリア種別／アドレス
－カウンタ 1：m+57～m+67,k1～k1+319

－カウンタ 2：m+102～m+112,k2～k2+319

ゲートカウンタ動作で

使うとき

3-4「外部コントロール
入力」

・ストップ･キャプチ･
リセット･継続機能

－ ・外部コントロール入力 0、1機能選択／カウンタ
番号：m+17～m+20

ラッチカウンタ動作で

使うとき

3-4「外部コントロール
入力」

・ゲート機能
・キャプチャ機能

4-4「IORD命令」

・キャプチャ
・キャプチャフラ
グ

・外部コントロール入力 0、1機能選択／カウンタ
番号： m+17～m+20
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3－1－2－3　便利な機能を使用する場合

目的
使用する機能機能の解説

（参照）
割付リレーエリア 割付 DMエリア

任意の外部出力パター

ンを作りたいとき

3-7-1「プログラマブル出力

ON機能」
・出力（外部出力＋
内部出力）のステ
ータス

・外部出力 0、1出力 ONディレー／出力

ON時間：m+9～m+16

入力パルスの周波数･回

転スピードを計測した

いとき

3-7-2「パルスレート測定」 ・パルスレートレン
ジ 0/1有効

・タイムウィンドウ
・パルスレートレンジ
・出力セット／リセットパターン

－カウンタ 1：m+39～m+56

－カウンタ 2：m+84～m+101

帯域比較動作の比較条

件にヒステリシスを付

加したいとき

3-7-3「ヒステリシス」 － ・ヒステリシス

－カウンタ 1：m+63

－カウンタ 2：m+108

ノイズによる誤動作を

低減したいとき

3-7-4「ノイズフィルタ」 － ・カウンタ入力のノイズフィルタ：m+7

・外部コントロール入力のノイズフィル
タ：m+8

運転開始時のカウンタ

初期値を任意に設定し

て使用したいとき

3-7-5「カウンタ初期値」 － ・カウンタ初期値
－カウンタ 1：m+37,38

－カウンタ 2：m+82,83

CPUユニットの割込タ

スクを起動させたいと

き

4-6「外部割込タスク」 ・外部割込みタスク
起動待ち状態

・出力による起動：m+1～m+3

・入力による起動：m+4～m+5
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3－2　カウンタの種類

高速カウンタユニットのカウンタは、各カウンタごとに、次に示すカウンタタイプの 1つ
に設定することができます（シンプルカウンタとリング／リニアカウンタとの違いについ
ては、1－4「クイックスタートガイド」を参照してください）。
・シンプルカウンタ（3－2－1「シンプルカウンタ」参照）
・リングカウンタ（3－2－2「リングカウンタ」参照）
・リニアカウンタ（3－2－3「リニアカウンタ」参照）

まず、ユニット前面にある各カウンタのディップスイッチの設定から始めます。工場出荷
時は、ディップスイッチは OFF（シンプルカウンタ）に設定されています。リングカウン
タまたはリニアカウンタを選択する場合は、ディップスイッチを ONに設定します。
ディップスイッチの設定を行ったあと、次に示す割付 DMの設定を行うことにより、各カ
ウンタをリングカウンタまたはリニアカウンタに設定します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+30 m+75

カウンタの種類：

 0 = リングカウンタ
 1 = リニアカウンタ

カウンタ1  カウンタ2  

リングカウンタおよびリニアカウンタについては、高速カウンタユニットのすべての機能
が使用でき、各種設定が行えます。しかし、シンプルカウンタの場合は、DMのユーザ設
定がすべて無視されるため、デフォルトの機能が使用できるだけです。

カウンタ値
すべてのカウンタの 32ビットのカウンタ値は、次に示す割付リレーに格納されます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+22 n+27

n+23 n+28

シンプルカウンタ：80000000～7FFFFFFFHex

リングカウンタ：00000000～FFFFFFFFHex

リニアカウンタ：80000000～7FFFFFFFHex

カウンタ値�

�

カウンタ1  カウンタ2  

3－2－1　シンプルカウンタ
カウンタをシンプルカウンタとして使用する場合の利点は、割付 DMの設定をまったく行
う必要がないことです。シンプルカウンタの場合、デフォルトの割付 DM設定が使用され
ます。結果として、シンプルカウンタでは、ユニットのデフォルト設定のみで使用が可能
となります。
このセクション（「シンプルカウンタ」）では、シンプルカウンタのすべてのデフォルト
機能および使用方法を説明します。高速カウンタユニットをシンプルカウンタでのみ使用
するユーザは、必ずお読みください。
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シンプルカウンタの機能概略
シンプルカウンタの機能概略を一覧で示します。

機能 仕様
カウント動作 リニア
カウント範囲 80000000～7FFFFFFF Hex

カウントモード 位相差 1逓倍
計数速度 50KHz

ゲートオープン／クローズ 内部ビット
外部出力 強制 ON／OFFのみ
出力方式 NPN

リセット 内部ビット
IORD／IOWR ・キャプチャ値読み出し

・カウンタ値読み出し、書き込み
・エラークリア

高速カウンタユニットの全機能を使用したい場合は、カウンタをシンプルカウンタではな
く、リングカウンタまたはリニアカウンタに設定してください。リングカウンタについて
は 3－2－2「リングカウンタ」、リニアカウンタについては 3－2－3「リニアカウンタ」
を参照してください。

シンプルカウンタの機能
シンプルカウンタでは、以下に示す機能が使用可能です。
・シンプルカウンタは 32 ビットのカウント範囲で加減算カウントが行えます（リニアカ
ウンタと同等。3－2－3「リニアカウンタ」参照）。
・割付リレーを使用することにより、シンプルカウンタのプリセット、リセット、あるい
はキャプチャが可能です。また、パルスのカウント開始／停止を実行するために、割付
リレーで、ゲートのオープン／クローズの設定を行います。
・シンプルカウンタでは、位相差パルス（1 逓倍）のみ接続可能です。Z 相信号はリセッ
トをかけるためには使用できませんが、そのステータスは割付リレーに反映されます
（したがって、ラダープログラムを使って間接的にリセットをかけることは可能です）。
・シンプルカウンタでの外部入力のノイズフィルタは、50KHz 固定です。このため、入
力パルスの最大周波数は 50KHzまでしか保証されません。
・高速カウンタユニットの外部出力は、該当する割付リレーのビットを使った強制 ON／

OFF出力のみ可能です。
・外部割込タスクを有効に設定している場合、外部コントロール入力および外部出力を使
って外部割込タスクを起動させることができます（シンプル／リング／リニアカウンタ
を組み合わせて使用する場合のみ可能。シンプルカウンタのみの場合は不可）。
・2点の外部出力は、NPN出力ドライバのみ使用可能です。
・外部コントロール入力は、各カウンタに割り付けることはできません。また、外部コン
トロール入力の機能の設定は行えません。ただし、外部コントロール入力のステータス
は、割付リレーに反映されます。リングカウンタ／リニアカウンタの外部コントロール
入力への機能の割り付け方法については、3－4「外部コントロール入力」を参照してく
ださい。
・次に示す IORD／IOWR命令の 3つの機能をサポートしています。

キャプチャしたカウンタ値の読み出し（4－5－3－1「キャプチャしたカウンタ値」参照）
カウンタ値の読み書き（4－5－3－3「カウンタ値」参照）
エラークリアコマンドの発行（4－5－3－5「エラークリアコマンドの発行」参照）

・エラーは通常、割付リレーに格納されます。
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次に示す機能は、シンプルカウンタではサポートされていません。
・シンプルカウンタでは、IOWR／IORD命令による DM設定の変更は行えません。行お
うとした場合は、エラーが発生します（5－2－2「IOWR／IORD 命令実行時のエラー」
参照）。シンプルカウンタでは、IOWR／IORD 命令は、上記の 3種類の機能でのみ使
用可能です。

1．シンプルカウンタの場合、CPU ユニットとのデータ交換は割付リレーエリア（CIO）

経由で行います。

2．カウンタをシンプルカウンタに設定した場合は、その設定が割付リレーに示されます。

3．カウンタの機能設定を行うために割り付けられる DM のエリアは、シンプルカウンタ

の場合、すべてワークエリアとして使用できます。

割付リレーからのシンプルカウンタの制御
シンプルカウンタは割付リレーから制御できます。割付リレーの詳細については、４－2

－3「割付リレー（CIO）エリアへの割付」を参照してください。

割付リレーで設定可能なシンプルカウンタのすべての機能について、以下に説明します。

32ビットのカウント範囲
シンプルカウンタは 32ビットのカウント範囲が使用できるので、下限値（-2,147,483,648）
～上限値（+2,147,483,647）の範囲で、加減算カウントが行えます。

0
下限値�
-2,147,483,648�
(=80000000Hex)

上限値�
+2,147,483,647�
(=7FFFFFFFHex)

加算カウント�

カウント値�

減算カウント�

アンダーフロー� オーバーフロー�

オーバーフロー／アンダーフローの扱い
カウンタ値が設定した上限値または下限値を超えると、それぞれオーバーフローまたはア
ンダーフローとなり、割付リレー内の各カウンタの当該フラグに反映されます。オーバー
フローまたはアンダーフローしたカウンタ値は、その時点で保持され、以後のパルスは無
視します。オーバーフローフラグ、およびアンダーフローフラグは、プリセットまたはリ
セットによりクリアできます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+24 n+29

0 = オーバーフローなし�
1 = オーバーフローあり�

カウンタオーバーフロー：�

カウンタアンダーフロー：�

0 = アンダーフローなし�
1 = アンダーフローあり�

シンプルカウンタ表示：�

0 = リング／リニアカウンタ�
1 = シンプルカウンタ�

カウンタ1  カウンタ2  

参　考
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シンプルカウンタの開始・停止
シンプルカウンタは、割付リレーのオープンゲート（開始ビット）またはクローズゲート（停
止ビット）を使用することにより、開始または停止することができます。シンプルカウンタ
の停止ビットが ONしている場合は、カウンタはパルスのカウントを行いません。開始ビッ
トまたは停止ビットの立ち上がりがトリガとなり、次回の I/Oリフレッシュ時に、カウント
を開始または停止します。

高速カウンタユニットの電源ON時あるいはリスタート時にはシンプルカウンタは停止して
いるので、カウントを開始するためには、まず、開始ビットを ONする必要があります。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+2 n+5

クローズゲートビットの状態に関係なく、オープンゲートビットの立ち上がりにより、
カウントを開始する状態になります。両方のビットが同時に立ち上がったときは、その
ときのゲートの状態が保持されます（変更されません）。�

オープンゲート：�

0→1(    ) = カウント開始�

クローズゲート：�

0→1(    ) = カウント停止�

カウンタ1  カウンタ2  

シンプルカウンタのプリセット
本ユニットには、各シンプルカウンタ用のプリセット値を保存するためのプリセットレジス
タがあります。プリセット値を変更するには、割付リレー内の対応するカウンタのプリセッ
ト値を変更します。カウンタ値は、当該カウンタのプリセットカウンタビットの立ち上がり
により、プリセット値で上書きされます。プリセットカウンタビットの立ち上がりがトリガ
となり、次回の I/Oリフレッシュ時にプリセット値が上書きされます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+2 n+5

カウンタのプリセット：

0→1 = カウンタをプリセット

カウンタ1  カウンタ2  

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+3 n+6

n+4 n+7

シンプルカウンタのプリセット値を80000000～7FFFFFFFの範囲で設定します。�

プリセット値�

カウンタ1  カウンタ2  

シンプルカウンタのリセット
各シンプルカウンタ用のリセットビットを使用することにより、カウンタをリセットできま
す。リセットビットの立ち上がりがトリガとなり、次回の I/Oリフレッシュ時にカウンタが
リセットされます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+2 n+5

リセットビット：�

0→1 = カウンタをリセット�

カウンタ1  カウンタ2  
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シンプルカウンタのキャプチャ
本ユニットには、カウンタごとにキャプチャレジスタがあります。割付リレー内の対応する
キャプチャビットの立ち上がりにより、現在のカウンタ値を取得し、キャプチャレジスタに
保存します（カウンタ値をキャプチャするたびに、キャプチャレジスタの値は新規の値で上
書きされ、古い値は破棄されます）。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+2 n+5

カウンタ値キャプチャビット：

0→1＝カウンタをキャプチャする

カウンタ1  カウンタ2  

キャプチャしたカウンタ値を、ラダープログラムで使用したい場合は、IORD命令を使用す
る必要があります。IORD命令を使って、キャプチャしたカウンタ値を本ユニットから CPU
ユニットのメモリ上の指定箇所に読み出します。IORD命令およびキャプチャしたカウンタ
値の読み出し方の詳細については、4－4「IORD命令」を参照してください。

シンプルカウンタの外部コントロール入力ステータス
2 点の外部コントロール入力の状態は、割付リレー内の各外部コントロール入力に対応する
ビットに反映されます。これらのビットは、ラダープログラム内でイベントフラグとして使
用できます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+16 11 10

ビット0、1は、外部コントロール入力I0、I1に対応しています。�

外部コントロール入力ステータス：�

0 = OFF�
1 = ON

共通：�

外部出力の強制 ON／OFF

ON／OFF出力選択ビットで、強制 ON／OFF出力を選択（1に設定）したあとに、割付リ
レーの該当ビットを使用することにより、2 点の外部出力を強制的に ON または OFF にす
ることができます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n O1 O0

ビット0、1は、外部出力O0、O1に対応しています。
＊自動ON／OFF出力は、帯域比較モードまたは目標値一致比較モードでのリ
ングカウンタおよびリニアカウンタでのみ使用可能です（詳細については、
3－5「出力の制御」を参照してください）。

共通：

強制ON／OFF出力指示：
0 = 外部出力OFF
1 = 外部出力ON

ON／OFF出力方式選択：
0 = 自動ON/OFF出力
1 = 強制ON/OFF出力

シンプルカウンタの外部出力ステータス
2点の外部出力の状態は、割付リレーに反映されます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+14 O1 O0

ビット0、1は、外部出力O0、O1に対応しています。

共通：

外部出力ステータス：
0 = 外部出力OFF
1 = 外部出力ON
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3－2－2 リングカウンタ

リングカウンタの場合、1－3－2「機能仕様」に記載されているすべての機能を使用する

ことができます。

リングカウンタの設定
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+30 m+75

カウンタの種類：
0 = リングカウンタ �

カウンタ1  カウンタ2  

リングカウンタは 32ビットのカウント範囲が使用でき、0～最大値または最大値～0の範囲
で加減算カウントが行えます。

1 ≦最大値≦4,294,967,295
00000001≦最大値≦FFFFFFFFHex

0
（＝00000000Hex）

ロールオーバ

加算カウント 減算カウント

カウント値

最大値の設定
最大値は 1～4,294,967,295（FFFFFFFFHex）の範囲で設定できます。最大値のデフォル
ト値は、上限値の FFFFFFFFHexに設定されています。
リングカウンタでは、カウンタ値が最大値を超えた場合、自動的にカウンタ値は 0に戻り、
そしてカウントを継続します。カウンタ値が 0を下回った場合、自動的にカウンタ値は最大
値に戻り、そしてカウントを継続します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+33 m+78

m+34 m+79

リングカウンタの最大値は00000001～FFFFFFFFHexの範囲で設定します。
最大値のデフォルト値（00000000Hex）は、FFFFFFFFHexと同じ意味です。

最大値�

カウンタ1  カウンタ2  

参　考
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3－2－3　リニアカウンタ

リニアカウンタの場合、1－3－2「機能仕様」に記載されているすべての機能を使用する

ことができます。

リニアカウンタの設定
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+30 m+75

カウンタの種類：
1 = リニアカウンタ

カウンタ1  カウンタ2  

リニアカウンタは 32 ビットのカウント範囲が使用でき、カウント最小値と最大値の間で加
減算カウントが行えます。デフォルトでは、カウント最小値／最大値が、下限値
（-2,147,483,648）／上限値（+2,147,483,647）として設定されています。

0-2,147,483,648  ≦最小値≦-1
80000000≦最小値≦FFFFFFFFHex

1 ≦最大値≦+2,147,483,647
00000001≦最大値≦7FFFFFFFHex

加算カウント�

カウンタ値�

減算カウント�

アンダーフロー� オーバーフロー�

カウンタ値が最大値を超えた場合はオーバーフローフラグ、最小値を超えた場合はアンダー
フローフラグが、割付リレーにセットされます。

オーバーフローまたはアンダーフローが発生したときに、対応するエラーコードを発行する
ように設定することができます。「オーバーフロー／アンダーフローエラーコードの設定」
（m+32、m+77、ビット 04～07）を行うと、オーバーフロー／アンダーフローエラーをユ
ニットの EEPROM内に保存できます（5－2－3「オーバーフロー／アンダーフローエラー」
参照）。
オーバーフロー／アンダーフローエラーコードのもう一つの特長は、オーバーフロー／アン
ダーフローエラー発生時に、出力の状態を定義可能なことです（詳細については、3－5－4
「出力制御の設定」参照）。

最大／最小値の設定
最大値は正の値、最小値は負の値に必ず設定する必要があります（0 に設定した場合、最大
値は 7FFFFFFFHex、最小値は 80000000Hexとなります）。最大／最小値は次のように設
定します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 最大値�

m+33 m+78

m+34 m+79

m+35 m+80

m+36 m+81

最小値

リニアカウンタの最大値は00000001～7FFFFFFFHexの範囲で設定します。最大値
のデフォルト値（00000000Hex）は、7FFFFFFFHexと同じ意味です。リニアカウン
タの最小値は80000000～FFFFFFFFHexの範囲で設定します。最小値のデフォルト値
（00000000Hex）は、80000000Hexと同じ意味です。　

カウンタ1  カウンタ2  

参　考
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エラーコード生成
リニアカウンタでエラーコードを生成する場合は、次に示す設定を行います。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+32 m+77

オーバーフロー／アンダーフロー
エラーコード生成：

0＝エラーコード生成なし
1＝エラーコード生成あり

カウンタ1  カウンタ2  

オーバーフロー／アンダーフローフラグ
オーバーフロー／アンダーフローは、割付リレーの次に示すビットに反映されます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+24 n+29

カウンタオーバーフロー：

0＝オーバーフローなし
1＝オーバーフローあり

カウンタアンダーフロー：

0＝アンダーフローなし
1＝アンダーフローあり

カウンタ1  カウンタ2  
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3－3　入力の種類

入力の種類の選択は、次に示す割付 DM内の入力の種類 CHで行います。カウンタごとに
入力の種類が設定できます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+31 m+76

入力の種類：

0＝位相差パルス入力（1逓倍）

1＝位相差パルス入力（2逓倍）

2＝位相差パルス入力（4逓倍）

4＝加減算パルス入力

8＝パルス＋方向入力

カウンタ1  カウンタ2  

3－3－1　位相差パルス入力
位相差パルス信号は、各カウンタの入力 A、B、および Zに接続します。カウント方向は、
A相と B相の位相角度により決定されます。A相が B相より進んでいる場合は加算カウン
トします。A相が B相に遅れる場合は減算カウントします。

入力A

入力Z

入力B

 A

B

Z
（リセット入力）

インクリメンタル
エンコーダ

カウンタ

1逓倍

2逓倍

4逓倍

A相

B相

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1 2 3

1 2 3 4 5 6 5 4 3 2 1 0

2 1 0

加算カウント (CW) 減算カウント (CCW)
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1逓倍
デフォルトでは、カウンタは 1逓倍に設定されています。加算カウントの場合、A相の立
ち上がりでパルスをカウントします。逆に、減算カウントの場合は、A相の立ち下がりで
パルスをカウントします。

2逓倍
エンコーダ入力の分解能を上げるときは、カウンタを 2逓倍に設定します。加算カウント
の場合、A相の立ち上がりと立ち下がりでパルスをカウントします。また、減算カウント
の場合も、A相の立ち上がりと立ち下がりでパルスをカウントします。

4逓倍
さらに、エンコーダ入力の分解能を上げるときは、カウンタを 4逓倍に設定します。加算
カウントの場合、A相および B相の立ち上がりと立ち下がりでパルスをカウントします。
また、減算カウントの場合も、A相および B相の立ち上がりと立ち下がりでパルスをカウ
ントします。

カウンタリセット条件（Z相の入力）については、3－6「カウンタリセット条件」を参照

してください。

3－3－2　加減算パルス入力
加減算パルス入力では、カウンタは入力 A のパルスの立ち上がりで加算し、入力 B のパ
ルスの立ち上がりで減算します。

入力A

入力B

入力Z

インクリメンタルエン
コーダまたは他のパル
ス発生器

インクリメンタルエン
コーダまたは他のパル
ス発生器

カウンタ

加算パルス

減算パルス

加算パルス

減算パルス

1 2 3

2 1 0

1 2

カウンタリセット条件（Z相の入力）については、3－6「カウンタリセット条件」を参照

してください。
参　考

参　考
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3－3－3　パルス＋方向入力
パルス＋方向入力では、カウントパルスは入力 A に接続します。カウント方向は入力 B

の方向信号のレベルで制御します。入力 B が ON の場合は、カウンタは入力 A の立ち上
がりで加算します。入力 Bが OFFの場合は、カウンタは入力 Aの立ち上がりで減算しま
す。

入力A

入力Z

入力B

インクリメンタル
エンコーダまたは
他のパルス発生器

カウンタ

カウントパルス

カウント方向制御

センサまたは
スイッチ

31 2 2 1 2 3

カウントパルス

カウント方向制御
ON＝加算
OFF＝減算

カウンタリセット条件（Z相の入力）については、3－6「カウンタリセット条件」を参照

してください。
参　考
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3－4　外部コントロール入力

複数の外部コントロール入力を 1つのカウンタへ割り付ける
高速カウンタユニットは 2点の外部コントロール入力をサポートしており、カウンタごと
に外部コントロール入力による制御が可能です。1 つのカウンタを複数の外部コントロー
ル入力によって制御する必要がある場合は、最大 2点の外部コントロール入力を 1つのカ
ウンタに割り付けることができます。
ただし、すべて（2点）の外部コントロール入力を 1つのカウンタに割り付けた場合、他
のカウンタに割り付ける外部コントロール入力はなくなります。

外部コントロール
入力0 カウンタ□

□＝1、2

割付

割付外部コントロール
入力1 カウンタ□

各外部コントロール入力を使用して CPU ユニットの外部割込タスクを起動させることが

可能です。詳細については、4－6－2「入力に応じた外部割込タスクの起動」を参照して

ください。

参　考
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外部コントロール入力の機能
さらに、各外部コントロール入力に、17種類の機能の中から機能を選択して割り付けるこ
とができます。選択した各機能は、各々独特な動作を実行します。また、動作の実行タイ
ミングは、外部コントロール入力の立ち上がり、または立ち下がりのどちらかに設定可能
です。ユーザアプリケーションのニーズにより、適切な機能を選択する必要があります。
デフォルトでは、機能はまったく割り付けられておらず、外部コントロール入力の立ち上
がり／立ち下がりには何の動作も実行されません（外部コントロール入力のステータスだ
けが割付リレーに反映されます）。

I0 I1 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+17 m+18

外部コントロール入力の機能：

00(BCD)=機能なし

01(BCD)=正のゲート

02(BCD)=負のゲート

 03(BCD)=立ち上がり時プリセット

04(BCD)=立ち下がり時プリセット

05(BCD)=立ち上がり時リセット

06(BCD)=立ち下がり時リセット

07(BCD)=立ち上がり時キャプチャ

08(BCD)=立ち下がり時キャプチャ

09(BCD)=ストップ・キャプチャ・継続

10(BCD)=ストップ・キャプチャ・継続（逆転）

11(BCD)=ストップ・キャプチャ・リセット・継続

12(BCD)=ストップ・キャプチャ・リセット・継続（逆転）

13(BCD)=立ち上がり時キャプチャ・リセット

14(BCD)=立ち下がり時キャプチャ・リセット

15(BCD)=リセット有効

16(BCD)=リセット無効

接続するカウンタ番号

01(BCD)=カウンタ1

02(BCD)=カウンタ2

各外部コントロール入力を使用して CPU ユニットの外部割込タスクを起動させることが

可能です。詳細については、4－6－2「入力に応じた外部割込タスクの起動」を参照して

ください。

参　考
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ゲート機能（機能 01、機能 02）
外部コントロール入力をゲートとして使用したい場合は、ゲート機能を外部コントロール
入力に割り付ける必要があります。ゲートのオープン中（開いている間）は、カウンタは
パルスをカウントできます。ゲートのクローズ中（閉じている間）は、カウンタはパルス
をカウントしません。
正のゲート（機能 01）を使用すると、外部コントロール入力の信号が ON のときゲート
がオープンします。
負のゲート（機能 02）を使用すると、外部コントロール入力の信号が OFFのときゲート
がオープンします。

機能01：正のゲート� 機能02：負のゲート�

ゲートクローズ ゲートオープン ゲートクローズ ゲートクローズ ゲートオープン ゲートクローズ�
�

カウンタのゲートのオープン／クローズは、次に示す割付リレー内の「オープンゲートビ
ット」／「クローズゲートビット」でも行えます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+2 n+5

オープンゲート：

0→1＝ゲートをオープン

クローズゲート：

0→1＝ゲートをクローズ

ゲートは、「クローズゲートビット」の状態に関わりなく「オープンゲートビット」の
立ち上がりで、オープンします。逆に、ゲートは、「オープンゲートビット」の状態に
関わりなく「クローズゲートビット」の立ち上がりで、クローズします。両方のビット
が同時に立ち上がった場合は、ゲートの状態は変化しません。

カウンタ1  カウンタ2

本ユニットの起動時およびリスタート時は、すべての種類のカウンタ（シンプル／リング

／リニアカウンタ）において、ゲートはクローズされており、カウントは行われません。

カウントを開始するためには、まず、ゲートをオープンする必要があります。

プリセット機能（機能 03、機能 04）
外部コントロール入力にプリセット機能を割り付けると、入力信号の立ち上がり時（機能
03：立ち上がり時プリセット）、または立ち下がり時（機能 04：立ち下がり時プリセッ
ト）にプリセットを実行します。この機能を実行すると、カウンタ値はプリセット値で上
書きされます。

機能03：立ち上がり時プリセット� 機能04：立ち下がり時プリセット�

プリセット値をカウンタ値に上書き� プリセット値をカウンタ値に上書き�

本ユニットには、各カウンタ用のプリセット値を保存するためのプリセットレジスタがあ
ります。プリセット値を変更するには、割付リレー内の対応するカウンタのプリセット値
（32ビット）を変更します。

参　考
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カウンタ値は、当該カウンタのプリセットカウンタビットの立ち上がり時に、プリセット
値で上書きされます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+2 n+5

プリセットカウンタ：

0→1＝カウンタをプリセット

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+3 n+6

n+4 n+7

プリセット値

リングカウンタ：00000000～FFFFFFFFHexの範囲で設定します。
リニアカウンタ：80000000～7FFFFFFFHexの範囲で設定します。

カウンタ1  カウンタ2  

カウンタ1  カウンタ2  

リセット機能（機能 05、機能 06）
外部コントロール入力にリセット機能を割り付けると、入力信号の立ち上がり時（機能
05：立ち上がり時リセット）、または立ち下がり時（機能 06：立ち下がり時リセット）
に、カウンタを 0にリセットします。

機能05：立ち上がり時リセット� 機能06：立ち下がり時リセット�

カウンタ値を0にリセット� カウンタ値を0にリセット�

機能 05、機能 06を使ってカウンタをリセットするには、次に示す「リセット有効ビット」
を 1にセットする必要があります。
割付リレー内の次に示す「リセットビット」を使うことによっても、カウンタをリセット
することが可能です。このビットを 1にセットすることにより、対応するカウンタにリセ
ットがかかります。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

n+2 n+5              

           リセットビット：
0→1＝カウンタをリセットする 

           リセット有効ビット：

0＝外部コントロール入力によるリセットを無効にする 
1＝外部コントロール入力によるリセットを有効にする 

カウンタ1  カウンタ2  

外部コントロール入力の信号入力からのリセット実行は、300μ s以内に行われます。参　考
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キャプチャ機能（機能 07、機能 08）
外部コントロール入力にキャプチャ機能を割り付けると、入力信号の立ち上がり時（機能
07：立ち上がり時キャプチャ）、または立ち下がり時（機能 08：立ち下がり時キャプチ
ャ）に、現在のカウンタ値を取得し、キャプチャレジスタに保存します。
本ユニットには、カウンタごとにキャプチャレジスタがあります。カウンタ値をキャプチ
ャするたびに、キャプチャレジスタの値は新規の値で上書きされ、古い値は破棄されます。

機能07：立ち上がり時キャプチャ� 機能08：立ち下がり時キャプチャ�

カウンタ値をキャプチャレジスタに保存� カウンタ値をキャプチャレジスタに保存�

次に示す割付リレー内の「カウンタ値キャプチャビット」を使うことによっても、カウン
タ値をキャプチャすることが可能です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+2 n+5

カウンタ値キャプチャビット：

0→1＝カウンタをキャプチャする

カウンタ1  カウンタ2  

キャプチャしたカウンタ値を、ラダープログラムで使用したい場合は、IORD命令を使用
する必要があります。IORD命令を使って、キャプチャしたカウンタ値を本ユニットから
CPUユニットのメモリ上の指定箇所に読み出します。IORD命令およびキャプチャしたカ
ウンタ値の読み出し方の詳細については、4－4「IORD命令」を参照してください。

ストップ・キャプチャ・継続機能（機能 09、機能 10）
外部コントロール入力にストップ・キャプチャ・継続機能を割り付けると、入力信号の立
ち上がり時にカウンタを停止（ゲートのクローズ）したあと、現在のカウンタ値をキャプ
チャレジスタに保存します（機能 09：ストップ・キャプチャ・継続）。そして、次の立ち
下がり時にカウンタはカウントを継続します（ゲートのオープン）。
機能 10：ストップ・キャプチャ・継続（逆転）は、下図に示すように、上記と同じ機能を
逆転した信号によって実行します。

機能09：ストップ・キャプチャ・継続� 機能10：ストップ・キャプチャ・継続（逆転）�

ゲートオープン�

ゲートオープン� ゲートクローズ�ゲートクローズ� ゲートオープン�

ゲートオープン�

カウントを停止し、現在の
カウンタ値をキャプチャレ
ジスタに保存�

カウント継続� カウントを停止し、現在
のカウンタ値をキャプチ
ャレジスタに保存�

カウント継続�
�

割付リレー内の「オープンゲートビット」／「クローズゲートビット」／「プリセットカ

ウンタビット」／「リセットビット」／「カウンタ値キャプチャビット」は、PLC上で 1

サイクルだけ ON しただけでは実行されない場合があります。必ず、n+24、n+29 のそれ

ぞれの実行確認用フラグで実行状態が変化するまで ONしてください。

参　考
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ストップ・キャプチャ・リセット・継続機能（機能 11、機能 12）
外部コントロール入力にストップ・キャプチャ・リセット・継続機能を割り付けると、入
力信号の立ち上がり時にカウンタを停止（ゲートのクローズ）したあと、現在のカウンタ
値をキャプチャレジスタに保存します（機能 11：ストップ・キャプチャ・リセット・継続）。
そして、次の立ち下がり時に、カウンタ値を 0にリセットしたあと、カウントを継続しま
す（ゲートのオープン）。
機能 12：ストップ・キャプチャ・リセット・継続（逆転）は、下図に示すように、上記と
同じ機能を逆転した信号によって実行します。
機能11：ストップ・キャプチャ・リセット・継続� 機能12：ストップ・キャプチャ・リセット・継続（逆転）�

ゲートオープン� ゲートオープン�

ゲートクローズ� ゲートクローズ� ゲートオープン�ゲートオープン�

カウントを停止し、現在
のカウンタ値をキャプチ
ャレジスタに保存�

カウンタ値を0にリセット
し、カウント継続�

カウントを停止し、現
在のカウンタ値をキャ
プチャレジスタに保存�

カウンタ値を0にリセッ
トし、カウント継続�

機能 11、機能 12を使ってカウンタをリセットするには、「リセット有効ビット」を 1に
セットする必要があります。カウンタリセットの詳細については、3－6「カウンタリセッ
ト条件」を参照してください。

キャプチャ・リセット機能（機能 13、機能 14）
外部コントロール入力にキャプチャ・リセット機能を割り付けると、入力信号の立ち上が
り時（機能 13：立ち上がり時キャプチャ・リセット）、または立ち下がり時（機能 14：
立ち下がり時キャプチャ・リセット）に、現在のカウンタ値をキャプチャレジスタに保存
し、そしてカウンタを 0にリセットします。

機能13：立ち上がり時キャプチャ・リセット� 機能14：立ち下がり時キャプチャ・リセット�

現在のカウンタ値をキャプチャレジスタ
に保存し、カウンタを0にリセット�

現在のカウンタ値をキャプチャレジスタ
に保存し、カウンタを0にリセット�

機能 13、機能 14を使ってカウンタをリセットするには、「リセット有効ビット」を 1に
セットする必要があります。カウンタリセットの詳細については、3－6「カウンタリセッ
ト条件」を参照してください。
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リセット有効機能（機能 15）／リセット無効機能（機能 16）
外部コントロール入力にリセット有効機能（機能 15）またはリセット無効機能（機能 16）
を割り付けると、外部リセット信号によるカウンタリセットを有効／無効にすることがで
きます。外部リセット信号として使用できる信号は、次のとおりです。
・リセット機能（機能 5、6、11、12、13、または 14）を割り付けた、別の外部コントロ
ール入力

・Z相入力信号

機能15：リセット有効� 機能16：リセット無効�

外部リセット�
無効�

外部リセット�
有効�

外部リセット�
無効�

外部リセット�
有効�

外部リセット�
無効�

外部リセット�
有効�

機能 5、6、11、12、13、または 14を使ってカウンタをリセットするには、外部リセット
有効状態で、かつ割付リレーの「リセット有効ビット」を 1にセットする必要があります。
カウンタリセットの詳細については、3－6「カウンタリセット条件」を参照してください。

外部コントロール入力のステータス
2 点の外部入力の状態は、次に示す割付リレー内の対応するビットに反映されます。これ
らのビットは、ラダープログラム内でイベントフラグとして使用できます。
一般設定： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+16 I1 I0

外部コントロール入力ステータス：

0＝外部コントロール入力OFF
1＝外部コントロール入力ON

ビット0、1は、外部コントロール入力I0、I1に対応しています。

上記の外部入力ステータス CH（2 ビットのみ使用）には、すべての外部コントロール入

力の状態が反映されます。ただし、パルス幅が非常に短い入力の場合（CPU ユニットの

サイクルタイムより短い場合、または IOWR 命令実行によりデータ転送フラグが ON し

ている間より短い場合）、外部入力ステータス CHには反映されないケースがあります。

動作ステータス
外部コントロール入力にプリセット、リセット、キャプチャを割り付けた場合、外部コン

トロール入力の状態は、いずれも、割付リレーエリア内の各フラグ（プリセットフラグ、

リセットフラグ、キャプチャフラグ）を介して検出されます。プリセット、リセット、キ

ャプチャが実行されると、対応するフラグは、CPU ユニットの 1 回のサイクルタイムの

間は ONとなります。

必要に応じて、ラダープログラム側でこれらのフラグを使用してください。

Z相入力ステータス
カウンタごとの Z相入力の状態が、割付リレーエリアの Z相信号フラグに反映されます。

Z相信号が検出されると、対応する Z 相信号フラグは、CPUユニットの 1回のサイクル

タイムの間は ONとなります。
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カウント方向の表示
各カウンタのカウント方向（加算／減算）が表示されます。また、この情報はラダープロ
グラム内で使用できます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+24 n+29

ゲートオープン／クローズ：

0＝ゲートはクローズ
1＝ゲートはオープン

カウント方向：

0＝減算カウント
1＝加算カウント

プリセットON：

1＝プリセットが実行された�

リセットON：

1＝リセットが実行された�

キャプチャON：

1＝キャプチャが実行された�

Z相信号ON：

1＝Z相信号が入力された�

プリセットON、リセットON、キャプチャON、またはZ相信号ONフラグは、前回のI/O
リフレッシュ以後に発生したパルスを検出したあと、少なくとも1回のCPUユニットの
サイクルタイムの間ONします。

カウンタ1  カウンタ2  
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3－5　出力の制御

出力制御モード
高速カウンタユニットの 32点の出力（外部出力 2点、内部出力 30点）は、次に示す 2種
類の出力制御モードで自動 ON／OFF出力することができます。本ユニット内部の「ユニ
ット出力パターン」に、32点の出力を格納します。
・帯域比較モード
帯域比較モードでは、1カウンタあたり最大 32組の上下限値が設定可能です。出力は、
上下限値の範囲内にあるカウンタ値によって制御されます。帯域比較モードの詳細につ
いては、3－5－1「帯域比較モード」を参照してください。

・目標値一致比較モード
目標値一致比較モードでは、1カウンタあたり最大 32個の目標値が設定可能です。カウ
ンタ値が目標値に加算時に一致するか、あるいは減算時に一致するかによって、出力を
制御します。目標値一致比較モードの詳細については、3－5－2「目標値一致比較モー
ド」を参照してください。
本ユニットを帯域比較モードに設定した場合は、2 つのカウンタすべてが帯域比較モード
で動作します。本ユニットを目標値一致比較モードに設定した場合は、2 つのカウンタす
べてが目標値一致比較モードで動作します。

注：パルスレート制御による自動 ON/OFF出力も可能です（3－7－2「パルスレート測定」参照）。
1 カウンタあたり 2 個のパルスレートレンジが設定可能です。測定されたパルスレート値が 2
個のパルスレートレンジ内に入ると出力が制御されます。

自動 ON／OFF出力の他に、外部出力を強制的に制御（ON／OFF）することも可能です
（3－5－3「強制 ON／OFF出力」を参照してください。）

共通： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m

出力制御モード：

0＝帯域比較モード
1＝目標値一致比較モード

ユニット出力パターン
帯域比較モード、目標値一致比較モードでは、32点の出力が、本ユニット内部のユニット
出力パターンによって表現されます。本ユニットはユニット出力パターンを内部的に使用
して出力を制御します。ユニット出力パターンは、30点の内部出力および 2点の外部出力
で構成されています。2点の外部出力は、本ユニットの外部出力 O0、O1を意味していま
す。

31 4 3 2 1 0

ユニット出力パターン：
（本ユニット内部での使用のみ）

31 30 29 16 15 14 6 5 4 O1 O0

外部出力O0～O1

内部出力2～31

ビット0、1は、外部出力O0、O1に対応しています。

3 2

注：パルスレート制御によって、ユニット出力パターンを制御することもできます（3－7－2「パ
ルスレート測定」参照）。
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出力（外部出力＋内部出力）のステータス
出力の状態は、次に示す割付リレー内の対応するビットに反映されます。これらのビット
は、ラダープログラム内でイベントフラグとして使用できます。例えば、内部出力は、ラ
ダープログラム内で外部の基本出力ユニットの出力を制御するために使用します。
共通： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+14 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O1 O0

n+15 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

出力（外部出力＋内部出力）のステータス：

0＝出力OFF
1＝出力ON

 ＝外部出力
 （外部出力O0、O1に対応しています）

 ＝内部出力
 （内部出力2～31に対応しています）

4 3 2

内部出力または外部出力を使用して CPU ユニットの外部割込タスクを起動させることが

可能です。詳細については、4－6－1「出力に応じた外部割込タスクの起動」を参照して

ください。

参　考
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3－5－1　帯域比較モード
本ユニットを、帯域比較モードで出力制御を行う設定にした場合、帯域比較モードはリング
カウンタおよびリニアカウンタに適用することができます。

リニアカウンタでの帯域比較モードの設定例

0

帯域比較データ0 帯域比較データ1

帯域比較データ3

帯域比較データ2

外部出力0

外部出力1

内部出力2

内部出力3

上限値
+2,147,483,647

 （=7FFFFFFF Hex）

下限値

カウンタ値

-2,147,483,648
（=80000000 Hex）

カウンタ
の現在値

帯域比較データ 下限値 上限値 外部出力ON
0
1
2
3

-20,000
-1,000
-5,000
6,000

-10,000
19,000
11,000
25,000

0
1, 3
2

0, 3

この例では、4 個の帯域比較（4 組の上下限値）を設定しています。上記設定データの内容
は、以下のとおりです。
・カウンタ値が帯域比較 0の範囲にある場合、出力 0が ONします。
・カウンタ値が帯域比較 1の範囲にある場合、出力 1、3が ONします。
・カウンタ値が帯域比較 2の範囲にある場合、出力 2が ONします。
・カウンタ値が帯域比較 3の範囲にある場合、出力 0、3が ONします。

上記の例で、カウンタ値が帯域比較 1および帯域比較 3の範囲にある場合は、出力 0、1、3
が ONします。
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リングカウンタでの帯域比較モードの設定例

0
（=00000000Hex）

上限値
+4,294,967,295

（=FFFFFFFF Hex）

ロールオーバ

カウンタ値

帯域比較データ2

帯域比較データ1

帯域比較データ0

帯域比較データ3

帯域比較データ 下限値 上限値 外部出力ON
0
1
2
3

60,000 80,500
45,000
6,000

150,000

500
37,000,000

99,000

0
1, 3
2

0, 3

この例では、帯域比較モードをリングカウンタで使用しています。
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3－5－1－1　帯域比較モードの設定概要
次の図は、帯域比較モードのカウンタの設定についての概要を示しています。

ユニット出力パターン

上限値

帯域比較データ0

帯域比較データ0

帯域比較データ31

E/D 出力パターン

帯域比較データ31

出力パターン

出力パターン

＝帯域比較条件の有効／無効

OR

カウンタ1

カウンタ2

OR

OR /
AND

下限値

上限値
下限値

上限値
下限値

上限値
下限値

E/D

E/D

E/D

E/D

出力パターン

出力パターン

出力パターン

帯域比較モードのカウンタの設定方法については、次ページ以降に示します。
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3－5－1－2　帯域比較モードの設定と使用方法

帯域比較条件の設定
帯域比較モードでは、各カウンタに最大 32 個の帯域比較条件を設定できます。各帯域比
較データは、3組の 2CHデータで構成されています。
・下限値：帯域比較の下限値を指定します。
・上限値：帯域比較の上限値を指定します。
・出力パターン：カウンタ値が上記の帯域比較にあるとき、どの出力を ONするのかを設
定します。

カウンタの種類（リニアまたはリング）により、設定可能な上限／下限値の範囲が異なり
ます。リングカウンタの設定可能範囲は 00000000～FFFFFFFFHex、リニアカウンタの
場合は 80000000～7FFFFFFFHexです。リニアカウンタの場合、上限値は必ず下限値よ
り大きい値に設定する必要があります。上限値＜下限値に設定した場合、エラーが発生し
ます（エラーの詳細については、5－2「エラーコード」参照）。リングカウンタの場合は、
上限値＜下限値も設定可能です。

帯域比較モードのカウンタを設定するためには、使用する帯域比較条件ごとに帯域比較デ
ータを設定する必要があります。各データ項目は、次に示すように 2CH（32 ビット）を
使用して設定します。帯域比較データを設定するメモリ位置については、4－2－1「I/Oメ
モリへの割付の概要」を参照してください。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O1 O0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

帯域比較データ

下限値

上限値

出力パターン

出力パターンの各ビットは、次に示す各出力に対応しています。

＝外部出力0、1
 （外部出力O0、O1に対応しています）

＝内部出力2～31

0

+1

+2

+3

+4

+5

3 2

帯域比較データの出力パターンにおいて、帯域比較条件が成立したとき、どの出力を ON

するのかを設定します。出力が ONするように設定するためには、対応するビットを 1に
設定します（複数のビットを指定することも可能）。1 カウンタの複数の帯域比較条件が
同時に成立した場合は、それらの帯域比較の出力パターンの論理 ORをとって、カウンタ
の出力パターンとします。

1. カウンタの帯域比較データは、IOWR命令を使用すると、ユニットの運転中でも変更す

ることができます。詳細については、4－3「IOWR命令」を参照してください。

2. 帯域比較モードでは、上下限設定値付近でのエンコーダの予期せぬ変動による出力の

ON／OFF を避けるために、ヒステリシスが設定できます。詳細については、3－7－3

「ヒステリシス」を参照してください。

参　考
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3. 帯域比較データ設定時のご注意

・帯域比較時の比較動作停止について

高速カウンタのカウンタ値が帯域比較データの上限値または下限値の範囲内になった時

点から、1.5ms間は比較動作を停止します。ただし、他の CHのカウンタの比較動作は停

止しません。

帯域比較データの設定は、この比較動作が停止する時間を考慮して行ってください。

例えば、下図のような帯域比較テーブルに対し、3.2KHzのパルスが入力された場合、1.5ms

で約 4.8カウント進むため、カウント値が 101、102、103、104のときは、比較動作を行

いません。この間は、帯域比較データの範囲内であっても出力パターンで設定した出力先

は ONしません。

1.5msの比較停止期間が終了後、比較動作は再開されます。

100 101 102 103 104 105 

1.5ms間比較動作を停止 

カウンタ値が下限値と
一致（範囲内に到達） 

帯域比較データ 0 
 

上限値 104 

下限値 100 

カウント値 

3.2kHzの
パルス 

帯域比較データ 1 
 

上限値 103 

下限値 101 

帯域比較データ 2 
 

上限値 105 

下限値 102 

この間は、帯域比較データの範囲内であっても出
力パターンで設定した出力先を ONしません。 

・IOWR/IORD命令実行による比較動作停止について

IOWR/IORD 命令実行中は、IOWR/IORD 命令の処理が完了するまで比較動作を停止しま

す。なお、このときデータ転送ビジーフラグが ONします。

IOWR/IORD 命令実行による比較動作停止は、すべての CH のカウンタ比較動作に影響し

ます。

帯域比較データの設定は、IOWR/IORD 命令実行による比較動作停止を考慮して行ってく

ださい。

なお、IOWR/IORD 命令の実行時間については、「付－5　IORF，IOWR/IORD 命令実行

時間」を参照してください。

帯域比較条件の成立／不成立の表示
帯域比較条件は、下限値≦カウンタ値≦上限値の場合に成立します。帯域比較条件の成立
／不成立は、カウンタごとに次に示す割付リレーに反映されます。
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15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+20 n+25 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 3 2 1 0

n+21 n+26 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

帯域比較条件の成立／不成立：

 ＝帯域比較データ0～31 1＝帯域比較条件は成立
0＝帯域比較条件は不成立

帯域比較条件－成立：　下限値≦カウンタ値≦上限値
帯域比較条件－不成立：カウンタ値＜下限値
　　　　　　　　　　　カウンタ値＞上限値

カウンタ1  カウンタ2 

帯域比較条件として、下限値＝上限値も設定可能です。

帯域比較条件の有効／無効設定
帯域比較条件ごとに、有効／無効が設定できます。帯域比較条件が無効に設定されている
場合（デフォルト設定）、その出力パターンはユニット出力パターンの計算時に無視され
ます。帯域比較条件を有効に設定した場合、その帯域比較条件が成立したとき、その出力
パターンは対応するカウンタの出力パターンに適用されます。カウンタの帯域比較条件の
有効／無効は、次に示すように割付 DMで設定します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+57 m+102 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 3 2 1 0

m+58 m+103 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

帯域比較条件の有効／無効：

 ＝帯域比較データ0～31 0＝帯域比較条件を無効にする
1＝帯域比較条件を有効にする

カウンタ1  カウンタ2  

IOWR命令を使用すると、帯域比較条件の有効／無効は、ユニットの運転中でも変更する

ことができます。詳細については、4－3「IOWR命令」を参照してください。

カウンタの出力パターンの論理 OR／ANDの設定
本ユニットが帯域比較モードの場合、2つのカウンタの出力パターンの論理 OR をとり、
そしてそれがユニット出力パターンとなります（デフォルト設定）。必要があれば、論理
ORを論理 ANDに変更することも可能です。論理 ANDに設定した場合、2つのカウンタ
の出力パターンの論理 ANDをとり、そしてそれがユニット出力パターンとなります。

アプリケーションを制御するために複数のカウンタを使用している場合は、ユニット出力
パターンを作るために、カウンタの出力パターンを論理 ORするか論理 ANDするかの選
択が行えます。この設定により、複数カウンタの帯域比較条件の成立に従って複数の出力
を ONまたは OFFすることができます。例えば、カウンタ 1の帯域比較条件とカウンタ 2
の帯域比較条件がともに成立したときに、ある 1つの出力を ONすることも可能です。カ
ウンタの出力パターンを論理 ANDするには、次に示すように割付 DMで設定します。
共通： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m

カウンタの出力パターンの論理OR／ANDの設定：

0＝カウンタの出力パターンを論理ORにする
1＝カウンタの出力パターンを論理ANDにする

帯域比較条件がまったく設定されていないカウンタの出力パターンは、ユニット出力パタ

ーンの AND 計算のとき無視されます。つまり、使用しないカウンタは、ユニット出力パ

ターンの AND計算に影響を与えません。

すべてのカウンタに対して帯域比較条件が設定されていない場合、ユニット出力パターン

は 2点ともすべて 0（OFF）となります。

参　考

参　考

参　考
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3－5－2　目標値一致比較モード
本ユニットを、目標値一致比較モードで出力制御を行う設定にした場合、目標値一致比較
モードはリングカウンタおよびリニアカウンタに適用することができます（リングカウン
タおよびリニアカウンタについては、3－2－2「リングカウンタ」、3－2－3「リニアカウ
ンタ」を参照）。

リニアカウンタでの目標値一致比較モードの設定例

カウンタ値

0

目標一致比
較データ1

目標一致比
較データ2

目標一致比
較データ3

目標一致比
較データ4

目標一致比
較データ5

目標一致比
較データ6

目標一致比
較データ7

外部出力0

外部出力1

内部出力2

内部出力3

上限値
+2,147,483,647

（=7FFFFFFFHex）

下限値
-2,147,483,648
（=80000000Hex）

目標一致
比較データ 目標値 加算／減算一致 外部出力0 外部出力1 内部出力2 内部出力3

1

2

3

4

5

6

7

-87,000

-56,000

-15,000

+18,000

+46,000

+70,000

+108,000

加算一致
減算一致
加算一致
減算一致
加算一致
減算一致
加算一致
減算一致
加算一致
減算一致
加算一致
減算一致
加算一致
減算一致

リセット
リセット

リセット

リセットリセット�

セット
セット

セット

セット

リセット

リセット

＝加算一致時にセット

＝減算一致時にセット

＝加算一致時にリセット

＝減算一致時にリセット

この例では、7 個の目標値一致比較条件を設定しています。カウンタ値が目標値に到達し
たとき、そのカウント方向によって出力をセットまたはリセットすることが可能です。目
標値に対してカウンタ値が加算時に一致（加算一致）、または減算時に一致（減算一致）
した場合、1点または複数の出力をセット（S）またはリセット（R）できます。
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例えば、上記の例の場合、出力 0はカウンタ値が目標一致比較データ 5と加算一致したと
きセットされ、目標一致比較データ 7と減算一致したときリセットされます。目標一致比
較データ 3と加算一致すると出力 2がセット、また出力 1がリセットされます。

リングカウンタでの目標値一致比較モードの設定例

0
（=00000000Hex）

上限値
+4294,967,295
（=FFFFFFFFHex）

ロールオーバ

カウント値

内部出力2

内部出力3

内部出力3
外部出力1

外部出力0

外部出力0

内部出力2

内部出力2

内部出力3

外部出力1

外部出力0

加算カウント：
加算一致

減算カウント：
減算一致

＝加算一致時にセット

＝減算一致時にセット

＝加算一致時にリセット

＝減算一致時にリセット

目標一致比較
データ1

目標一致比較
データ2

目標一致比較
データ3

目標一致比較データ4
目標一致比較データ5

目標一致比較
データ6

目標一致比較
データ7

目標一致
比較データ 目標値 加算／減算一致 外部出力0 外部出力1 内部出力2 内部出力3

1

2

3

4

5

6

7

750

1,800

59,000

85,000

90,000

108,000

125,000

加算一致
減算一致
加算一致
減算一致
加算一致
減算一致
加算一致
減算一致
加算一致
減算一致
加算一致
減算一致
加算一致
減算一致

セット
リセット

リセット
リセット

セット

セット

セット

リセット

セット

リセット

リセット

この例では、目標値一致比較モードをリングカウンタで使用しています。
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3－5－2－1　目標値一致比較モードの設定概要
次の図は、目標値一致比較モードのカウンタの設定についての概要を示しています。

E/D

E/D ＝目標一致比較データの有効／無効

加算セットパターン0
加算リセットパターン0

ユニット出力パターン

出力セットパターン

カウンタ1

カウンタ2

イベント

(＊2)

(＊1)

目標一致比較データ0

目標一致比較データ31

目標一致比較データ0

目標一致比較データ31 E/D

E/D

E/D

減算セットパターン0
減算リセットパターン0

加算セットパターン0
加算リセットパターン0
減算セットパターン0
減算リセットパターン0

加算セットパターン31
加算リセットパターン31
減算セットパターン31
減算リセットパターン31

加算セットパターン31
加算リセットパターン31
減算セットパターン31
減算リセットパターン31

出力リセットパターン

イ
ベ
ン
ト

（＊1）イベント＝目標値一致
（＊2）イベント＝セットまたはリセット動作

目標値一致比較モードのカウンタの設定方法については、次ページ以降に示します。



3－5　出力の制御

3-36

3

機
能
と
設
定

3－5－2－2　目標値一致比較モードの設定と使用方法

目標値一致比較モードの目標値一致比較データの設定
目標値一致比較モードでは、各カウンタに最大 32 個の目標値一致比較データを設定でき
ます。各目標値一致比較データは、5組の 2CHデータで構成されています。
・目標値：リニアカウンタの設定可能範囲は 80000000～7FFFFFFFHex、リングカウン
タの場合は 00000000～FFFFFFFFHexです。
・加算一致時に出力をセットするパターン（加算セットパターン　目標値 n）：カウンタ
値が加算一致した場合にどの出力をセットするのかを指定します。（0：変更なし、1：
出力をセット）
・加算一致時に出力をリセットするパターン（加算リセットパターン　目標値 n）：カウ
ンタ値が加算一致した場合にどの出力をリセットするのかを指定します。（0：変更な
し、1：出力をリセット）
・減算一致時に出力をセットするパターン（減算セットパターン　目標値 n）：カウンタ
値が減算一致した場合にどの出力をセットするのかを指定します。（0：変更なし、1：
出力をセット）
・減算一致時の出力をリセットするパターン（減算リセットパターン　目標値 n）：カウ
ンタ値が減算一致した場合にどの出力をリセットするのかを指定します。（0：変更な
し、1：出力をリセット）

目標値一致比較モードのカウンタを設定するためには、使用する目標値ごとに、目標値一
致比較データを設定する必要があります。各データ項目は、次に示すように 2CH（32 ビ
ット）を使用して設定します。目標値一致比較データを設定するメモリ位置については、
4－2－1「I/Oメモリへの割付の概要」を参照してください。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 目標値

15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
 加算セットパターン

15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0
目標一致比較条件

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
 加算リセットパターン

15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
 減算セットパターン

15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
 減算リセットパターン

加算・減算セットパターン／リセットパターンの各ビットは、
次に示す各出力に対応しています。

 ＝外部出力0、1
（外部出力O0、O1に対応しています）

 ＝内部出力2～31

カウンタ値が目標値に到達した場合の動作：

加算・減算セットパターン 加算・減算リセットパターン

0＝変化なし
1＝出力をセット

0＝変化なし
1＝出力をリセット

0

+1

+2

+3

+4

+5

+6

+7

+8

+9

3

3

3

3

2

2

2

2
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目標一致比較データ設定時のご注意

・目標一致比較時の比較動作停止について
高速カウンタのカウンタ値が目標一致比較データの目標値が一致した時点から、1.5ms間
は比較動作を停止します。ただし、他の CHのカウンタの比較動作は停止しません。

目標一致比較データの設定は、この比較動作が停止する時間を考慮して行ってください。

例えば、下図のような目標一致比較テーブルに対し、3.2KHzのパルスが入力された場合、
1.5msで約 4.8カウント進むため、カウント値が 101、102、103、104のときは、比較動
作を行いません。この間は、出力パターンで設定した出力先は ONしません。
1.5msの比較停止期間が終了された後に、比較動作が再開されます。
このとき、停止期間中にさかのぼって目標値一致比較データ 1、2が一度に実行されます。

100 101 102 103 104 105 

1.5ms間比較動作を停止 

カウンタ値が目
標値と一致 

目標値一致 

比較データ 0 

カウント値 

3.2kHzの
パルス 

この間は、カウンタ値=目標値であっても出力パター
ンで設定した出力先は ONしません。 

目標値一致 

比較データ 1 

目標値一致 

比較データ 2 

・IOWR/IORD命令実行による比較動作停止について
IOWR/IORD 命令実行中は、IOWR/IORD 命令の処理が完了するまで比較動作を停止しま
す。なお、このときデータ転送ビジーフラグが ONします。
IOWR/IORD 命令実行による比較動作停止は、すべての CH のカウンタ比較動作に影響し
ます。
帯域比較の場合と異なり、データ転送ビジーフラグが OFF した後に、停止期間中の比較
が一度に行われます。
ただし、IOWR命令にて比較データの書き換えを行う場合は、書き換え完了時点での新し
い比較データと現在のカウンタ値によって比較結果が更新されるため、停止期間中の比較
内容は反映されません。

なお、IOWR/IORD 命令の実行時間については、「付－5　IORF，IOWR/IORD 命令実行
時間」を参照してください。

1．1つのカウンタで、重複する目標値を設定しないでください。複数の目標値が同じ値に

設定されている場合は、エラーとなります。

2．目標値一致比較データは、IOWR 命令を使用すると、ユニットの運転中でも変更する

ことができます。詳細については、4－3「IOWR命令」を参照してください。

3．外部出力は、カウンタ値が目標値に到達した順にセット／リセットされます。

4． 1つの出力について、セットとリセットの両方が同時にトリガされるように設定されて

いる場合、リセットが優先されます。

参　考

参　考
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5． カウンタ値が加算時あるいは減算時に目標値に一致するたびに、出力をセット、リセ

ット、あるいは変化なしにすることができます。この方法により、カウンタごとに、ユ

ニット出力パターンを変更可能です。このため、ユニット出力パターンは、2つのカウ

ンタすべてによって目標値に一致した順番で更新されます。

6． 目標値付近で加算/減算のカウント方向を急に切り替えないようにしてください。目標

値付近でカウント方向を急に切り替えると、高速カウンタユニットは、目標値に対して

加算一致か減算一致かを、誤って検出することがあります。

目標値一致比較条件の成立／不成立の表示
目標値一致比較条件は、カウンタ値が目標値以上のときに成立します。目標値一致比較条
件の成立／不成立は、カウンタごとに次に示す割付リレーに反映されます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+20 n+25 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 3 2 1 0

n+21 n+26 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

目標一致比較条件の成立／不成立：

 ＝目標一致比較データ0～31 1＝目標一致比較条件は成立
0＝目標一致比較条件は不成立

目標値一致比較条件－成立：　カウンタ値≧目標値
目標値一致比較条件－不成立：カウンタ値＜目標値

カウンタ1  カウンタ2 

本フラグ（目標値一致条件の成立／不成立）は、現在のカウンタ値が目標値よりも大きい

かどうかを示すフラグです。したがって、例えば、カウンタ値プリセットを行うことによ

り目標値よりも大きい値にしたとき、実際には目標値一致が発生していなくても、このフ

ラグは ONとなります。また、カウンタが逆転（CCW）方向で目標値に一致しても、この

フラグは ONとはなりません。

目標値一致比較データの有効／無効設定
目標値一致比較データごとに、有効／無効が設定できます。目標値一致比較データが無効
に設定されている場合（デフォルト設定）、カウンタ値が目標値に一致してもなんの動作
も起こりません。目標値一致比較データを有効に設定した場合、目標値に一致したとき、
カウント方向にしたがって、セット／リセットパターンがユニット出力パターンに適用さ
れます。カウンタの目標値一致比較データの有効／無効は、次に示すように割付 DMで設
定します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+57 m+102 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 3 2 1 0

m+58 m+103 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

目標一致比較データの有効／無効：

 ＝目標一致比較データ0～31 0＝目標一致比較データを無効にする
1＝目標一致比較データを有効にする

カウンタ1  カウンタ2 

IOWR命令を使用すると、目標値一致比較データの有効／無効は、ユニットの運転中でも

変更することができます。詳細については、4－3「IOWR命令」を参照してください。

参　考

参　考
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プリセット／リセット機能によるユニット出力パターンの更新
ユニット出力パターンは、目標値一致以外に、プリセット機能またはリセット機能によっ
ても更新可能です。プリセット／リセット機能の使い方につては、3－4「外部コントロー
ル入力」と 3－6「カウンタリセット条件」を参照してください。
プリセットまたはリセットを実行するたびに、ユニット出力パターンは、ユーザ定義の出
力セットパターン／出力リセットパターンに従って、更新されます。出力パターンは、セ
ット、リセット、あるいは変化なしに設定することができます（目標値一致時のパターン
と同様です）。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+59 m+104 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

m+60 m+105 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
  出力セットパターン

m+61 m+106 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

m+62 m+107 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
  出力リセットパターン

＝外部出力0、1
（外部出力O0、O1に対応しています）

＝内部出力2～31

リセットまたはセット時の動作：
出力セットパターン 出力リセットパターン
0＝変化なし 0＝変化なし
1＝出力をセット 1＝出力をリセット

カウンタ1  カウンタ2  

3

3

2

2

1 つの出力に対して、セットとリセットの両方が同時にトリガされるように設定されてい

る場合、リセットが優先されます。

3－5－3　強制 ON／OFF出力

強制 ON／OFF出力、自動 ON／OFF出力
高速カウンタユニットの外部出力は、自動 ON／OFF出力あるいは強制 ON／OFF出力に
設定することが可能です。
外部出力を自動 ON／OFF出力に設定すると、ユニット出力パターンは自動的に更新され
ます。ユニット出力パターンは、ユーザが設定したモード（帯域比較モードまたは目標値
一致比較モード）に従って更新されます。デフォルト（0）では、ユニットは自動 ON／
OFF出力に設定されています。

強制的に外部出力（0、1）を ON／OFFするためには、ON／OFF出力方式選択ビットを
1にセットして、強制 ON／OFF出力を選択します。この設定を行ったあと、外部出力に
対応する割付リレーをセットまたはリセットすることにより、外部出力を強制的に ONま
たは OFFできます。強制 ON／OFF出力は、ユニットの装着時に、配線チェックなどに
使用できます。
共通： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n

強制ON／OFF出力指示：

0＝外部出力OFF
1＝外部出力ON

ON／OFF出力方式選択：

0＝自動ON/OFF出力
1＝強制ON/OFF出力

ビット0、1は、外部出力O0、O1に対応しています。

参　考
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3－5－4　出力制御の設定
各外部出力（0、1）ごとに、ユーザアプリケーションに合わせて、NPN出力または PNP

出力に設定可能です。次に示す割付 DM の対応ビットを設定することにより、NPN 出力
または PNP出力を選択します。デフォルトでは、NPN出力が選択されています。
共通： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+6 O1 O0

外部出力ドライバ（NPN／PNP）選択：

0＝NPN
1＝PNP

出力状態の制御
（「運転」／「モニタ」モードから「プログラム」モードに変更時、I/Oバス
エラーの発生時、またはオーバーフロー／アンダーフローエラーの発生時）：

0＝ユーザが設定したモード（帯域比較モードまたは目標値一致比較モード）
　 に従って、出力のON／OFFの自動更新を継続
1＝出力のON／OFFを保持
2＝あらかじめ定義した出力パターン（m+21、22）を外部出力に適用

ビット0、1は、外部出力O0、O1に対応しています。

出力状態の制御
CPU ユニットの動作モードが「運転」／「モニタ」モードから「プログラム」モードに
変更されたとき、I/O バスエラーが発生したとき、またはオーバーフロー／アンダーフロ
ーエラーが発生した場合の 32点の出力状態の制御方法を設定できます。
出力状態の制御（m＋6　ビット 12～15）のデフォルト設定（0 Hex）では、ユニットは、
ユーザが設定したモード（帯域比較モードまたは目標値一致比較モード）に従って、出力
の ON／OFFの自動更新を継続します。
出力状態の制御を 1 Hexに設定すると、出力の ON／OFFが保持されます。つまり、出力
の ON／OFF は、CPU ユニットの動作モードが変更される直前の状態、あるいは I/O バ
スエラーまたはオーバーフロー／アンダーフローエラーが発生する前の状態が保たれま
す。
出力状態の制御を 2 Hexに設定すると、CPUユニットの動作モードが変更されたとき、
I/O バスエラーまたはオーバーフロー／アンダーフローエラーが発生したとき、あらかじ
め定義した出力パターンを出力（外部出力＋内部出力）に適用できます。出力パターンは
次のように指定します。
共通： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+21 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

m+22 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
出力パターンの定義：

 ＝外部出力0、1
 （外部出力O0、O1に対応しています）

＝内部出力2～31

CPUユニットの動作モードが運転／モニタからプログラムに変更されたとき、
I/Oバスエラーまたはオーバーフロー／アンダーフローエラーが発生したとき：
0＝出力をOFF
1＝出力をON

3 2
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3－6　カウンタリセット条件

各カウンタごとに、次に示す要因を使って、カウンタ値をリセットすることができます。
・リセットビット
・外部コントロール入力（機能 5、6、11、12、13、または 14）
・Z相信号
外部コントロール入力または Z相信号を使ってリセットをかけるためには、割付リレーの
リセット有効ビットを 1に設定する必要があります。なお、外部コントロール入力にリセ
ット有効機能（機能 15）を割り付けることによって、リセットを有効に設定することも可
能です（機能 15については、3－4「外部コントロール入力」を参照）。

AND

●リセット有効要因

外部コントロール入力
（機能15）

リセット有効ビット

●リセット要因

外部コントロール入力

Z相信号

リセットビット

OR
リセット
をトリガ

OR

オプショナル

リセット要因

・リセットビット
リセットビットは、カウンタごとに、リセットをトリガするために使用することができま
す。リセットビットは、他のリセット要因すべてに優先します。リセットビットは、次の
I/Oリフレッシュサイクルでリセットをトリガします。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+2 n+5

リセットビット：

0→1＝カウンタをリセットする

カウンタ1  カウンタ2  

・外部コントロール入力
外部コントロール入力をリセット要因として使用するには、該当する外部コントロール入
力に機能 5、6、11、12、13または 14（リセット機能、ストップ・キャプチャ・リセット・
継続機能、キャプチャ・リセット機能）を割り付ける必要があります。詳細については 3

－4「外部コントロール入力」を参照してください。

・Z相信号
インクリメンタルエンコーダの Z相信号をリセット要因として使用するときは、まず、次
に示す割付 DMで Z相信号リセットを有効に設定する必要があります。Z相信号リセット
は、カウンタごとに有効に設定できます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+32 m+77

Z相信号によるリセット：

0＝Z相信号によるリセットを無効にする
1＝Z相信号によるリセットを有効にする

カウンタ1  カウンタ2 



3－6　カウンタリセット条件

3-42

3

機
能
と
設
定

リセット有効要因

・リセット有効ビット
外部コントロール入力または Z 相信号を使ってリセット（カウンタ値を 0 にプリセット）
するためには、次に示す割付リレーのリセット有効ビットを 1に設定する必要があります。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+2 n+5

リセット有効ビット：

0＝外部コントロール入力／Z相信号によるリセットを無効にする
1＝外部コントロール入力／Z相信号によるリセットを有効にする

カウンタ1  カウンタ2

・外部コントロール入力
外部コントロール入力をリセット有効要因として使用するには、機能 15（リセット機能）
または 16（リセット無効機能）を該当する外部コントロール入力に割り付ける必要があり
ます。詳細については 3－4「外部コントロール入力」を参照してください。
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3－7　その他の機能

3－7－1　プログラマブル出力 ON機能
ユーザアプリケーションに応じて、本ユニットの 2点の外部出力のタイミング特性を変更
することができます。帯域比較モードまたは目標値一致比較モードにおいてこの変更が可
能です。次に示す機能を外部出力に対して割り付けることができます。
・通常機能（デフォルト設定）
・出力 ONディレー［1ms～9999ms］：出力の ONを遅らせます。
・出力 ON保持［1ms～9999ms］：設定した時間の間、出力を ONの状態に保持します。
・出力 ONディレー＋出力 ON保持の組み合わせ

上記の各動作は、ユニット出力パターンの出力 0、1 の立ち上がりでトリガがかかり、そ
して対応する外部出力が ONします。

31 4 3 2 1 0

ユニット出力パターン： 31 30 29 16 15 14 6 5 4 O3 O2 O1 O0

立ち上がり時出力（O0、O1）

通常機能

出力ONディレー

出力ON保持

出力ONディレー＋
出力ON保持の組み合わせ

対応する外部出力（O0、O1）

ONディレー

ONディレー ONディレー ONディレー

ONディレー ONディレー

ON保持

ON保持 ON保持

ON保持 ON保持

ONディレーを
リセット

時間

ONディレーを
リセット

3 2

通常機能
通常機能を割り付けた外部出力は、ユニット出力パターンのビットが ONした直後に、ON

します。

出力 ONディレー
出力 ONディレーを割り付けた外部出力は、出力 ONディレー時間が過ぎたとき、ONし
ます。
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出力 ON保持
出力 ON保持を割り付けた外部出力は、直ちに ONし、そして、設定時間分だけ ON状態
を保持します。設定時間が過ぎたとき、外部出力は OFFします。

出力の状態は、割付リレー（n+14、n+15）に反映されます。外部出力にプログラマブル

出力 ON機能が割り付けられている場合は、出力 ONディレー／出力 ON保持を含む外部

出力の状態が、割付リレーの該当ビット（n+14、ビット 00、01）に反映されます。

プログラマブル出力 ON機能の設定
O0: O1: 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+9 m+11

出力ONディレー：

0000（BCD）＝通常機能
0001～9999（BCD）＝出力ONディレー（ms単位）

O0: O1: 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+10 m+12

出力ON保持：

0000（BCD）＝通常機能
0001～9999（BCD）＝出力ON保持（ms単位）

1. 出力 ONディレーまたは出力 ON保持を割り付けた外部出力は、ユニット出力パターン

の該当する外部出力 0、1が OFFした直後に、OFFします。実行中の出力 ONディレ

ーまたは出力 ON保持は直ちにリセットされ、そして、外部出力は OFFするか、OFF

の状態を保ちます。

2. プログラマブル出力 ON 機能を割り付けている外部出力が強制 ON された場合（3－5

－3「強制 ON／OFF出力」参照）、プログラマブル出力 ON機能は外部出力に適用さ

れず、直ちに外部出力が ONします。

3. 出力 ON保持を使って外部出力を OFFにしたときのご注意

出力 ON保持を使って外部出力を OFFにしたとき、見た目上の出力は、OFFになりま

すが、帯域比較条件が不成立となるかまたは目標値一致条件によりリセットされるまで、

ユニット内部では、出力は ONとして扱われます。したがって、この間に同じ出力ビッ

トを ONさせようとしても、すでにセットされていると判断されて、ONにならず、OFF

のままとなります。とくに、目標値一致のときは、確実に出力をリセットする条件を組

み込むようにしてください。

3－7－2　パルスレート測定
ユニットが帯域比較モードまたは目標値一致比較モードに設定されている場合、カウンタ
ごとに、入力パルスのパルスレート（タイムウィンドウ［1～9999ms］ごとのパルス数）
を測定できます。測定したパルスレートは、ラダープログラム内で、周波数または回転ス
ピードを計算するために、またはモニタリングするために使用できます。
さらに、カウンタごとに、上下限値で構成される 2個のパルスレートレンジを設定できま
す。32点の出力を制御するために、パルスレートレンジごとに、出力セットパターンまた
は出力リセットパターンが定義可能です。外部出力を制御するように定義した出力セット
パターンまたは出力リセットパターンが実行するセット／リセットは、外部出力に対応す
るユニット出力パターンを無視して有効となります。この機能により、異常に高い／低い
周波数（または回転数）を検知することができ、さらに出力の制御が行えます。

参　考

参　考



3－7　その他の機能

3-45

3

機
能
と
設
定

パルスレート値の計算
カウンタでパルスレート測定機能を使用するには、タイムウィンドウの設定が必要です。
タイムウィンドウは割付 DMエリア(m+39）にて 1ms～9999msの範囲で 1ms単位（BCD）
で設定できます。タイムウィンドウ内で受信されるパルス数は、自動的に計算されます（タ
イムウィンドウの終了時点でのカウンタ値から、タイムウィンドウの開始時点でのカウン
タ値を引きます）。

T0 T1 T2

入力パルス

時間

タイムウィンドウ タイムウィンドウ

カウンタ値（T0） カウンタ値（T1） カウンタ値（T2）

パルスレート値1＝カウンタ値（T1）－カウンタ値（T0）
パルスレート値2＝カウンタ値（T2）－カウンタ値（T1）

：
パルスレート値n＝カウンタ値（Tn）－カウンタ値（T(n-1)）

タイムウィンドウ＝［1～9999ms］

パルスレート測定は、すべての種類の入力信号を対象に実行可能です（入力信号について
は、3－3「入力の種類」を参照）。パルスレート値の計算においては、タイムウィンドウ
内のカウント方向の変化が反映されます。上図と合わせて次に示す例をお読みになり、ご
理解ください。
例：タイムウィンドウの開始時点でのカウンタ値（T0）は、+5 とします。また、タイム
ウィンドウ内に、加算カウントが 5 回、減算カウントが 15 回あったものとします。
この場合、タイムウィンドウの終了時点（T1）でのカウンタ値は-5となります。よっ
て、パルスレート値は、-10となります（-5-5=-10）。

1. 2逓倍位相差パルス入力の場合、パルスは A相の立ち上がりと立ち下がりの両方でカウ
ントされます。4逓倍位相差パルス入力の場合は、A相および B相の立ち上がりと立ち
下がりの両方でカウントされます。2逓倍および 4逓倍の位相差パルス入力のパルスレ
ート値を計算したい場合は、測定したパルスレート値を 2または 4で割る必要がありま
す。

2. カウンタのプリセット後またはリセット後のパルスレート値は、プリセットまたはリセ
ットされる直前に計算されたパルスレート値になります。

3. カウンタの種類がリングカウンタの場合（3－2－2「リングカウンタ」参照）、ロール
オーバー時(上限値→0、または 0→上限値への変化があった場合)も正しく計算されます。

4. 測定間隔には通常 125 μ s、最大 1ms のばらつきがあります。ばらつきが問題になる
場合は、パルスレート値をラダープログラムで平均化処理することをお勧めします。

パルスレート履歴ログファイル
連続するタイムウィンドウで計算されるパルスレート値は、ユニット内蔵のパルスレート
履歴ログファイルに保存されます。パルスレート履歴ログファイルには、最大 64 個の最
新のパルスレート値が保存できます。

（各レート値は2CH分占有します。）

パルスレート履歴ログファイル

最古のパルスレート値→

最新のパルスレート値→

パルスレート値1
パルスレート値2

パルスレート値R R≦64

パルスレート値3

参　考
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パルスレート値は、IORD命令を発行することにより、ラダープログラムに読み出すこと
ができます。1回の命令実行で、1つまたは複数のパルスレート値（最大 64個）が読み出
せます。1 個のパルスレート値を読み出す指定を行った場合、最も新しいパルスレート値
が返されます。パルスレート履歴ログファイルが一杯になった場合は、新しいパルスレー
ト値が最も古いパルスレート値に上書きされます。詳細については、4－5－3－2「パルス
レート履歴ログファイルデータ」を参照してください。

周波数の測定
ラダープログラムにパルスレート値を読み出すと、パルスレート値を使ってパルスの周波
数を計算することができます。入力パルスの周波数は次の式によって求められます。

周波数［Hz］＝
タイムウィンドウ［s］

パルスレート値

例えば、タイムウィンドウが 2 秒（2000ms）に設定されている場合に、タイムウィンド
ウ内で 20,000 回の加算カウントがあった（パルスレート値＝20,000）場合、周波数は
10,000Hzとなります。

回転速度の測定
ラダープログラムにパルスレート値を読み出すと、パルスレート値を使って回転速度
［rpm］を計算することも可能です。回転速度は、1 分あたりのモータの回転数で速度を
表します。

回転速度［rpm］＝
エンコーダの分解能［P/R］

パルスレート値 60

タイムウィンドウ［s］

回転速度［rpm］を計算するためには、モータまたはエンコーダの 1回転あたりのパルス
数［P/R］を知る必要があります。例えば、タイムウィンドウが 1秒（1000ms）に設定さ
れている場合に、タイムウィンドウ内で 50,000 回の加算カウントがあり（パルスレート
値＝50,000）、エンコーダの分解能［P/R］が 2000の場合、回転速度は 1,500rpmとなり
ます。

パルスレート測定の設定
タイムウィンドウを 1ms～9999ms（BCD）の範囲で設定することにより、パルスレート
測定が使用できる設定となります。デフォルト（0）では、パルスレート測定をしない設
定となっています。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+39 m+84

タイムウィンドウ：

0000（BCD）＝パルスレート測定なし
0001～9999（BCD）＝タイムウィンドウ（ms単位）

カウンタ1  カウンタ2
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パルスレートレンジ制御
パルスレート値を測定する機能のほかに、カウンタごとに 2個のパルスレートレンジ（パ
ルスレートレンジ 0、1）を設定することができます。パルスレートレンジを使用すると、
測定されたパルスレート値がパルスレートレンジに入ったとき、設定した動作（ユニット
出力パターンの制御）が実行されます。
パルスレートレンジは、周波数または回転速度で表現することができます。例えば、周波
数が高すぎる／低すぎる、または回転速度が速すぎる／遅すぎる場合に設定動作を実行す
ることが可能となります。

パルスレート値

時間

パルスレートレンジ0の上限値

パルスレートレンジ1の上限値

タイムウィンドウ

アラームエリア

アラームエリア

パルスレートレンジ0の下限値

パルスレートレンジ1の下限値

パルスレートレンジのデータは、4組の 2CHデータで構成されています。
・下限パルスレートレンジ値：パルスレートレンジの下限値を設定します。
・上限パルスレートレンジ値：パルスレートレンジの上限値を設定します。
・出力セットパターン：測定パルスレート値が上下限パルスレートレンジの範囲に入った
ときに、どの出力をセットするのかを設定します。

・出力リセットパターン：測定レート値が上下限パルスレートレンジの範囲に入ったとき
に、どの出力をリセットするのかを設定します。

上限パルスレートレンジ値は、必ず下限パルスレートレンジ値より大きい値に設定する必
要があります。上限パルスレートレンジ値＜下限パルスレートレンジ値に設定した場合、
エラーが発生します（エラーの詳細については、5－2「エラーコード」参照）。
パルスレートレンジごとに、有効または無効に設定できます。パルスレートレンジを無効
に設定すると（デフォルト）、パルスレートレンジ条件が成立した場合でも何の動作も実
行されません。
パルスレートレンジを有効に設定すると、パルスレートレンジ条件が成立したきに、割付
DMエリアに設定された出力セットパターンまたは出力リセットパターンが、ユニット出
力パターンに適用されます。
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パルスレートレンジ条件の成立／不成立の表示
パルスレートレンジ条件は、下限パルスレートレンジ値≦カウンタ値≦上限パルスレート
レンジ値の場合に成立します。パルスレートレンジ条件の成立／不成立は、カウンタごと
に次に示す割付リレーに反映されます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+24 n+29

パルスレートレンジ0の条件の成立／不成立：

0＝パルスレートレンジ0の条件は不成立
1＝パルスレートレンジ0の条件は成立

パルスレートレンジ1の条件の成立／不成立：

0＝パルスレートレンジ1の条件は不成立
1＝パルスレートレンジ1の条件は成立

カウンタ1  カウンタ2

複数のパルスレートレンジの範囲をオーバーラップ（重複）させてはいけません。パルス

レートレンジのオーバーラップがある場合、エラーが発生します（エラーの詳細について

は、5－2「エラーコード」参照）。

上下限パルスレートレンジ値の設定
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 パルスレートレンジ0：

m+40 m+85

m+41 m+86
下限パルスレートレンジ値

m+42 m+87

m+43 m+88
上限パルスレートレンジ値

パルスレートレンジ1：

下限パルスレートレンジ値

上限パルスレートレンジ値

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+48 m+93

m+49 m+94

m+50 m+95

m+51 m+96

上下限レートレンジ値は、符号付き16進数で、80000000～7FFFFFFF
（-2,147,483,648～+2,147,483,647）の範囲で設定します。必ず、
上限レートレンジ値＞下限レートレンジ値となるように設定してください。

カウンタ1  カウンタ2

カウンタ1  カウンタ2

参　考



3－7　その他の機能

3-49

3

機
能
と
設
定

出力セットパターン／出力リセットパターンの設定

16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 パルスレートレンジ0：

m+44 m+89 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

m+45 m+90 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

パルスレートレンジ0の
出力セットパターン

m+46 m+91 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

m+47 m+92 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
パルスレートレンジ0の
出力リセットパターン

パルスレートレンジ1：

パルスレートレンジ1の
出力セットパターン

パルスレートレンジ1の
出力リセットパターン

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+52 m+97 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 44 O3 O2 O1 O0

m+53 m+98 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20

16

m+54 m+99 15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

m+55 m+100 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

出力セット／リセットパターンの各ビットは、次に示す各出力に対応しています。

＝外部出力0、1
 （外部出力O0、O1に対応しています）

＝内部出力2～31

19 18 17

1619 18 17

1619 18 17

19 18 17

パルスレート値がパルスレートレンジの範囲内にある場合の動作：
（下限パルスレートレンジ値≦カウンタ値≦上限パルスレートレンジ値の場合）
出力セットパターン 出力リセットパターン
0＝変化なし 0＝変化なし
1＝出力をセット 1＝出力をリセット

出力を制御するように定義した出力セットパターンまたは出力リセットパターン
が実行するセット／リセットは、外部出力に対応するユニット出力パターンを無
視して、有効となります。

カウンタ1  カウンタ2

カウンタ1  カウンタ2

3 2

3 2

3 2

3 2

パルスレートレンジ条件の有効／無効設定
上記に示したようにパルスレートレンジ条件を設定した場合、パルスレートレンジ条件ご
とに、有効／無効が設定できます。
パルスレートレンジ条件が無効に設定されている場合（デフォルト設定）、パルスレート
レンジ条件が成立した場合でも何の動作も実行されません。
パルスレートレンジ条件を有効に設定すると、パルスレートレンジ条件が成立したきに、
出力セットパターンまたは出力リセットパターンがユニット出力パターンに適用されま
す。
カウンタのパルスレートレンジ条件の有効／無効は、次に示すように割付 DMで設定しま
す。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+56 m+101

パルスレートレンジ0有効ビット：
0＝パルスレートレンジ0を無効にする
1＝パルスレートレンジ0を有効にする

パルスレートレンジ1有効ビット：

0＝パルスレートレンジ1を無効にする
1＝パルスレートレンジ1を有効にする

カウンタ1  カウンタ2
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3－7－3　ヒステリシス
エンコーダはある特定の位置で停止することがあり、そしてその位置の周りで変動するこ
とがあります。この状態は、カウンタ値がある特定の値の周囲で変動することを意味しま
す。そのため、例えば、ある帯域比較条件が、このカウンタ値が変動する範囲内に設定さ
れている場合、その変動に合わせて、対応する帯域比較条件が成立したり不成立になった
りします。このような少量の変動によって出力の ON／OFFが切り替えられるのを防ぐた
めに、高速カウンタユニットではヒステリシス機能を各カウンタごとに設定できます。ヒ
ステリシスは、カウンタが、カウンタ入力信号中の変動を何カウントから正常の変化とし
て扱い、そして出力を ON／OFFするのかを設定します。1～255（0001～00FF Hex）カ
ウントの範囲でヒステリシスを各カウンタごとに割り付けできます。

減算カウント
加算カウント

ヒステリシス ヒステリシス

帯域比較条件が成立

帯域比較条件が不成立

下限値 上限値

ヒステリシスの設定
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+63 m+108

ヒステリシス：

0000（Hex）＝ヒステリシスなし

ヒステリシスを1～255（0001～00FF Hex）の範囲で設定します。

カウンタ1  カウンタ2

1. ヒステリシス機能は、本ユニットを帯域比較モードで使用する場合のみ、使用できま

す。目標値一致比較モードで本ユニットを使用する場合は、目標値を組み合わせるこ

とによってヒステリシスを設定できます。

2. ヒステリシスエリア内に原点（現在値が 0）が入る設定はしないでください。

3. プリセット機能を使用する場合には、ヒステリシスを OFF にしてください。ヒステリ

シスエリア内でプリセットを行うと、正しく出力コントロールされないことがありま

す。

参　考
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3－7－4　ノイズフィルタ

カウンタ入力のノイズフィルタ
各カウンタの A 入力信号線および B 入力信号線上のノイズを減衰させるために、ノイズ
フィルタ機能が使用できます。ノイズフィルタは、カウンタ 1と 2で同一の設定となりま
す。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0共通：

 m+7

カウンタ入力1／2のノイズフィルタ：
00＝50KHz

01＝500KHz
02＝10KHz

外部コントロール入力のノイズフィルタ
外部コントロール入力線上のノイズを減衰させるために、ノイズフィルタ機能が使用でき
ます。ノイズフィルタは、外部コントロール入力 0と外部コントロール入力 1で同一の設
定となります。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0共通：

 m+8

外部コントロール入力0／1のノイズフィルタ：
00＝50KHz
01＝10KHz
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3－7－5　カウンタ初期値
各カウンタは、割付 DM 内にカウンタ初期値（各 2CH）を持っています。電源 ON また
は本ユニットのリスタート時に、DM 設定が CPU ユニットから本ユニットへ転送され、
カウンタ初期値も同時に転送されます。カウンタ初期値はカウンタ値を上書きし、新しい
カウンタ値となります。

カウンタ初期値は、CPUユニットの電源断発生時に非常に有効です。
CPU ユニットの電源が落ちた場合、カウンタ値は 0 にリセットされます。カウンタ値の
リセットにより位置データが失われてしまいます。

この問題を解決するため、CPU ユニットの電断割込タスク内で、電断検知時に割付リレ
ー内のカウンタ値を、割付 DM内のカウンタ初期値に転送するようにプログラムします。
DMエリアのデータは、CPUユニットの電源が OFFしたときも保持されます。そのため、
電源復帰時には、CPU ユニットから本ユニットへ DM 設定が転送され、カウンタ初期値
がカウンタ値に上書きされます。これにより、アプリケーションは電源断発生時の位置か
ら運転を継続することができます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+37 m+82

m+38 m+83

カウンタ初期値：
リングカウンタ：00000000～FFFFFFFF（Hex）で設定
リニアカウンタ：80000000～7FFFFFFF（Hex）で設定

デフォルトのカウンタ初期値は0です。

カウンタ1  カウンタ2

1. カウンタ値をカウンタ初期値に保存するために使用する電断割込タスクは、意図的な電

源 OFFの検知にも使用できます。

2. カウンタ初期値は、電源断とは無関係に、0の代わりにカウンタ初期値をカウンタ値に

ロードするためにも使用できます。

3. 割込タスクによって格納される現在値は、エンコーダの電源断や割込処理の実行タイミ

ングなどを考慮して使用する必要があります。

参　考
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4－1　概要

4－1－1　基本設定
高速カウンタユニットのステータス情報は、CPUユニットとの間で I/Oリフレッシュ毎に、
高機能 I/Oユニットエリア（CIO）経由で交換されます。ユニットの設定データは、電源
ON時、ユニットのリスタート後、または IOWR命令の「ユニットの設定・再設定」の発
行後に、CPU ユニットから本ユニットへ転送されます（ユニットの設定・再設定につい
ては、4－5－3－4「ユニットの設定（再設定）」参照）。

共通�

高機能I/Oユニットエリア：

D 20000 + (N x 100)

D20000+( N x 100) + 399

カウンタ1

出力CH

入力CH

400CH

CIO 2000 + (N x 10)

CIO 2000 + (N x 10) + 39

40CH
                 

高機能I/OユニットDMエリア：

ユニット設定
データ

DM/EMエリア：

I/Oリフレッシュ

I/Oリフレッシュ

電源ON、ま
たはユニット
のリスタート

カウンタ"c"
(c=1,2)の
帯域比較／
目標一致比較データ

＊帯域比較範囲×6CH

＊目標一致比較条件
　×10CH

帯域比較範囲
1～31

帯域比較モード

目標一致比較モード

目標一致比較
条件1～31

CPUユニット 高速カウンタユニット

N＝号機No.
＊：帯域比較範囲／目標一致比較条件データは最大32個まで設定可能�
    また、動作中に設定変更することも可能�

カウンタ2

共通�

共通�

カウンタ1

カウンタ1

カウンタ2

カウンタ2

共通データ

および

カウンタごとの
I/Oデータ

n:

n+39:

m:

m+399:

k

k+191

k

k+319
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高機能 I/Oユニットエリアと高機能 I/Oユニット DMエリア
高機能 I/Oユニットエリアと高機能 I/Oユニット DMエリアは、ユニットの号機 No.（＝
N）の設定に従って割り付けられます。高機能 I/Oユニットエリアには割付リレーが 40CH

分、高機能 I/Oユニット DMエリアには割付 DMが 400CH分、割り付けられています。
高機能 I/Oユニットエリアと高機能 I/Oユニット DMエリアのメモリーロケーション、お
よび号機 No.の設定の詳細については、2－1－4「号機 No.設定スイッチ」を参照してくだ
さい。

ユニットのステータスデータ
高機能 I/Oユニットエリア（CIOエリア）には、高速カウンタユニットのステータス情報
が格納されていて、前ページの図に示すように、出力用のデータエリアと入力用のデータ
エリアに別れています。また、両方のエリアはともに、3 つに別れていて（共通、カウン
タ 1、カウンタ 2の設定）、I/Oリフレッシュ毎に更新されます。

ユニットの設定データ
ユニットの設定データは、高速カウンタユニットに割り付けられている高機能 I/Oユニッ
ト DMエリアに格納されています。ユニットがどのモードに設定されているかによって、
帯域比較データまたは目標値一致比較データを設定する必要があります（詳細については
3－5－1「帯域比較モード」、3－5－2「目標値一致比較モード」を参照）。
帯域比較データおよび目標値一致比較データの格納位置は、カウンタごとに間接アドレス
で指定します（詳細については、4－2－2「間接アドレス指定」を参照）。

高機能 I/Oユニット DMエリアには、高速カウンタユニットの設定データが格納されてい
ます。ユニットの設定データは、前ページの図に示すように 3つに別れています（共通、
カウンタ 1、カウンタ 2の設定）。共通設定にはユニット全体に関わる設定が、そしてカ
ウンタ 1、カウンタ 2の設定にはカウンタごとの設定が格納されます。

ユニットの設定データは、電源 ON時またはユニットのリスタート後に、高速カウンタユ
ニットへ転送されます（4－1－2「高機能 I/Oユニットリスタートビット」を参照）。

・ユニットの設定データは、IOWR命令を発行することによって、ユニットの運転中でも

転送可能です（4－5－3－4「ユニットの設定（再設定）」参照）。

・データ転送ビジーフラグ（n+19、ビット 02）が ONしている間、I/Oリフレッシュは行

われません（例えば、カウンタ値はこの間更新されません）。

4－1－2　高機能 I/Oユニットリスタートビット
ユニットリスタートビットを OFF から ON に設定することにより、本ユニットを再起動
できます。ユニットのリスタートは、ユニットの設定データを CPU ユニットから高速カ
ウンタユニットへ転送するために使用できます（例：エラーの修正後などに使用）。

ビット 機能
A50200 号機 No.0　リスタートビット
A50201 号機 No.1　リスタートビット

〜 〜
A50215 号機 No.15　リスタートビット
A50300 号機 No.16　リスタートビット

〜 〜
A50712 号機 No.92　リスタートビット

OFFから ONになったときに、ユニ
ットをリスタートします。

ユニットは電源の OFF→ONによってもリスタートできます。

参　考
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4－2　I/Oメモリへの割付

4－2－1　I/Oメモリへの割付の概要
下図に示すとおり、40CH 分の高機能 I/O ユニットエリア（割付リレー）および 400CH

分の高機能 I/O ユニット DM エリア（割付 DM）が、CPU ユニットのメモリに割り付け
られます。

DMエリア内の各カウンタの設定ブロックの最後の位置に格納されている間接アドレスは、
帯域比較データおよび目標値一致比較データの格納位置を指定するものです。

共通� n+1
n

カウンタ1
n+4

n+2

n+7

n+5

n+8

n+13

CIOメモリへの割り付け（出力CH）
（4-2-3項参照）

n+19

n+14

n+24

n+20

n+29

n+25

n+30

n+39

割付DMの割り付け
（4-2-4項参照）

共通�

m+29

m

カウンタ1

m+74

m+30

m+119

m+75

m+120
空きDM

（ワークDM）
m+399

間接アドレス k1

間接アドレス k2

帯域比較／目標一致
比較データ1

帯域比較／目標一致
比較データ2

k1

k2

n = CIO 2000 + (N x 10)
N＝号機No.

m = D 20,000 + (N x 100)
N＝号機No.
k1,k2＝DM／EMの利用可能な任意のアドレス
（間接アドレス指定については、4-2-2項参照）

CIOメモリへの割り付け（入力CH）
（4-2-3項参照）

帯域比較のメモリ割り付け（4-2-5参照）
目標一致比較条件のメモリ割り付け（4-2-6参照）

カウンタ2

未使用�

共通�

カウンタ1

カウンタ2

未使用�

カウンタ2
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カウンタに割り付ける帯域比較／目標値一致比較データブロックは、連続させて配置する

必要はなく、DM または EMのどのエリアに割り付けてもかまいません。それらのブロッ

クがオーバーラップ（重複）する場合、ユニットはそのオーバーラップをワーニングとし

て割付リレー（CIO）に反映しますが、エラーとはなりません。つまり、1 つの帯域比較

／目標値一致比較データブロックだけを定義して、同一の間接アドレスを 2箇所に設定す

ること（k1＝k2）で、そのデータを 2つのカウンタで共用することが可能です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+19

帯域比較／目標値一致比較データブロックオーバーラップ：
0＝オーバーラップなし

1＝1つまたは複数のオーバーラップあり

共通：�

4－2－2　間接アドレス指定
高速カウンタユニットは、帯域比較モードまたは目標値一致比較モードで使用できます
（詳細については 3－5－1「帯域比較モード」、3－5－2「目標値一致比較モード」を参
照）。帯域比較データ／目標値一致比較データは、DMまたは EMに保存します。間接ア
ドレス（カウンタごとに、割付 DMで設定）は、帯域比較データ／目標値一致比較データ
が保存されている DMまたは EMのアドレスを指定するために使用します。

高機能 I/Oユニット DMエリア内の空きチャネルにも、帯域比較データ／目標値一致比較

データを保存することができます。CJ1W-CT021には 287CH分の空き（113CH～399CH）

があります。結果として、この空き DMチャネルには、47組の帯域比較データまたは 28

組の目標値一致比較データを保存することができます。

帯域比較モードのユニットの場合
帯域比較モードでは、間接アドレスは、使用するカウンタごとに帯域比較データを定義す
るために使用できます。帯域比較データの数（M）によって、その帯域比較データブロッ
クのサイズが決まります（サイズ＝M×6CH）。複数の帯域比較データを使用する場合は、
占有メモリを節約するために、帯域比較データ 0から始まる連続したかたちで保存するこ
とをお勧めします（例：帯域比較データ 0、1、2、3とした場合、M-1となります）。

帯域比較データ数（M）
（0≦M≦32）

 

帯域比較データ0

帯域比較データ1

帯域比較データ2

帯域比較データ3

k(c)

＊：このMは0以外。デフォルトのM＝0は、帯域比較データを使用
　　しないことを意味します。

帯域比較データブロックのサイズ：
帯域比較データ数（M）×6CH

EM/DM：

高機能I/OユニットDMエリア：

帯域比較データM＊-1

I/Oメモリエリア種別
EM（＝0）／DM（＝1）

間接アドレス k（c）
（00000～32760）

カウンタ"c"
c＝1、2

参　考

参　考
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もし、帯域比較データを連続して割り付けたくない場合で、例えば 2個の帯域比較データ

（帯域比較データ 0と 15）のみを使用する場合、帯域比較データの数（M）を 16に設定

する必要があります。この場合、設定エラーの発生を防ぐためには、帯域比較データ 1～

14 を使用するつもりがなくても、帯域比較データ 1～14 を有効にしておく必要があるこ

とに注意してください。

目標値一致比較モードのユニットの場合
目標値一致比較モードでは、間接アドレスは、使用するカウンタごとに目標値一致比較デ
ータを定義するために使用できます。目標値一致比較データの数（M）によって、そのデ
ータブロックのサイズが決まります（サイズ＝M×10CH）。複数の目標値一致比較デー
タを使用する場合は、占有メモリを節約するために、目標値一致比較データ 0から始まる
連続したかたちで保存することをお勧めします（例：目標値一致比較データ 0、1、2、3

とした場合、M-1となります）。

k(c)

目標値一致比較データブロックのサイズ：
目標値一致比較データ数（M）×10CH

EM/DM：

目標値一致比較
データ0

目標値一致比較
データ1

目標値一致比較
データ2

目標値一致比較
データ3

目標値一致比較データ
M*-1

*：このMは0以外。デフォルトのM＝0は、目標値一致比較データを使用
　   しないことを意味します。

高機能I/OユニットDMエリア：

目標値一致比較データ
数（M）（0≦M≦32）

I/Oメモリエリア種別
EM（＝0）／DM（＝1）

間接アドレス k（c）
（00000～32760）

カウンタ"c"
c＝1、2

もし、目標値一致比較データを連続して割り付けたくない場合で、例えば 2個の目標値一

致比較データ（目標値一致比較データ 0と 15）のみを使用する場合、目標値一致比較デー

タの数（M）を 16 に設定する必要があります。この場合、設定エラーの発生を防ぐため

には、目標値一致比較データ 1～14を使用するつもりがなくても、目標値一致比較データ

1～14を有効にしておく必要があることに注意してください。

間接アドレスの設定方法
帯域比較／目標値一致比較モードの間接アドレスは、カウンタごとに高機能 I/Oユニット
DM エリアで指定します。比較データブロックを保存するメモリエリア種別（DM/EM）
および開始 CH アドレス（00000～32760）を指定する必要があります。カウンタごとに
設定する帯域比較データまたは目標値一致比較データの数により、カウンタごとに必要な
比較データブロックのサイズ（CH数）が決まります。1つの帯域比較データあたり 6CH、
1つの目標値一致比較データあたり 10CHが割り付けられます。

帯域比較データ／目標値一致比較データは、ユニットの電源 ON時またはユニットのリス
タート後に、ユニットの設定データとして CPUユニットからユニットへ転送されます。

参　考

参　考
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15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+64 m+109

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+65 m+110

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+66 m+111

m+67 m+112

帯域比較データ／目標値一致比較データの数：

00（BCD）～32（BCD）の範囲で設定します。

I/Oメモリエリア種別：

0＝EM
1＝DM

下位CH：

上位CH：

間接アドレス：
00000（BCD）～32760（BCD）の範囲で設定します。

カウンタ1  カウンタ2

カウンタ1  カウンタ2

カウンタ1  カウンタ2

上図に示すように、間接アドレスの最下位 CHには、4個の最下位桁が含まれます。また、
最上位CHには間接アドレスの最上位桁が含まれます（以下に示す例を参照してください）。

帯域比較モードの例
ユニットが帯域比較モードで、カウンタ 1に 12個の帯域比較データ（0～11）を設定し、
それらのデータを D01850以降に割り付ける場合は、次のように設定します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+64 1 2 帯域比較データ数：12

m+65 1

m+66 1 8 5 0

m+67 0

D01850

D01856

D01862

D01868

D01916

D01850
D01851

D01852
D01853

D01854
D01855

I/Oメモリエリア種別：DM

間接アドレス：1850

12×6CH＝72CH

DM：

帯域比較データ0

帯域比較データ1

帯域比較データ2

帯域比較データ3

帯域比較データ11

帯域比較データ0：

下限値

上限値

出力パターン

カウンタ1
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帯域比較データに関連する全アドレスの概要については、4－2－5「帯域比較データのメ
モリ割付」を参照してください。

目標値一致比較モードの例
ユニットが目標値一致比較モードで、カウンタ 1 に 5 個の目標値一致比較データ（0～4）
を設定し、それらのデータを EM00520以降に割り付ける場合は、次のように設定します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+64 0 5

m+65 0

m+66 0 5 2 0

m+67 0

目標値一致比較データ数：5

I/Oメモリエリア種別：EM

間接アドレス：520

5×10CH＝50CH

EM：

目標一致比較データ0

目標一致比較データ1

目標一致比較データ2

目標一致比較データ3

目標一致比較データ4

目標一致比較データ0：

目標値

加算セットパターン

加算リセットパターン

減算セットパターン

減算リセットパターン

カウンタ1

E00520

E00530

E00540

E00550

E00560

E00520
E00521

E00522
E00523

E00524
E00525

E00526
E00527

E00528
E00529

目標値一致比較データに関連する全アドレスの概要については、4－2－6「目標値一致比
較データのメモリ割付」を参照してください。

4－2－3　割付リレー（CIO）エリアへの割付
高速カウンタユニットには、40CHの割付リレーが割り付けられます。この 40CHは出力
用 14CH（n～n+13）および入力用 26CH（n+14～n+39）に別れています。

割付リレーが倍長（2CH）データの場合は、例えば、「n+3, n+4」というように表現され

ます。
参　考
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出力用割付リレー
出力用割付リレーの 14CH（n～n+13）は、3 つのグループ（共通、カウンタ 1、カウンタ 2 の設定）に別
れています。

CH

(出力用)

ビット 項目 機能

共通
00, 01 強制 ON／OFF出力 外部出力（O0、O1）の強制 ON (=1) / OFF (=0)

ビット 00、01が外部出力 O0、O1に対応します。
02～14 － 使用していません

n

15 ON／OFF出力方式選択 自動 ON／OFF出力 (=0)

強制 ON／OFF出力 (=1)

00 次のエラーの読み出し 複数のエラーが同時に発生した場合、このビットの立ち上がりに
より、本ユニット内の異常履歴テーブルから次のエラーが読み出
され、エラーコードは、n+17（エラーコード 1）と n+18（エラー
コード 2）へ格納されます。

n+1

01～15 － 使用していません
カウンタ 1

00 オープンゲート（開始）＊1、＊3 ゲートをオープン（カウントを開始）します(0→1)

01 クローズゲート（停止）＊1、＊3 ゲートをクローズ（カウントを停止）します(0→1)

02 プリセット＊3 プリセット値をロードします(0→1)

03 リセット＊3 カウンタリセット（カウンタ値を 0にリセットします）(0→1)

04 キャプチャ＊3 カウンタ値をキャプチャします(0→1)

05 リセット有効＊2 Z相入力、外部コントロール入力のリセットを有効にします (=1)

n+2

06～15 － 使用していません
n+3, n+4 00～15 プリセット値 プリセット値

カウンタ 2

00 オープンゲート（開始）＊1、＊3 ゲートをオープン（カウントを開始）します(0→1)

01 クローズゲート（停止）＊1、＊3 ゲートをクローズ（カウントを停止）します(0→1)

02 プリセット＊3 プリセット値をロードします(0→1)

03 リセット＊3 カウンタリセット（カウンタ値を 0にリセットします）(0→1)

04 キャプチャ＊3 カウンタ値をキャプチャします(0→1)

05 リセット有効＊2 Z相入力、外部コントロール入力のリセットを有効にします (=1)

n+5

06～15 － 使用していません
n+6, n+7 00～15 プリセット値 プリセット値
n+8～
n+13

00～15 － 使用していません

＊1：電源 ON またはユニットのリスタート後は、ゲートはクローズしています。パルスのカウントを開始するために
は、まず、使用するカウンタに対応する「オープンゲート」ビットを 1 にセットすることにより、ゲートをオー
プンする必要があります。

＊2：この機能は、シンプルカウンタでは使用できません。

＊3：これらのフラグは、 PLC上で 1サイクルだけ ONしただけでは実行されない場合があります。必ず、n+24、n+29
のそれぞれの実行確認用フラグで実行状態が変化するまで ONしてください。
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入力用割付リレー
入力用割付リレーの 26CH（n+14～n+39）は、3つのグループ（共通、カウンタ 1、カウンタ 2の設定）に
別れています。

割付 CH

(入力用)

ビット 項目 機能

共通

n+14, n+15 00～15 出力（外部出力＋内部出力）
のステータス

外部出力および内部出力の現在の状態が表示されます。
n+14CH ビット 00～01：外部出力 O0～O1に対応
n+14CH ビット 02～15：内部出力 2～15に対応
n+15CH ビット 00～15：内部出力 16～31に対応

00～01 外部コントロール入力のス
テータス

外部コントロール入力の状態が表示されますn+16

02～15 － 使用していません

n+17, n+18 00～15 エラーコード エラーの種類が次のように示されます
・ n+17 = エラーコード 1

・ n+18 = エラーコード 2

詳細については、5－2 「エラーコード」を参照
00 ユニットエラーフラグ 1つまたは複数のエラーが発生していることを示しています。それらのエ

ラーコードは本ユニット内の異常履歴テーブルに格納されます。
01 外部割込タスク起動待ち状

態＊1

待ち状態 (=1)：外部割込タスク用バッファに待ち状態の外部割込タスクの
起動要求があります

02 データ転送ビジー データ転送ビジー (=1)：本ユニットは IOWR／IORD命令の処理中、ある
いはユニットの初期化処理中でビジー ＊4

03 データ転送完了 データ転送が完了するたびに ON／OFFが切り替わります。

04 帯域比較／目標値一致比較
データブロックオーバーラ
ップ＊2

CPUユニットの I/Oメモリで、帯域比較／目標値一致比較データブロック
が重複していることを示します。

n+19

05～15 － 使用していません

カウンタ 1

n+20, n+21 00～15 帯域比較／目標値一致比較
条件の成立／不成立＊1

帯域比較条件の成立 (=1)、不成立 (=0)

目標値一致比較条件の成立 (=1)、不成立 (=0)

n+22, n+23 00～15 カウンタ値 カウンタ値が表示されます

00 カウンタオーバーフロー カウンタオーバーフロー (=1)：リニアカウンタの最大値に達しています

01 カウンタアンダーフロー カウンタアンダーフロー (=1)：リニアカウンタの最小値に達しています

02 カウンタ運転中／ゲートオ
ープン中

カウンタ運転中／ゲートオープン中 (=1)

カウンタ停止中／ゲートクローズ中 (=0)

03 カウント方向 減算カウント (=0)／加算カウント (=1)

04 プリセットフラグ＊2 プリセットが実行された (=1)

05 リセットフラグ＊2 リセットが実行された (=1)

06 キャプチャフラグ＊2　＊3 キャプチャが実行された (=1)

07 Z相信号フラグ＊2 Z相信号が入力された (=1)

08～09 － 使用していません

10 パルスレートレンジ 0

条件の成立／不成立＊1

パルスレートレンジ 0条件の成立 (=1)

11 パルスレートレンジ 1

条件の成立／不成立＊1

パルスレートレンジ 1条件の成立 (=1)

12～14 － 使用していません

n+24

15 シンプルカウンタ シンプルカウンタ (=1)、リング／リニアカウンタ (=0)

＊1：この機能は、シンプルカウンタにはありません。

＊2：リセット、プリセット、キャプチャ、および Z 相信号フラグは、前回の I/O リフレッシュ以後に発生したパルス
を検出したあと、少なくとも 1回の CPUユニットのサイクルタイムの間は ONとなります。

＊3：キャプチャフラグは、電源 ONおよびリスタート後に 1度自動的に ONします。

＊4：初期化処理中、データ転送ビジーフラグが約 120msの間、ONします。
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割付 CH

(入力用)

ビット 項目 機能

カウンタ 2

n+25, n+26 00～15 帯域比較／目標値一致比較
条件の成立／不成立＊1

帯域比較条件の成立 (=1)、不成立 (=0)

目標値一致比較条件の成立 (=1)、不成立 (=0)

n+27, n+28 00～15 カウンタ値 カウンタ値が表示されます

00 カウンタオーバーフロー カウンタオーバーフロー (=1)：リニアカウンタの最大値に達しています

01 カウンタアンダーフロー カウンタアンダーフロー (=1)：リニアカウンタの最小値に達しています

02 カウンタ運転中／ゲートオ
ープン中

カウンタ運転中／ゲートオープン中 (=1)

カウンタ停止中／ゲートクローズ中 (=0)

03 カウント方向 減算カウント (=0)／加算カウント (=1)

04 プリセットフラグ＊2 プリセットが実行された (=1)

05 リセットフラグ＊2 リセットが実行された (=1)

06 キャプチャフラグ＊2　＊3 キャプチャが実行された (=1)

07 Z相信号実行＊2 Z相信号が入力された (=1)

08～09 － 使用していません

10 パルスレートレンジ 0

条件の成立／不成立＊1

パルスレートレンジ 0条件の成立 (=1)

11 パルスレートレンジ 1

条件の成立／不成立＊1

パルスレートレンジ 1条件の成立 (=1)

12～14 － 使用していません

n+29

15 シンプルカウンタ シンプルカウンタ (=1)、リング／リニアカウンタ (=0)

n+30～n+39 00～15 － 使用していません

＊1：この機能は、シンプルカウンタにはありません。

＊2：リセット、プリセット、キャプチャ、および Z 相信号フラグは、前回の I/O リフレッシュ以後に発生したパルス
を検出したあと、少なくとも 1回の CPUユニットのサイクルタイムの間は ONとなります。

＊3：キャプチャフラグは、電源 ONおよびリスタート後に 1度自動的に ONします。
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4－2－4　割付 DMエリアの割付
高速カウンタユニットには、400CHの割付 DMが割り付けられます。この 400CHは、共
通設定用 30CH（m～m+29）、および各カウンタ設定用 45CH×2（カウンタ 1＝m+30～
m+74、カウンタ 2＝m+75～m+119）に別れています。

割付 DM チャネルが倍長（2CH）データの場合は、例えば、「m+3, m+4」というように

表現されます。

割付 CH ビット 項目 機能

共通

00～07 出力制御モード 出力制御モード：
00(BCD) = 帯域比較モード
01(BCD) = 目標値一致比較モード

m

08～15 カウンタ出力パターンの
AND／OR選択

帯域比較モードの場合、カウンタの出力パターンを論理 AND（01）とす
るか論理 OR（00）にするかを設定します(BCD)

m+1 00～15 外部割込タスク番号オフセッ
ト（出力による）＊1

出力 0～31に割り付ける外部割込タスク（0～255）のオフセットを、0～
192(BCD)の間で設定します

m+2, m+3 00～15 外部割込タスク有効データ
（出力による）＊1

出力 0～31に外部割込タスクを割り付けます：有効 (=1)、無効 (=0)

m+2CH ビット 00～15が出力 0～15に対応
m+3CH ビット 00～15が出力 16～31に対応

m+4 00～15 外部割込タスク番号オフセッ
ト（外部コントロール入力に
よる）＊1

外部コントロール入力 0、1に割り付ける外部割込タスク（0～255）のオ
フセットを、0～252(BCD)の間で設定します。
外部割込タスクの起動のタイミング（立ち上がり／立ち下がり）は、外部
コントロール入力の機能により固定されます。外部コントロール入力の機
能については、3－4「外部コントロール入力」を参照）

m+5 00～15 外部割込タスク有効データ
（外部コントロール入力によ
る）＊1

外部コントロール入力 0、1に外部割込タスクを割り付けます：
有効 (=1)、無効 (=0)

ビット 00、01が外部コントロール入力 0、1に対応
00, 01 外部出力ドライバ（NPN／

PNP）選択
外部出力ドライバを NPN (=0)、PNP (=1) に設定します(BCD)

02～11 － 使用していません

m+6

12～15 出力状態の制御 CPUユニットの動作モードが運転／モニタからプログラムに変更された
とき、I/Oバスエラーが発生したとき、またはオーバーフロー／アンダー
フローエラーが発生したときの、32点の出力状態の制御方法を設定しま
す
0(BCD) = ユーザが設定したモード（帯域比較モードまたは目標値一致比

較モード）に従って、出力の ON／OFFの自動更新を継続
1(BCD) = 出力の ON／OFFを保持
2(BCD) = あらかじめ定義した出力パターン（m+21、22）を外部出力に

適用

＊1：出力または外部コントロール入力による外部割込タスクの起動については、4－6「外部割込タスク」を参照して
ください。

参　考
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割付 CH ビット 項目 機能

00～07 カウンタ入力のノイズフィ
ルタ

カウンタ 1および 2のノイズフィルタを選択します：
　00(BCD) = 50 KHz

　01(BCD) = 500 KHz

　02(BCD) = 10 KHz

m+7

08～15 － 使用していません

00～07 外部コントロール入力のノ
イズフィルタ

外部コントロール入力 0および 1のノイズフィルタを選択します
　00(BCD) = 50 KHz

　01(BCD) = 10 KHz

m+8

08～15 － 使用していません

m+9 00～15 外部出力 0

出力 ONディレー
外部出力 0の出力 ONディレー時間を［1ms～9999ms］(BCD)で設定し
ます

m+10 00～15 外部出力 0

出力 ON保持
外部出力 0の出力 ON保持時間を［1ms～9999ms］(BCD) で設定しま
す：　0に設定すると、本機能は無効となります

m+11 00～15 外部出力 1

出力 ONディレー
外部出力 1の出力 ONディレー時間を［1ms～9999ms］(BCD) で設定
します

m+12 00～15 外部出力 1

出力 ON保持
外部出力 1の出力 ON保持時間を［1ms～9999ms］(BCD) で設定しま
す：　0に設定すると、本機能は無効となります

m+13～m+16 00～15 予約 使用できません。すべて 0000としてください

00～07 外部コントロール入力 0

の機能選択
外部コントロール入力 0の機能を設定します(BCD)

　00 = 機能なし
　01 = 正のゲート
　02 = 負のゲート
　03 = 立ち上がり時プリセット
　04 = 立ち下がり時プリセット
　05 = 立ち上がり時リセット
　06 = 立ち下がり時リセット
　07 = 立ち上がり時キャプチャ
　08 = 立ち下がり時キャプチャ
　09 = ストップ・キャプチャ・継続
　10 = ストップ・キャプチャ・継続（逆転）
　11 = ストップ・キャプチャ・リセット・継続
　12 = ストップ・キャプチャ・リセット・継続（逆転）
　13 = 立ち上がり時キャプチャ・リセット
　14 = 立ち下がり時キャプチャ・リセット
　15 = リセット有効
　16 = リセット無効
　（詳細については、3－4「外部コントロール入力」を参照）

m+17

08～15 カウンタ番号（外部コント
ロール入力 0）

外部コントロール入力 0を接続するカウンタの番号（1、2）を設定しま
す。

00～07 外部コントロール入力 1

の機能選択
外部コントロール入力 1の機能を設定します（上記、「外部コントロー
ル入力 0の機能選択」を参照）

m+18

08～15 カウンタ番号（外部コント
ロール入力 1）

外部コントロール入力 1を接続するカウンタの番号（1、2）を設定しま
す。

m+19, m+20 00～15 予約 使用できません。すべて 0000としてください

m+21, m+22 00～15 出力パターンの定義 ここに設定した出力パターン（外部出力＋内部出力）は、出力状態の制
御（m+6ビット 12～15）を 2 Hexに設定している場合に、出力に適用
されます。

m+23～m+29 00～15 － 使用していません
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割付 CH ビット 項目 機能

カウンタ 1

m+30 00～15 カウンタの種類 カウンタの種類の設定を行います
　0000(BCD) =リングカウンタ
　0001(BCD) =リニアカウンタ

00～03 入力の種類 入力の種類の設定を行います
　0(BCD) =位相差パルス入力（1逓倍）
　1(BCD) =位相差パルス入力（2逓倍）
　2(BCD) =位相差パルス入力（4逓倍）
　4(BCD) =加減算パルス入力
　8(BCD) =パルス＋方向入力

m+31

04～15 － 使用していません

00～03 Z相によるリセット Z相入力信号の機能を設定します
　0(BCD) =機能なし（デフォルト、割付リレーに割り付けられるのみ）
　1(BCD) =リセット（Z相入力信号の立ち上がり時）

04～07 オーバーフロー／アンダー
フローエラーの設定

オーバーフロー／アンダーフローエラーコードを生成するかしないかの
設定
　0(BCD) =エラーコードを生成しない（オーバーフロー／アンダーフロー

ビットのセットと、出力は前回の状態を保持します）
　1(BCD) =エラーコードを生成（エラーコードをレポートし、すべての出

力を OFFします）

m+32

08～15 － 使用していません

m+33, m+34 00～15 リング／リニアカウンタの
最大値

リング／リニアカウンタの最大値を設定します

m+35, m+36 00～15 リニアカウンタの最小値 リニアカウンタの最小値を設定します

m+37, m+38 00～15 カウンタ初期値 ユニット設定データ転送後のカウンタ初期値を設定します

m+39 00～15 タイムウィンドウ（パルス
レート測定）

タイムウィンドウを 1ms～9999ms(BCD) の範囲で設定します（0はパル
スレート測定無効を意味します）

m+40, m+41 00～15 パルスレートレンジ 0

下限値
パルスレートレンジ 0の下限値を設定します
設定可能範囲は 80000000～7FFFFFFFです

m+42, m+43 00～15 パルスレートレンジ 0

上限値
パルスレートレンジ 0の上限値を設定します
設定可能範囲は 80000000～7FFFFFFFです

m+44, m+45 00～15 パルスレートレンジ 0

出力セットパターン
パルスレートレンジ 0の出力セットパターンを設定します

m+46, m+47 00～15 パルスレートレンジ 0

出力リセットパターン
パルスレートレンジ 0の出力リセットパターンを設定します

m+48, m+49 00～15 パルスレートレンジ 1

下限値
パルスレートレンジ 1の下限値を設定します
設定可能範囲は 80000000～7FFFFFFFです

m+50, m+51 00～15 パルスレートレンジ 1

上限値
パルスレートレンジ 1の上限値を設定します
設定可能範囲は 80000000～7FFFFFFFです

m+52, m+53 00～15 パルスレートレンジ 1

出力セットパターン
パルスレートレンジ 1の出力セットパターンを設定します

m+54, m+55 00～15 パルスレートレンジ 1

出力リセットパターン
パルスレートレンジ 1の出力リセットパターンを設定します

00 パルスレートレンジ 0有効 パルスレートレンジ 0有効（=1）／無効（=0）

01 パルスレートレンジ 1有効 パルスレートレンジ 1有効（=1）／無効（=0）

m+56

02～15 － 使用していません
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m+57, m+58 00～15 帯域比較／目標値一致比較
データ有効

帯域比較／目標値一致比較データ有効（1=有効、0=無効）

m+59, m+60 00～15 出力セットパターン 出力（0～31）のセットパターンを設定します
1=セット、0=変更なし

m+61, m+62 00～15 出力リセットパターン 出力（0～31）のリセットパターンを設定します
1=リセット、0=変更なし

m+63 00～15 ヒステリシス ヒステリシスを 0000～00FFHex（0～255）カウントの範囲で設定しま
す
0はヒステリシスの OFFを意味します　＊1

00～07 帯域比較／目標値一致比較
データの数

帯域比較／目標値一致比較データの数を 0～32（BCD)の範囲で設定しま
す

m+64

08～15 － 使用していません

00～03 I/Oメモリエリア種別 帯域比較／目標値一致比較データを保存するエリア種別を設定します
　0(BCD) = EM

　1(BCD) = DM

m+65　　＊2

04～15 － 使用していません

m+66, m+67
　　　　　＊2

00～15 I/Oメモリアドレス 帯域比較／目標値一致比較データを保存する先頭アドレス（EM／DM）
を、00000～32760（BCD）の範囲で設定します

m+68～m+74 00～15 － 使用していません

＊1：プリセット機能を使用する場合は”0”に設定してヒステリシスを OFFしてください。

＊2：帯域比較データ／目標値一致比較データの先頭（k1）を設定します。
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カウンタ 2

m+75 00～15 カウンタの種類 カウンタの種類の設定を行います
　0000(BCD) =リングカウンタ（デフォルト）
　0001(BCD) =リニアカウンタ

00～03 入力の種類 入力の種類の設定を行います
　0(BCD) =位相差パルス入力（1逓倍）（デフォルト）
　1(BCD) =位相差パルス入力（2逓倍）
　2(BCD) =位相差パルス入力（4逓倍）
　4(BCD) =加減算パルス入力
　8(BCD) =パルス＋方向入力

m+76

04～15 － 使用していません

00～03 Z相によるリセット Z相入力信号の機能を設定します
　0(BCD) =機能なし（デフォルト、割付リレーに割り付けられるのみ）
　1(BCD) =リセット（Z相入力信号の立ち上がり時）

04～07 オーバーフロー／アンダー
フローエラーの設定

オーバーフロー／アンダーフローエラーコードを生成するかしないか
の設定
　0(BCD) =エラーコードを生成しない（オーバーフロー／アンダーフ

ロービットのセットと、出力は前回の状態を保持します）
　1(BCD) =エラーコードを生成（エラーコードをレポートし、すべて

の出力を OFFします）

m+77

08～15 － 使用していません

m+78, m+79 00～15 リング／リニアカウンタの
上限値

リング／リニアカウンタの最大値を設定します

m+80, m+81 00～15 リニアカウンタの最小値 リニアカウンタの最小値を設定します

m+82, m+83 00～15 カウンタ初期値 ユニット設定データ転送後のカウンタ初期値を設定します

m+84 00～15 タイムウィンドウ（パルスレ
ート測定）

タイムウィンドウを 1ms～9999ms(BCD) の範囲で設定します（0はパ
ルスレート測定無効を意味します）

m+85, m+86 00～15 パルスレートレンジ 0

下限値
パルスレートレンジ 0の下限値を設定します

m+87, m+88 00～15 パルスレートレンジ 0

上限値
パルスレートレンジ 0の上限値を設定します

m+89, m+90 00～15 パルスレートレンジ 0

出力セットパターン
パルスレートレンジ 0の出力セットパターンを設定します

m+91, m+92 00～15 パルスレートレンジ 0

出力リセットパターン
パルスレートレンジ 0の出力リセットパターンを設定します

m+93, m+94 00～15 パルスレートレンジ 1

下限値
パルスレートレンジ 1の下限値を設定します

m+95, m+96 00～15 パルスレートレンジ 1

上限値
パルスレートレンジ 1の上限値を設定します

m+97, m+98 00～15 パルスレートレンジ 1

出力セットパターン
パルスレートレンジ 1の出力セットパターンを設定します

m+99, m+100 00～15 パルスレートレンジ 1

出力リセットパターン
パルスレートレンジ 1の出力リセットパターンを設定します

00 パルスレートレンジ 0有効 パルスレートレンジ 0有効（=1）／無効（=0）

01 パルスレートレンジ 1有効 パルスレートレンジ 1有効（=1）／無効（=0）

m+101

02～15 － 使用していません
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m+102, m+103 00～15 帯域比較／目標値一致比
較データ有効

帯域比較／目標値一致比較データ有効（1=有効、0=無効）

m+104, m+105 00～15 出力セットパターン 出力（0～31）のセットパターンを設定します
1=セット、0=変更なし

m+106, m+107 00～15 出力リセットパターン 出力（0～31）のリセットパターンを設定します
1=リセット、0=変更なし

m+108 00～15 ヒステリシス ヒステリシスを 0000～00FFHex（0～255）カウントの範囲で設定しま
す
0はヒステリシスの OFFを意味します　＊1

00～07 帯域比較／目標値一致比
較データの数

帯域比較／目標値一致比較データの数を 0～32（BCD)の範囲で設定しま
す

m+109

08～15 － 使用していません

00～03 I/Oメモリエリア種別 帯域比較／目標値一致比較データを保存するエリア種別を設定します
　0(BCD) = EM

　1(BCD) = DM

m+110　　＊2

04～15 － 使用していません

m+111, m+112

　　　　　＊2

00～15 I/Oメモリアドレス 帯域比較／目標値一致比較データを保存する先頭アドレス（EM／DM）
を、00000～32760（BCD）の範囲で設定します

m+113～m+399 00～15 － 使用していません

＊1：プリセット機能を使用する場合は”0”に設定してヒステリシスを OFFしてください。

＊2：帯域比較データ／目標値一致比較データの先頭（k2）を設定します。
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4－2－5　帯域比較データのメモリ割付
割付 CH ビット 項目 機能

カウンタ 1

k1, k1+1 00～15 帯域比較データ 0の下限値 帯域比較データ 0の下限値

k1+2, k1+3 00～15 帯域比較データ 0の上限値 帯域比較データ 0の上限値

k1+4, k1+5 00～15 帯域比較データ 0の出力パターン 帯域比較データ 0の出力パターン　　　　　　　　　注）

k1+6～k1+11 00～15 帯域比較データ 1 帯域比較データ 1の下限／上限値、および出力パターン

k1+12～k1+17 00～15 帯域比較データ 2 帯域比較データ 2の下限／上限値、および出力パターン

k1+18～k1+23 00～15 帯域比較データ 3 帯域比較データ 3の下限／上限値、および出力パターン

k1+24～k1+29 00～15 帯域比較データ 4 帯域比較データ 4の下限／上限値、および出力パターン

k1+30～k1+35 00～15 帯域比較データ 5 帯域比較データ 5の下限／上限値、および出力パターン

k1+36～k1+41 00～15 帯域比較データ 6 帯域比較データ 6の下限／上限値、および出力パターン

k1+42～k1+47 00～15 帯域比較データ 7 帯域比較データ 7の下限／上限値、および出力パターン

k1+48～k1+53 00～15 帯域比較データ 8 帯域比較データ 8の下限／上限値、および出力パターン

k1+54～k1+59 00～15 帯域比較データ 9 帯域比較データ 9の下限／上限値、および出力パターン

k1+60～k1+65 00～15 帯域比較データ 10 帯域比較データ 10の下限／上限値、および出力パターン

k1+66～k1+71 00～15 帯域比較データ 11 帯域比較データ 11の下限／上限値、および出力パターン

k1+72～k1+77 00～15 帯域比較データ 12 帯域比較データ 12の下限／上限値、および出力パターン

k1+78～k1+83 00～15 帯域比較データ 13 帯域比較データ 13の下限／上限値、および出力パターン

k1+84～k1+89 00～15 帯域比較データ 14 帯域比較データ 14の下限／上限値、および出力パターン

k1+90～k1+95 00～15 帯域比較データ 15 帯域比較データ 15の下限／上限値、および出力パターン

k1+96～k1+101 00～15 帯域比較データ 16 帯域比較データ 16の下限／上限値、および出力パターン

k1+102～k1+107 00～15 帯域比較データ 17 帯域比較データ 17の下限／上限値、および出力パターン

k1+108～k1+113 00～15 帯域比較データ 18 帯域比較データ 18の下限／上限値、および出力パターン

k1+114～k1+119 00～15 帯域比較データ 19 帯域比較データ 19の下限／上限値、および出力パターン

k1+120～k1+125 00～15 帯域比較データ 20 帯域比較データ 20の下限／上限値、および出力パターン

k1+126～k1+131 00～15 帯域比較データ 21 帯域比較データ 21の下限／上限値、および出力パターン

k1+132～k1+137 00～15 帯域比較データ 22 帯域比較データ 22の下限／上限値、および出力パターン

k1+138～k1+143 00～15 帯域比較データ 23 帯域比較データ 23の下限／上限値、および出力パターン

k1+144～k1+149 00～15 帯域比較データ 24 帯域比較データ 24の下限／上限値、および出力パターン

k1+150～k1+155 00～15 帯域比較データ 25 帯域比較データ 25の下限／上限値、および出力パターン

k1+156～k1+161 00～15 帯域比較データ 26 帯域比較データ 26の下限／上限値、および出力パターン

k1+162～k1+167 00～15 帯域比較データ 27 帯域比較データ 27の下限／上限値、および出力パターン

k1+168～k1+173 00～15 帯域比較データ 28 帯域比較データ 28の下限／上限値、および出力パターン

k1+174～k1+179 00～15 帯域比較データ 29 帯域比較データ 29の下限／上限値、および出力パターン

k1+180～k1+185 00～15 帯域比較データ 30 帯域比較データ 30の下限／上限値、および出力パターン

k1+186～k1+191 00～15 帯域比較データ 31 帯域比較データ 31の下限／上限値、および出力パターン

注）出力パターンについては、3－5－1－2「帯域比較モードの設定と使用方法」を参照してください。
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カウンタ 2

k2, k2+1 00～15 帯域比較データ 0の下限値 帯域比較データ 0の下限値

k2+2, k2+3 00～15 帯域比較データ 0の上限値 帯域比較データ 0の上限値

k2+4, k2+5 00～15 帯域比較データ 0の出力パターン 帯域比較データ 0の出力パターン　　　　　　　　　注）

k2+6～k2+11 00～15 帯域比較データ 1 帯域比較データ 1の下限／上限値、および出力パターン

k2+12～k2+17 00～15 帯域比較データ 2 帯域比較データ 2の下限／上限値、および出力パターン

k2+18～k2+23 00～15 帯域比較データ 3 帯域比較データ 3の下限／上限値、および出力パターン

k2+24～k2+29 00～15 帯域比較データ 4 帯域比較データ 4の下限／上限値、および出力パターン

k2+30～k2+35 00～15 帯域比較データ 5 帯域比較データ 5の下限／上限値、および出力パターン

k2+36～k2+41 00～15 帯域比較データ 6 帯域比較データ 6の下限／上限値、および出力パターン

k2+42～k2+47 00～15 帯域比較データ 7 帯域比較データ 7の下限／上限値、および出力パターン

k2+48～k2+53 00～15 帯域比較データ 8 帯域比較データ 8の下限／上限値、および出力パターン

k2+54～k2+59 00～15 帯域比較データ 9 帯域比較データ 9の下限／上限値、および出力パターン

k2+60～k2+65 00～15 帯域比較データ 10 帯域比較データ 10の下限／上限値、および出力パターン

k2+66～k2+71 00～15 帯域比較データ 11 帯域比較データ 11の下限／上限値、および出力パターン

k2+72～k2+77 00～15 帯域比較データ 12 帯域比較データ 12の下限／上限値、および出力パターン

k2+78～k2+83 00～15 帯域比較データ 13 帯域比較データ 13の下限／上限値、および出力パターン

k2+84～k2+89 00～15 帯域比較データ 14 帯域比較データ 14の下限／上限値、および出力パターン

k2+90～k2+95 00～15 帯域比較データ 15 帯域比較データ 15の下限／上限値、および出力パターン

k2+96～k2+101 00～15 帯域比較データ 16 帯域比較データ 16の下限／上限値、および出力パターン

k2+102～k2+107 00～15 帯域比較データ 17 帯域比較データ 17の下限／上限値、および出力パターン

k2+108～k2+113 00～15 帯域比較データ 18 帯域比較データ 18の下限／上限値、および出力パターン

k2+114～k2+119 00～15 帯域比較データ 19 帯域比較データ 19の下限／上限値、および出力パターン

k2+120～k2+125 00～15 帯域比較データ 20 帯域比較データ 20の下限／上限値、および出力パターン

k2+126～k2+131 00～15 帯域比較データ 21 帯域比較データ 21の下限／上限値、および出力パターン

k2+132～k2+137 00～15 帯域比較データ 22 帯域比較データ 22の下限／上限値、および出力パターン

k2+138～k2+143 00～15 帯域比較データ 23 帯域比較データ 23の下限／上限値、および出力パターン

k2+144～k2+149 00～15 帯域比較データ 24 帯域比較データ 24の下限／上限値、および出力パターン

k2+150～k2+155 00～15 帯域比較データ 25 帯域比較データ 25の下限／上限値、および出力パターン

k2+156～k2+161 00～15 帯域比較データ 26 帯域比較データ 26の下限／上限値、および出力パターン

k2+162～k2+167 00～15 帯域比較データ 27 帯域比較データ 27の下限／上限値、および出力パターン

k2+168～k2+173 00～15 帯域比較データ 28 帯域比較データ 28の下限／上限値、および出力パターン

k2+174～k2+179 00～15 帯域比較データ 29 帯域比較データ 29の下限／上限値、および出力パターン

k2+180～k2+185 00～15 帯域比較データ 30 帯域比較データ 30の下限／上限値、および出力パターン

k2+186～k2+191 00～15 帯域比較データ 31 帯域比較データ 31の下限／上限値、および出力パターン

注）出力パターンについては、3－5－1－2「帯域比較モードの設定と使用方法」を参照してください。
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4－2－6　目標値一致比較データのメモリ割付
割付 CH ビット 項目 機能

カウンタ 1

k1, k1+1 00～15 目標値一致比較データ 0の目標値 目標値一致比較データ 0の目標値

k1+2, k1+3 00～15 目標値一致比較データ 0の
加算セットパターン

目標値一致比較データ 0の出力の加算セットパターン
注）

k1+4, k1+5 00～15 目標値一致比較データ 0の
加算リセットパターン

目標値一致比較データ 0の出力の加算リセットパターン
注）

k1+6, k1+7 00～15 目標値一致比較データ 0の
減算セットパターン

目標値一致比較データ 0の出力の減算セットパターン
注）

k1+8, k1+9 00～15 目標値一致比較データ 0の
減算リセットパターン

目標値一致比較データ 0の出力の減算リセットパターン
注）

k1+10～k1+19 00～15 目標値一致比較データ 1 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+20～k1+29 00～15 目標値一致比較データ 2 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+30～k1+39 00～15 目標値一致比較データ 3 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+40～k1+49 00～15 目標値一致比較データ 4 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+50～k1+59 00～15 目標値一致比較データ 5 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+60～k1+69 00～15 目標値一致比較データ 6 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+70～k1+79 00～15 目標値一致比較データ 7 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+80～k1+89 00～15 目標値一致比較データ 8 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+90～k1+99 00～15 目標値一致比較データ 9 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+100～k1+109 00～15 目標値一致比較データ 10 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+110～k1+119 00～15 目標値一致比較データ 11 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+120～k1+129 00～15 目標値一致比較データ 12 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+130～k1+139 00～15 目標値一致比較データ 13 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+140～k1+149 00～15 目標値一致比較データ 14 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+150～k1+159 00～15 目標値一致比較データ 15 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+160～k1+169 00～15 目標値一致比較データ 16 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+170～k1+179 00～15 目標値一致比較データ 17 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+180～k1+189 00～15 目標値一致比較データ 18 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+190～k1+199 00～15 目標値一致比較データ 19 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+200～k1+209 00～15 目標値一致比較データ 20 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+210～k1+219 00～15 目標値一致比較データ 21 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+220～k1+229 00～15 目標値一致比較データ 22 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+230～k1+239 00～15 目標値一致比較データ 23 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+240～k1+249 00～15 目標値一致比較データ 24 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+250～k1+259 00～15 目標値一致比較データ 25 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+260～k1+269 00～15 目標値一致比較データ 26 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+270～k1+279 00～15 目標値一致比較データ 27 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+280～k1+289 00～15 目標値一致比較データ 28 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+290～k1+299 00～15 目標値一致比較データ 29 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+300～k1+309 00～15 目標値一致比較データ 30 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k1+310～k1+319 00～15 目標値一致比較データ 31 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

注）セットおよびリセットパターンについては、3－5－2－2「目標値一致比較モードの設定と使用方法」を参照してく
ださい。
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割付 CH ビット 項目 機能

カウンタ 2

k2, k2+1 00～15 目標値一致比較データ 0の目標値 目標値一致比較データ 0の目標値

k2+2, k2+3 00～15 目標値一致比較データ 0の
加算セットパターン

目標値一致比較データ 0の出力の加算セットパターン
注）

k2+4, k2+5 00～15 目標値一致比較データ 0の
加算リセットパターン

目標値一致比較データ 0の出力の加算リセットパターン
注）

k2+6, k2+7 00～15 目標値一致比較データ 0の
減算セットパターン

目標値一致比較データ 0の出力の減算セットパターン
注）

k2+8, k2+9 00～15 目標値一致比較データ 0の
減算リセットパターン

目標値一致比較データ 0の出力の減算リセットパターン
注）

k2+10～k2+19 00～15 目標値一致比較データ 1 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+20～k2+29 00～15 目標値一致比較データ 2 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+30～k2+39 00～15 目標値一致比較データ 3 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+40～k2+49 00～15 目標値一致比較データ 4 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+50～k2+59 00～15 目標値一致比較データ 5 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+60～k2+69 00～15 目標値一致比較データ 6 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+70～k2+79 00～15 目標値一致比較データ 7 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+80～k2+89 00～15 目標値一致比較データ 8 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+90～k2+99 00～15 目標値一致比較データ 9 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+100～k2+109 00～15 目標値一致比較データ 10 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+110～k2+119 00～15 目標値一致比較データ 11 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+120～k2+129 00～15 目標値一致比較データ 12 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+130～k2+139 00～15 目標値一致比較データ 13 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+140～k2+149 00～15 目標値一致比較データ 14 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+150～k2+159 00～15 目標値一致比較データ 15 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+160～k2+169 00～15 目標値一致比較データ 16 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+170～k2+179 00～15 目標値一致比較データ 17 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+180～k2+189 00～15 目標値一致比較データ 18 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+190～k2+199 00～15 目標値一致比較データ 19 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+200～k2+209 00～15 目標値一致比較データ 20 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+210～k2+219 00～15 目標値一致比較データ 21 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+220～k2+229 00～15 目標値一致比較データ 22 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+230～k2+239 00～15 目標値一致比較データ 23 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+240～k2+249 00～15 目標値一致比較データ 24 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+250～k2+259 00～15 目標値一致比較データ 25 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+260～k2+269 00～15 目標値一致比較データ 26 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+270～k2+279 00～15 目標値一致比較データ 27 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+280～k2+289 00～15 目標値一致比較データ 28 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+290～k2+299 00～15 目標値一致比較データ 29 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+300～k2+309 00～15 目標値一致比較データ 30 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

k2+310～k2+319 00～15 目標値一致比較データ 31 目標値、出力の（加算／減算）セット／リセットパターン

注）セットおよびリセットパターンについては、3－5－2－2「目標値一致比較モードの設定と使用方法」を参照してく
ださい。
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4－3　IOWR命令

IOWR(223)

C

S

W

@IOWR(223)

C

S

W

C：コントロールデータ
IOWR命令を使用すると、CPUユニットのデータを高速カウンタユニットへ転送できます。
コントロールデータの上位バイト（ビット 15～8）および下位バイト（ビット 7～0）を設定
して、ユニットへ転送するデータの種類を選択します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

C:

コントロールデータ2

コントロールデータ1

S：転送元 CH番号
CPUユニットの I/Oメモリの転送開始 CHを指定します。

W：転送先号機 No.、転送 CH数
高速カウンタユニットの号機No.（W）、および転送データの CH数（W+1）を指定します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

W:

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

W+1:

転送先号機No.：

0～95（0000～005FHex)の範囲で設定します。

転送CH数：

1～128（0001～0080Hex)の範囲で設定します。
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サンプルラダープログラム
IOWR 命令を使用したサンプルラダープログラムを以下に示します。サポートしている
IOWR命令の機能の一覧、およびオペランド（C、S、W）の設定方法については、4－5「サ
ポートしている IOWR／IORD命令の機能」を参照してください。

IOWR(223)

C

S

W

R1

DIFU(13)                R2

DIFD(14)                R3

R2

R3

R4

開始 データ転送ビジーフラグ

n+19（ビット02） IOWR命令を実行する
前に、オペランド
（C、S、W）をセット
します。

＝フラグ

転送成功�
データ転送完了

n+19（ビット03）

ユニットエラーフラグ

n+19（ビット00）

データ書き込み
正常終了

R0

R0     

R1     

本ユニットが IOWR／IORD命令の処理中、あるいはユニットの初期化処理中は、データ転
送ビジーフラグ（n+19、ビット 02）が ON します。データ転送ビジーフラグが OFF した
とき、本ユニットは IOWR命令を実行できる状態になります。
IOWR命令の実行時にエラーが発生した場合は、エラーフラグ（ERフラグ）が ONします。
データ転送が完了するたびに、データ転送完了フラグ（n+19、ビット 03）が ON→OFFま
たは OFF→ONします。
ユニットエラーフラグ（n+19、ビット 00）は、本ユニットがこのフラグを ONすべきエラ
ーを検知した場合に ONします（5－2「エラーコード」参照）

・ラダープログラムにデータ転送ビジーフラグ（n+19、ビット 02）を書き込んでいない

場合、他の IOWR／IORD 命令が実行中に IOWR 命令を発行すると、ER フラグが ON

します。したがって、正常に IOWR命令を実行するためには、必ず、上記サンプルプロ

グラムに示すようにデータ転送ビジーフラグを使用してください。

・データ転送ビジーフラグ（n+19、ビット 02）が ON している間（例：IOWR 命令のデ

ータ処理にユニット内部で時間が掛かっている場合、あるいはユニットのリスタート中

など）は、出力用割付リレー（例：オープンゲートビット）に対するレスポンスタイム

は延長されます。どのようなケースでも、データ転送ビジーフラグが OFF になった後

に、出力用割付リレーが直ちに処理されます。

・データ転送ビジーフラグ（n+19、ビット 02）が ON している間、帯域比較、目標値一

致比較の比較動作も停止します。詳細については、3－5－1－2「帯域比較モードの設定

と使用方法」、3－5－2－2「目標値一致比較モードの設定と使用方法」を参照してくだ

さい。

参　考
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4－4　IORD命令

IORD(222)

C

W

D

@IORD(222)

C

W

D

C：コントロールデータ
IORD命令を使用すると、高速カウンタユニットのデータを CPUユニットへ転送できます。
コントロールデータの上位バイト（ビット 15～8）および下位バイト（ビット 7～0）を設定
して、ユニットへ転送するデータの種類を選択します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

C:

C2（コントロールデータ2）

C1（コントロールデータ1）

W：転送元号機 No.、転送 CH数
データを読み出す高速カウンタユニットの号機No.（W）、および転送データの CH数（W+1）
を指定します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

W:

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

W+1:

転送元号機No.：

0～95（0000～005FHex)の範囲で設定します。

転送CH数：

1～128（0001～0080Hex)の範囲で設定します。

D：転送先 CH番号
読み出したデータを格納する CPUユニットの I/Oメモリの先頭アドレスを指定します。
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サンプルラダープログラム
IORD 命令を使用したサンプルラダープログラムを以下に示します。サポートしている
IORD 命令の機能の一覧、およびオペランド（C、W、D）の設定方法については、4－5

「サポートしている IOWR／IORD命令の機能」を参照してください。

IORD(222)

C

W

D

R1

開始 データ転送ビジーフラグ

n+19（ビット02） IORD命令を実行する前に、
オペランド（C、W、D）
をセットします。

＝フラグ

転送成功�

本ユニットが IOWR／IORD命令の処理中、あるいはユニットの初期化処理中は、データ
転送ビジーフラグ（n+19、ビット 02）が ONします。データ転送ビジーフラグが OFFし
たとき、本ユニットは IORD命令を実行できる状態になります。
IORD 命令の実行時にエラーが発生した場合は、エラーフラグ（ER フラグ）が ON しま
す。

・ラダープログラムにデータ転送ビジーフラグ（n+19、ビット 02）を書き込んでいない

場合、他の IOWR／IORD命令が実行中に IORD命令を発行すると、ERフラグが ONし

ます。したがって、正常に IORD命令を実行するためには、必ず、上記サンプルプログ

ラムに示すようにデータ転送ビジーフラグを使用してください。

・ データ転送ビジーフラグ（n+19、ビット 02）が ONしている間（例：IORD命令のデー

タ処理にユニット内部で時間が掛かっている場合、あるいはユニットのリスタート中な

ど）は、出力用割付リレー（例：オープンゲートビット）に対するレスポンスタイムは

延長されます。どのようなケースでも、データ転送ビジーフラグが OFFになった後に、

出力用割付リレーが直ちに処理されます。

・データ転送ビジーフラグ（n+19、ビット 02）が ON している間、帯域比較、目標値一

致比較の比較動作も停止します。詳細については、3－5－1－2「帯域比較モードの設定

と使用方法」、3－5－2－2「目標値一致比較モードの設定と使用方法」を参照してくだ

さい。

参　考
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4－5　サポートしている IOWR／IORD命令の機能

4－5－1　IOWR／IORD命令で使用できる割付 DM、およびデータ一覧

4－5－1－1　IOWR／IORD命令で使用できる割付 DMの一覧

コントロールデータCH 機能 IOWR IORD

ビット
15～08

ビット
07～00

CH数

共通
出力制御モード × × － － －m

カウンタ出力パターンの AND／OR選択 × × － － －
m+1 外部割込タスク番号オフセット（出力） × × － － －
m+2, m+3 外部割込タスク有効データ（出力） ○ ○ 0B 01 2

m+4 外部割込タスク番号オフセット
（外部コントロール入力）

× × － － －

m+5 外部割込タスク有効データ
（外部コントロール入力）

○ ○ 0B 02 1

外部出力ドライバ（NPN／PNP）選択 × × － － －m+6

出力状態の制御 × × － －
m+7 カウンタ入力のノイズフィルタ × × － － －
m+8 外部コントロール入力のノイズフィルタ × × － －
m+9～m+16 出力 ONディレー、出力 ON保持 × × － － －
m+17～m+20 外部コントロール入力の機能選択 × × － － －
m+21, m+22 出力パターンの定義 × × － － －
m+23～m+29 使用していません － － － － －

カウンタ 1

m+30 カウンタの種類 × × － － －
m+31 入力の種類 × × － － －

Z相によるリセット ○ ○ 1E 01 1m+32

オーバーフロー／アンダーフローエラーの設定 × × － － －
m+33, m+34 リング／リニアカウンタの最大値 ○ ○ 1C 03 2

m+35, m+36 リニアカウンタの最小値 ○ ○ 1C 04 2

m+37, m+38 カウンタ初期値 × × － － －
m+39 タイムウィンドウ（パルスレート測定） × × － － －
m+40～m+47 パルスレートレンジ 0データ ○ ○ 1F 02 8

m+48～m+55 パルスレートレンジ 1データ ○ ○ 1F 03 8

m+56 パルスレートレンジ 0, 1データ有効 ○ ○ 1B 04 1

m+57, m+58 帯域比較／目標値一致比較データ有効 ○ ○ 1B 03 2

m+59, m+60 出力セットパターン × × － － －
m+61, m+62 出力リセットパターン × × － － －
m+63 ヒステリシス × × － － －
m+64 帯域比較／目標値一致比較データの数 × × － － －
m+65 メモリエリア種別 × × － － －
m+66, m+67 メモリアドレス × × － － －
m+68～m+74 使用していません － － － － －
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コントロールデータCH 機能 IOWR IORD

ビット
15～08

ビット
07～00

CH数

カウンタ 2

m+75 カウンタの種類 × × － － －
m+76 入力の種類 × × － － －

Z相によるリセット ○ ○ 2E 01 1m+77

オーバーフロー／アンダーフローエラーの設定 × × － － －
m+78, m+79 リング／リニアカウンタの最大値 ○ ○ 2C 03 2

m+80, m+81 リニアカウンタの最小値 ○ ○ 2C 04 2

m+82, m+83 カウンタ初期値 × × － － －
m+84 タイムウィンドウ（パルスレート測定） × × － － －
m+85～m+92 パルスレートレンジ 0データ ○ ○ 2F 02 8

m+93～m+100 パルスレートレンジ 1データ ○ ○ 2F 03 8

m+101 パルスレートレンジ 0, 1データ有効 ○ ○ 2B 04 1

m+102, m+103 帯域比較／目標値一致比較データ有効 ○ ○ 2B 03 2

m+104, m+105 出力セットパターン × × － － －
m+106, m+107 出力リセットパターン × × － － －
m+108 ヒステリシス × × － － －
m+109 帯域比較／目標値一致比較データの数 × × － － －
m+110 メモリエリア種別 × × － － －
m+111, m+112 メモリアドレス × × － － －
m+113～m+339 使用していません － － － － －

4－5－1－2　IOWR／IORD命令で使用できるデータの一覧
コントロールデータ項目 IOWR IORD

ビット
15～08

ビット
07～00

転送 CH数

帯域比較データ 00～帯域比較データ 31 ○ ○ cA 00～31 6×M（＊1）
目標値一致比較データ 00～目標値一致比較データ 31 ○ ○ cA 00～31 10×M（＊2）
キャプチャしたカウンタ値 × ○ cC 02 2

パルスレート履歴ログファイルデータ × ○ cF 01 2×R（＊3）
カウンタ値 ○ ○ cC 01 2

ユニットの設定（再設定） ○ × 0D 01 1

エラークリア ○ × EC 00 1

c＝カウンタ番号（1、2）
＊1  M＝帯域比較データ数（1≦M≦21）
＊ 2  M＝目標値一致比較データ数（1≦M≦12）
＊ 3  R＝パルスレート値数（1≦R≦64）

IOWR命令を使用して書き込んだ内容は、次回、ユニットリスタートまたは電源 OFF/ON

されるまで有効です。次回、ユニットリスタートまたは電源 ON時には、CPUユニットの

DM、EMエリアの設定内容となります。

IOWR命令によって書き替えた内容を、次回、ユニットリスタートまたは電源 ON時に設

定したい場合は、CPUユニットの DM、EMエリアの内容も、同様に書き替えてください。

参　考
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例：
IOWR命令のオペランドの設定方法を説明します。
高速カウンタユニットの号機 No.は 6。リングカウンタ 2の最大値を変更したい。新規最大
値（2710Hex＝10,000）は 2CHのデータで構成されていて、D0050～D0051に保存されて
いる。

IOWR(223)

#2C03

D0050

#00020006

C1＝2C（カウンタ2）、C2＝03

S＝D0050（新規最大値の転送元CH番号）

W＝#0006（号機No.）、W+1＝#0002（転送CH数）

例：
次に示す例を使って、IORD命令のオペランドの設定方法を説明します。
高速カウンタユニットは帯域比較モードに設定されていて、号機 No.は 3。カウンタ 2の帯
域比較／目標値一致比較データ有効ビットの状態を、CPUユニットの D1800へ読み出した
い。

IORD(222)

#2B03

#00020003

D1800

C1＝2B（カウンタ2）、C2＝03

W＝#0003（号機No.）、W+1＝#0002（転送CH数）

D＝D1800（帯域比較モード有効ビットの状態をD1800、D1801に格納する）

4－5－2　帯域比較／目標値一致比較データ
本ユニットは、帯域比較モードまたは目標値一致比較モードに設定可能です（3－5－1「帯
域比較モード」、3－5－2「目標値一致比較モード」参照）。
IOWR命令を使用すると、本ユニット内の帯域比較データ／目標値一致比較データの変更が
行えます。また、IORD命令を使用すると、帯域比較データ／目標値一致比較データを本ユ
ニットから読み出すことが可能です。
ユニットのモード（帯域比較モードまたは目標値一致比較モード）により、コントロールデ
ータの意味が次のように異なります。

コントロールデータ項目 IOWR IORD

ビット
15～08

ビット
07～00

転送 CH数

帯域比較データ 00～帯域比較データ 31 ○ ○ cA 00～31 6×M（＊1）
目標値一致比較データ 00～目標値一致比較データ 31 ○ ○ cA 00～31 10×M（＊2）

c＝カウンタ番号（1、2）

＊1  M＝帯域比較データ数（1≦M≦21）

＊2  M＝目標値一致比較データ数（1≦M≦12）

新規の目標値一致比較データをユニットへ転送するとき、書き込もうとする目標値が、同

一カウンタ内で重複しないことを確認してください。1 つのカウンタで重複する目標値は

設定できないので、重複する目標値がユニットに設定されている場合は、IOWR命令実行

時にエラーが発生します（目標値については 3－5－2－2「目標値一致比較モードの設定

と使用方法」、IOWR 命令のエラーについては 5－2－2「IOWR/IORD 命令実行時のエラ

ー」を参照してください）。

ユニットにすでに設定されている目標値を転送したい場合は、同じ目標値を同じ値で上書

きするように目標値一致比較データを設定してください。

参　考
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帯域比較データ
本ユニットが帯域比較モードに設定されている場合、帯域比較データを本ユニットから読み
出す、あるいは本ユニットへ書き込むことができます。各帯域比較データは 6CH で構成さ
れています。
IOWR／IORD 命令は一度に 128CH の読み書きが行えます。したがって、IOWR／IORD
命令を使用すると、一度に最大 21個の帯域比較データが読み書きが可能です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

帯域比較データ

下限値

上限値

出力パターン

出力パターンの各ビットは、次に示す各出力に対応しています。

＝外部出力0、1
 （外部出力O0、O1に対応しています）

＝内部出力2～31

0

+1

+2

+3

+4

+5

3 2

コントロールデータのビット 15～08 では、帯域比較データを読み出すカウンタの番号（c
＝1、2）を設定します。ビット 07～00では、読み書きする帯域比較データ（00～31）の先
頭番号を設定します。
読み書きする帯域比較データの数にしたがって、転送 CH数を設定する必要があります。転
送 CH数は、帯域比較データ数×6となります。

例：
IOWR命令による帯域比較データの変更方法を説明します。
高速カウンタユニットの号機No.は 1に設定されていて、帯域比較モードで運転されている。
カウンタ 2は 5個の帯域比較データを使用している（帯域比較データ 00～04）。
上記条件のとき、帯域比較データ 03～04 を変更したい。新規帯域比較データは 12CH（2
個の帯域比較データ×6CH）で構成されており、D0100 を先頭にして格納されているもの
とします。

IOWR(223)

#2A03

D0100

#000C0001

C1＝2A（カウンタ2）、C2＝03（先頭帯域比較データ）

S＝D0100（先頭帯域比較データの転送元CH番号）

W＝#0001（号機No.）、W+1＝#000C（転送CH数）
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目標値一致比較データ
本ユニットが目標値一致比較モードに設定されている場合、目標値一致比較データを本ユニ
ットから読み出す、あるいは本ユニットへ書き込むことができます。各目標値一致比較デー
タは 10CHで構成されています。
IOWR／IORD 命令は一度に 128CH の読み書きが行えます。したがって、IOWR／IORD
命令を使用すると、一度に最大 12個の目標値一致比較データの読み書きが可能です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 目標値

15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
 加算セットパターン

15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0
目標一致比較条件

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
 加算リセットパターン

15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
 減算セットパターン

15 14 13 12 11 10 9 7 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
 減算リセットパターン

加算・減算セットパターン／リセットパターンの各ビットは、
次に示す各出力に対応しています。

 ＝外部出力0、1
（外部出力O0、O1に対応しています）

 ＝内部出力2～31

カウント値が目標値に到達した場合の動作：

加算・減算セットパターン 加算・減算リセットパターン

0＝変化なし
1＝出力をセット

0＝変化なし
1＝出力をリセット

0

+1

+2

+3

+4

+5

+6

+7

+8

+9

3

3

3

3

2

2

2

2

コントロールデータのビット 15～08 では、目標値一致比較データを読み出すカウンタの番
号（c＝1、2）を設定します。ビット 07～00では、読み書きする目標値一致比較データ（00
～31）の先頭番号を設定します。
読み書きする目標値一致比較データの数にしたがって、転送 CH数を設定する必要がありま
す。転送 CH数は、目標値一致比較データ数×10となります。

例：
IOWR命令による目標値一致比較データの変更方法を説明します。
高速カウンタユニットの号機No.は 3に設定されていて、目標値一致比較モードで運転され
ている。カウンタ 1は 4個の目標値一致比較データを使用している（目標値一致比較データ
00～03）。
上記条件のとき、目標値一致比較データ 00 を変更したい。新規目標値一致比較データは
10CH（10CH×1 個の目標値一致比較データ）で構成されており、D0200 を先頭にして格
納されているものとします。

IOWR(223)

#1A00

D0020

#000A0003

C1＝1A（カウンタ1）、C2＝00（先頭目標値一致比較データ）

S＝D0200（先頭目標値一致比較データの転送元CH番号）

W＝#0003（号機No.）、W+1＝#000A（転送CH数）
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4－5－3　特殊データ

4－5－3－1　キャプチャしたカウンタ値
本ユニットには、各カウンタごとに、カウンタ値をキャプチャして保存するためのキャプチ
ャレジスタが内蔵されています。外部コントロール入力（機能 07または 08）、あるいは割
付リレーの「カウンタ値キャプチャビット」を使用することにより、カウンタ値をキャプチ
ャレジスタに保存することができます（詳細については、3－4「外部コントロール入力」を
参照）。
キャプチャしたカウンタ値をラダープログラムで使用するには、IORD命令を使用して、指
定カウンタのキャプチャレジスタからキャプチャしたカウンタ値を読み出します。

コントロールデータ項目 IOWR IORD

ビット
15～08

ビット
07～00

転送 CH数

キャプチャしたカウンタ値 × ○ cC 02 2

c＝カウンタ番号（1、2）

例：
IORD命令を使用して、キャプチャしたカウンタ値を読み出す方法を説明します。
高速カウンタユニットの号機No.は 8に設定されている。カウンタ 1のキャプチャしたカウ
ンタ値を、CPUユニットの D0300へ読み出したい。

IORD(222)

#1C02

#00020008

D0300

C1＝1C（カウンタ1）、C2＝02

W＝#0008（号機No.）、W+1＝#0002（転送CH数）

D＝D0300（キャプチャしたカウンタ値をD0300、D0301に格納する）

キャプチャしたカウンタ値の IORD命令による読み出しについては、シンプルカウンタで

も可能です（3－2－1「シンプルカウンタ」参照）。

4－5－3－2　パルスレート履歴ログファイルデータ
本ユニットに内蔵しているパルスレート履歴ログファイルには、最大 64 個の最新のパルス
レート値が保存されています。パルスレート履歴ログファイル内のパルスレート値をラダー
プログラムで使用するには、IORD命令を使用しパルスレート値を読み出します。IORD命
令は、最新のパルスレート値から順に指定したパルスレート値数分のデータを返します。

（各レート値は2CH分占有します。）

パルスレート履歴ログファイル

最古のパルスレート値→

最新のパルスレート値→

パルスレート値1
パルスレート値2

パルスレート値R R≦64

パルスレート値3

参　考



4－5　サポートしている IOWR／IORD命令の機能

4-32

4

Ｃ
Ｐ
Ｕ
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
デ
ー
タ
交
換

コントロールデータ項目 IOWR IORD

ビット
15～08

ビット
07～00

転送 CH数

パルスレート履歴ログファイルデータ × ○ cF 01 2×R*

c＝カウンタ番号（1、2）

R*＝パルスレート値数（1≦R≦64）

例：
IORD命令によるパルスレート値の読み出し方法を説明します。
高速カウンタユニットの号機No.は 7に設定されている。カウンタ 1のパルスレート履歴ロ
グファイルから、最新のパルスレート値（1個）を CPUユニットの D0500へ読み出したい。

IORD(222)

#1F01

#00020007

D0500

C1＝1F（カウンタ1）、C2＝01

W＝#0007（号機No.）、W+1＝#0002（転送CH数）

D＝D0500（最新のパルスレート値値をD0500、D0501に格納する）

4－5－3－3　カウンタ値
IOWR／IORD命令を使用することにより、ユニットの運転中に、カウンタ値の上書き（変
更）／読み出しが行えます。

コントロールデータ項目 IOWR IORD

ビット
15～08

ビット
07～00

転送 CH数

カウンタ値 ○ ○ cC 01 2

c＝カウンタ番号（1、2）

例：
IOWR命令によるカウンタ値の変更（上書き）方法を説明します。
高速カウンタユニットの号機 No.は 5 に設定されている。カウンタ 2 のカウンタ値を 500
（01F4Hex）に変更したい。

IOWR(223)

#2C01

D0100

#00020005

C1＝2C（カウンタ2）、C2＝01

S＝D0100（新規カウンタ値(#000001F4)の転送元CH番号）

W＝#0005（号機No.）、W+1＝#0002（転送CH数）

IOWR／IORD 命令による、カウンタ値の上書き（変更）／読み出しは、シンプルカウン

タでも可能です（3－2－1「シンプルカウンタ」参照）。
参　考
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4－5－3－4　ユニットの設定（再設定）
ラダープログラムから IOWR命令を発行することにより、本ユニットの運転中（CPUユニ
ットが運転またはモニタモードのとき）に、本ユニットの設定または再設定が行えます。本
命令を発行すると、本ユニットのすべての設定データが、本ユニットへ転送されます。本ユ
ニットの設定データは、割付 DM（高機能 I/Oユニット DMエリア）および帯域比較／目標
値一致比較データで構成さています。

コントロールデータ項目 IOWR IORD

ビット
15～08

ビット
07～00

転送 CH数

ユニットの設定（再設定） ○ × 0D 01 1

例：
IOWR命令によるユニット運転中のユニットの設定（再設定）方法を説明します。
高速カウンタユニットの号機No.は 2に設定されているものとします。

IOWR(223)

#0D01

S

#00010002

C1＝0D、C2＝01

S＝なし（0固定。例：D0300＝#0000）

W＝#0002（号機No.）、W+1＝#0001（転送CH数）

1. 本ユニットの設定データは、CPUユニットの電源 ON、あるいは本ユニットのリスター

トによっても、本ユニットへ転送されます。

2. IOWR命令による本ユニットの設定（再設定）を行った場合でも、カウンタ値は変更さ

れません。

注意
IOWR命令による本ユニットの設定（再設定）を行う場合は、作成したラダープログラ

ムおよびデータは十分な動作確認を行ったうえで本運転を行ってください。設定データ

に不正がある場合、本ユニットは運転を停止し、装置や機械が想定外の動作をする恐れ

があります。

4－5－3－5　エラークリアコマンドの発行
本ユニットで発生したエラーのエラーコードは、本ユニット内の異常履歴ログファイルに保
存されます（エラーコードの種類などの詳細については、5－2「エラーコード」を参照）。

IOWR／IORD命令の使用によって発生したエラーは、IOWR命令を使ってエラークリアコ
マンド（EC）を発行することにより、クリアできます。エラークリアを実行しても、エラ
ー履歴ログのデータは削除されないため、利用可能です。その他の種類のエラーについては、
5－2「エラーコード」を参照してください。

コントロールデータ項目 IOWR IORD

ビット
15～08

ビット
07～00

転送 CH数

エラークリア ○ × EC 00 1

参　考
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例：
IOWR／IORD命令を使用して、発生したエラーのクリア方法を説明します。
高速カウンタユニットの号機No.は 2に設定されているものとします。

IOWR(223)

#EC00

S

#00010002

C1＝EC、C2＝00

S＝なし（0固定。例：D0400＝#0000）

W＝#0002（号機No.）、W+1＝#0001（転送CH数）

IOWR命令を使用するエラークリアは、シンプルカウンタでもサポートしています（3－2

－1「シンプルカウンタ」参照）。したがって、シンプルカウンタに対して IORD 命令で

「キャプチャしたカウンタ値の読み出し」あるいは IOWR／IORD 命令で「カウンタ値の

読み書き」を行ったときに発生したエラーをクリアすることができます。

参　考
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4－6　外部割込タスク
2点の外部コントロール入力および 32点の出力のステータス情報は、CPUユニットの I/O

リフレッシュ毎に割付リレー経由で CPUユニットとやり取りされます。I/Oリフレッシュ
は、ラダープログラムの終了時に周期的に実行されます。また、I/Oリフレッシュ（IORF）
命令により強制的に I/O リフレッシュを行うことも可能です。いずれのケースも CPU ユ
ニットがデータ交換の主導権をとります。
I/Oリフレッシュ以外で、本ユニットの 2点の外部コントロール入力および 32点の出力の
ステータス情報を CPU ユニットへ通知したい場合は、外部コントロール入力または出力
が外部割込タスクの起動を行うように設定します。この機能により、外部コントロール入
力と外部出力の状態変化によって示される重要なイベントを、CPU ユニットへできるだ
け早く報告することができます。

本機能は、CJ1-H/CJ1M CPUユニットで使用できます。CJ1 CPUユニットでは使用でき

ません。

CJ1-H CPUユニットの外部割込タスクを起動するためには、本ユニットを CJ1-H CPUユ

ニットの右側 1～5ユニット目以内に装着する必要があります。 CJ1M CPUユニットの場

合、 CPUユニットの右側 1～3ユニット目以内に装着する必要があります。

本ユニットを CJ1-H CPUユニットの右側 6ユニット目以降に装着した場合、または CJ1M

CPUユニットの右側 4ユニット目以降に装着した場合、あるいは CJシリーズ増設装置に

装着した場合は、本ユニットは外部割込タスクの起動を CJ1-H/CJ1M CPU ユニットに要

求することができません。すべての外部割込タスク要求は無効となります。

4－6－1　出力に応じた外部割込タスクの起動
外部割込タスクの有効／無効
出力（外部出力 2点、内部出力 30点）の状態に応じて CPUユニットの外部割込タスクを
起動できます。出力に外部割込タスクの起動を設定している場合（m+2、m+3CH）、ユ
ニット出力パターンのビットの立ち上がり、および立ち下がり時に、本ユニットは外部割
込タスクの起動を CPU ユニットに要求します。このため、1 点の出力に 2 つの外部割込
タスクを割り付けることが可能です。
外部割込タスク内に、外部割込タスクが実行する動作をラダープログラミングする必要が
あります。

出力による外部割込タスクの起動を有効にするには、各出力の外部割込タスク有効データ
内の該当ビットの設定を行います（m+2、m+3CH）。外部割込タスク有効データは、32

点の出力を表現する 32 ビットで構成されています。デフォルトでは、外部割込タスクは
無効に設定されています。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+2 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 O3 O2 O1 O0

m+3 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

共通：

外部割込タスク
有効データ

＝外部出力0、1
 （外部出力O0、O1に対応しています）

＝内部出力2～31

0＝外部割込タスク無効
1＝外部割込タスク有効

3 2

参　考
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外部割込タスクオフセット
1点の出力に対して、CPUユニットの 2つの外部割込タスクを割り付けることが可能です。
32点の出力は、出力 0（外部出力 0）から順に、連続した外部割込タスク番号に割り付け
られます。
オフセットを設定することにより、出力 0に割り付けられる外部割込タスク番号が決まり
ます。それ以降の番号の出力には、下表に示すとおり、外部割込タスク番号が順番に割り
付けられます。

出力 割り付けられる外部割込タスク番号 外部割込タスクの要求タイミング（＊1）

オフセット 立ち上がり0 (=O0)

オフセット + 1 立ち下がり
オフセット + 2 立ち上がり1 (=O1)

オフセット + 3 立ち下がり
オフセット + 4 立ち上がり2

オフセット + 5 立ち下がり
オフセット + 6 立ち上がり3

オフセット + 7 立ち下がり
オフセット + 8 立ち上がり4

オフセット + 9 立ち下がり

〜 〜 〜

オフセット + 62 立ち上がり31

オフセット + 63 立ち下がり

＊1：割り付けられた外部割込タスク番号は、ユニット出力パターンの該当する出力ビットの立ち上
がり／立ち下がりで起動されます。

＊2：立ち上がり／立ち下がりのいずれかだけで外部割込タスクを起動したい場合は、使用しない方
の外部割込タスク番号の外部割込タスクをダミーの外部割込タスクとして、CPU ユニット側
に用意してください。

各出力に割り付けられる外部割込タスク番号は、次の計算により求めることができます。
・出力ビットの立ち上がり時に起動する外部割込タスク番号＝オフセット＋2×出力番号
・出力ビットの立ち下がり時に起動する外部割込タスク番号＝オフセット＋2×出力番号
＋1

出力に割り付ける外部割込タスク番号の詳細については、付－2 の「外部割込タスク番号
を出力に割り付ける」を参照してください。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+1

共通：

外部割込タスクオフセット：

000～192（BCD）の範囲で設定します。

外部割込タスクは 256（0～255）あるので、オフセットは 192まで可能です。オフセット
を 192に設定すると、最後の出力（31）は、外部割込タスク 255（192＋2×31＋1）に割
り付けられます。

例 1

内部出力 3の立ち上がりで起動する外部割込タスクだけを設定したい場合、出力 3のみを
外部割込タスク有効に設定します（m+2=0008 (BCD)、m+3=0000 (BCD)）。この設定で
オフセットを 5（m+1=0005 (BCD)）に設定したとすると、出力 3には外部割込タスク 11

と 12 が割り付けられます。この場合、出力 3 のユニット出力パターンの立ち上がりによ
り起動される外部割込タスク 11 に、ラダープログラムを書く必要があります。外部割込
タスク 12 もタスクとして作成する必要がありますが、この例の場合、何の動作も必要な
いため、外部割込タスクは空のままとします。
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例 2

オフセットを 10（m+1=0010 (BCD)）として、32点の出力すべてから外部割込タスクを
起動する設定を行った場合は、出力 0 の立ち上がりに外部割込タスク 10、出力 0 の立ち
下がりに外部割込タスク 11 が割り付けられます。以降、出力 1 の立ち上がりに外部割込
タスク 12、出力 1の立ち下がりに外部割込タスク 13というふうに、順に割り付けられま
す。そして、出力 31には、外部割込タスク 72と 73が割り付けられます。
上記設定により、外部割込タスク 10～73 が割り付けられます。各出力の立ち上がり、ま
たは立ち下がりで実行されるラダープログラムを、各外部割込タスクに書き込みます。

6－4「カムポジショニング」のアプリケーション例で、出力により外部割込タスクを起動
する方法を説明しています。

4－6－2　入力に応じた外部割込タスクの起動

外部割込タスクの有効／無効
2 点の外部コントロール入力の状態に応じて CPU ユニットの外部割込タスクを起動でき
ます。外部コントロール入力に外部割込タスクの起動を設定している場合、外部コントロ
ール入力に接続されている信号の立ち上がり、または立ち下がり時に、本ユニットは外部
割込タスクの起動を CPU ユニットに要求します。外部コントロール入力に割り付けてい
る機能により、立ち上がり、または立ち下がりのどちらに外部割込タスクが起動するのか
が決まります（外部コントロール入力の機能については、3－4「外部コントロール入力」
を参照）。

機能番号 機能 起動タイミング

0 機能なし 立ち上がり

1 正のゲート 立ち上がり

2 負のゲート 立ち下がり

3 立ち上がり時プリセット 立ち上がり

4 立ち下がり時プリセット 立ち下がり

5 立ち上がり時リセット 立ち上がり

6 立ち下がり時リセット 立ち下がり

7 立ち上がり時キャプチャ 立ち上がり

8 立ち下がり時キャプチャ 立ち下がり

9 ストップ・キャプチャ・継続 立ち上がり

10 ストップ・キャプチャ・継続（逆転） 立ち下がり

11 ストップ・キャプチャ・リセット・継続 立ち上がり

12 ストップ・キャプチャ・リセット・継続（逆転） 立ち下がり

13 立ち上がり時キャプチャ・リセット 立ち上がり

14 立ち下がり時キャプチャ・リセット 立ち下がり

15 リセット有効 立ち上がり

16 リセット無効 立ち上がり

外部コントロール入力による外部割込タスクの起動を有効にするには、各外部コントロー
ル入力の外部割込タスク有効データ内の該当ビットの設定を行います。外部割込タスク有
効データは、2点の外部コントロール入力を表現する 2ビットで構成されています。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+5 I1 I0

ビット0、1は、外部コントロール入力I0、I1に対応しています。

共通：

外部コントロール入力の
外部割込タスク有効データ

0＝外部割込タスク無効
1＝外部割込タスク有効
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外部割込タスクオフセット
外部割込タスクを有効に設定した各外部コントロール入力には、CPU ユニットの外部割
込タスクが割り付けられます。外部割込タスクで実行する動作を、外部割込タスクに書き
込む必要があります。

2点の外部コントロール入力は、外部コントロール入力 0から順に、連続した外部割込タ
スク番号に割り付けられます。オフセットを設定することにより、外部コントロール入力
0に割り付けられる外部割込タスク番号が決まります。外部コントロール入力 1には、下
表に示すとおり、次の外部割込タスク番号が割り付けられます。

外部コントロール入力 割り付けられる外部割込タスク番号
0 (=I0) オフセット
1 (=I1) オフセット + 1

例えば、オフセットを 30 に設定すると、外部コントロール入力 0 は外部割込タスク番号
30に割り付けられます。そして、外部コントロール入力 1は外部割込タスク番号 31に割
り付けられます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

m+4

共通：

外部割込タスクオフセット：

000～252（BCD）の範囲で設定します。

外部割込タスクは 256（0～255）ありますが、オフセットは 252まで可能です。

1. 複数の外部割込タスクの起動が同時に要求された場合、高速カウンタユニット内の外部

割込タスク用バッファに保存されます。外部割込タスク用バッファがフルになった場合

は、エラーが発生します（5－2－5「外部割込タスク用バッファフルエラー」を参照）。

2. 出力および外部コントロール入力に割り付けた外部割込タスク番号が重複する場合で

も、エラーとはなりません。

参　考
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5－1　LEDのエラー表示

RUN

CH1
CH2

ERC ERH

A
A

B
B

Z
Z

I0
I1

O0
O1

CT021

ユニット前面の RUN、ERC、ERH LEDにより、以下のエラーを表示します。

5－1－1　初期処理時のエラー
：点灯　●：消灯

LED名称
RUN ERC ERH

エラー名称 原因 処置

● ● 設定異常 号機 No.が正しく設定されてい
ません。

号機 No.を正しく設定した後、電源を
入れ直してください、

割付 DM設定エラー 割付 DMエリアの設定が不正で
す。

割付リレーエリア（n+17CH、n+18CH）
でエラーコードを確認し、割付 DMエ
リアの設定を正しく設定し直した後、
電源を入れ直してください。
エラーコードについての詳細と処置に
ついては、「5－2　エラーコード」を
参照してください。

● ●

ユニット故障 ユニット内部の EEP-ROM、
RAM、CPU、またはシステムソ
フトでエラーが発生しています。

電源を入れ直しても再発する場合は、
ユニットを交換してください。

● ユニット種別異常 CPUユニットに正しく認識され
ませんでした。

ユニットを交換してください。

● ● ● ウオッチドッグタイマ
タイムアウトエラー

高速カウンタユニットのウオッ
チドッグタイマが作動しました。

電源を入れ直しても再発する場合は、
ユニットを交換してください。

5－1－2　通常動作中の異常
：点灯　●：消灯

LED名称
RUN ERC ERH

エラー名称 原因 処置

● ユニットエラー ・IOWR命令のオペランドの設定が不正
です。
・シンプルカウンタ、リニアカウンタで
オーバーフロー、アンダーフローが発
生しました。
・プリセットエラーが発生しました。
・外部割込タスク用バッファフルエラ
ーが発生しました。

割付リレーエリア（n+17CH、
n+18CH）でエラーコードを確認して
対処してください。エラーコードにつ
いての詳細と処置については、「5－2
エラーコード」を参照してください。

● システムエラー CPUユニットで以下のエラーが発生し
ました。
・ウオッチドッグタイマ作動
・運転停止異常
・運転継続異常
・CPUユニットサービス監視異常
・I/Oバス異常

サイクリックリフレッシュ禁止設定
を行っている場合は、IORF命令によ
るリフレッシュが 11秒以内ごとに実
行されるようにしてください。
または運転停止異常、運転継続異常の
原因を取り除いてください。
エラーが再発する場合は、CPUユニ
ットを交換してください。
詳細は、「5－2－6　システムエラー」
を参照してください。
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5－2　エラーコード

エラー情報
高速カウンタユニットで発生するエラーは、以下の 6つの種類に分けられます。
・割付 DM設定エラー
・IOWR命令エラー
・オーバーフロー／アンダーフローエラー
・プリセットエラー
・外部割込用バッファフルエラー
・システムエラー
それぞれのエラーには、個々にエラーコードが付いており、エラーコードはエラーコード 1
とエラーコード 2から成ります。

エラーが発生すると、以下のようになります。
・対応するエラーコードが、割付リレーエリアの n+17CH（エラーコード 1）、n+18CH（エ
ラーコード 2）へ格納されます。

・エラーコードは、高速カウンタユニット内の異常履歴テーブルに記憶されます。
・割付リレーのユニットエラーフラグ（n+19CHのビット 00）が ON（１）となります。
・ユニット前面の ERC LEDが点灯します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+17

エラーコード1

エラーコード2

ユニットエラーフラグ

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+18

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+19

0 ＝ エラーなし
1＝エラー発生

共通：

共通：

共通：

エラーの要因が除去されると、以下のようになります。
・割付リレーエリアの n+17CH（エラーコード 1）、n+18CH（エラーコード 2）はクリア
されます。
・割付リレーのユニットエラーフラグ（n+19CHのビット 00）は OFF（0）となります。
・ユニット前面の ERC LEDは消灯します。

エラーの種類により、解除方法が異なります（各種エラーを解除する方法については、次ペ
ージ以降を参照してください）。
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異常履歴テーブル
発生したエラーは、高速カウンタユニット内の異常履歴テーブルに最大 30 個まで、発生し
た順に格納されます。
複数のエラーが同時に発生した場合は、［次のエラーの読み出し］（n+1CH ビット 00）を
0から 1にすると、n+17CH、n+18CHへエラーが順に格納されます。）
［次のエラーの読み出し］ビットの 0から 1の立ち上がりで、次のエラーを読み出すことが
できます。
最後のエラー情報を読み出したあとに、再度エラーを読み出すと 0が返されます。
再び、［次のエラーの読み出し］ビットの 0から 1の立ち上がりで、同じエラーリストをス
クロールすることが可能です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

n+1

次のエラーの読み出し

0→1＝次のエラーの読み出し

共通：

5－2－1　割付 DM設定エラー
割付 DM設定エラーは、電源投入時、またはユニットリスタート時の初期処理時に検出され
ます。
また、IOWR 命令を発行して、ユニットの設定（再設定）を実行した後も検出されます（4
－5－3－4「ユニットの設定（再設定）」を参照してください）。
割付 DM設定エラーが検出されると、エラー情報が記憶され、高速カウンタユニットは動作
を停止します。
エラー情報は、割付リレーの［次のエラーの読み出し］ビットで読み出せます。

表中の mは割付 DMの先頭 CHを示します。m=D20000＋(N×100)（N：号機 No.）

エラーコード 1 エラーコード 2 エラー内容 説明
0300 オフセット(BCD) 範囲外 割付 DMエリア（m+x（x：オフセット）CH）の

値が範囲外です。
0310 オフセット(BCD) BCD値不正 割付 DMエリア（m+x（x：オフセット）CH）の

BCD値が不正です。（0～9／桁の範囲での設定が
有効です。A～Fが使用されると不正となります。）

0311 オフセット(BCD) カウンタ初期値不正 m+x（x：オフセット）CHのカウンタ初期値が、
カウンタに設定した範囲の値ではありません。

0320 オフセット(BCD) パルスレートレンジ
値不正

m+x（x：オフセット）CHのパルスレートレンジ
値が、上限パルスレートレンジ値＜下限パルスレ
ートレンジ値となっています。

0320 カウンタ番号 帯域比較デ
ータ番号
(BCD）

上下限値不正 上限値＜下限値となっています。
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表中の mは割付 DMの先頭 CHを示します。m=D20000＋(N×100)（N：号機 No.）
エラーコード 1 エラーコード 2 エラー内容 説明

0330 カウンタ番号 帯域比較デー
タ番号(BCD)
／目標値一致
比較データ番
号（BCD)

上下限値不正／目標値不正 帯域比較モードの場合：
上下限値とも、または片方の設定値が、カ
ウント範囲を超えています。

目標値一致比較モードの場合：
目標値がカウント範囲を超えています。

リングカウンタ、リニアカウンタでのカウ
ンタ値の設定可能範囲については、3－2－2
「リングカウンタ」と 3－2－3「リニアカ
ウンタ」を参照してください。

0331 カウンタ番号 目標値一致比
較データ番号
（BCD)

目標値が重複 エラーコード 2に格納されたカウンタ番号
のカウンタに対して、1つ以上の目標値が
重複しています。

0335 オフセット(BCD) パルスレートレンジ値重複 m+x（x：オフセット）CHのパルスレート
レンジ値が重複しています。

割付 DM設定エラーの解除
割付 DM 設定エラーが発生した場合は、割付 DM エリアのデータを正しく修正した後、電
源を再投入、またはリスタートしてください。
リスタートについては、4－1－2「高機能 I/O ユニットリスタートビット」を参照してくだ
さい。
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5－2－2　IOWR/IORD命令実行時のエラー
IOWR/IORD命令実行時のエラーは、IOWR/IORD命令がラダープログラムから高速カウン
タユニットへ発行された後、検知されます。
IOWR命令は、高速カウンタユニットのカウンタ設定を変更するために使用されます。
IOWR命令の場合は、オペランドに誤りがある場合、エラーが発生します。
IORD命令の場合は、コントロールコードが不正、またはデータ転送数が不正の場合だけ、
エラーが発生します。

エラーコード 1 エラーコード 2 エラー内容 説明
0350 不正コントロールコード コントロールコード

不正
IOWR/IORD命令のコントロールコードが不正です。

0360 コントロールコード データ転送数不正 不正なデータ転送数が指定されているコントロール
コードが、エラーコード 2へ格納されます。

0400 カウンタ番号 000 Z相によるリセット
の設定が範囲外

エラーが発生する要因は、以下の 2つです。
Z相によるリセット有効／無効の設定が、正しくあ
りません（0/1以外）。
リング／リニアカウンタの最大／最小値の変更を
IOWR命令で行ったときに、設定済みの帯域比較の
上下限値、または目標値が、新規のカウント範囲外
となる場合にもエラーが発生します。

0412 カウンタ番号 000 カウント範囲不正 リニアカウンタでの最小値が負数になっていない、
かつ（または）、最大値が正数になっていません。

0413 カウンタ番号 000 カウンタ現在値不正 IOWR命令で転送したカウンタ値が範囲外です。
0420 カウンタ番号 000 パルスレートレンジ

値不正
パルスレートレンジ上限値＜パルスレートレンジ下
限値となっています。

0420 カウンタ番号 帯域比較
データ番
号
(BCD）

上下限値不正 帯域比較データの上下限値の設定が、上限値＜下限
値となっています。

0430 カウンタ番号 帯域比較
データ番
号(BCD)／
目標値一
致比較デ
ータ番号
（BCD)

上下限値不正／目標
値不正

帯域比較モードの場合：
上下限値とも、または片方の設定値が、カウント範
囲を超えています。

目標値一致比較モードの場合：
目標値がカウント範囲を超えています。

リングカウンタ、リニアカウンタでのカウンタ値の
設定可能範囲については、3－2－2「リングカウンタ」
と 3－2－3「リニアカウンタ」を参照してください。

0431 カウンタ番号 目標値一
致比較デ
ータ番号
（BCD)

目標値が重複 エラーコード 2に格納されたカウンタ番号のカウン
タに対して、1つ以上の目標値が重複しています。

0435 カウンタ番号 000 パルスレートレンジ
値重複

エラーコード 2に格納されているカウンタ番号のレ
ンジパルスレート 0と 1の値が重複しています。

IOWR命令実行時のエラーの解除方法
IOWR命令実行時のエラーは、IOWR命令を使ってエラークリアコマンド（EC）を発行す
ことにより、クリアできます（詳細については、4－5－3－5「エラークリアコマンドの発行」
を参照してください）。
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5－2－3　オーバーフロー／アンダーフローエラー
オーバフロー／アンダーフローエラーは、リニアカウンタを使用している場合だけエラーが
発生します（3－2－3「リニアカウンタ」を参照してください）。

エラーコード 1 エラーコード 2 エラー内容 説明
0450 カウンタ番号 オーバーフロー エラーコード 2に格納されているカウンタ番

号のリニアカウンタで、オーバーフローが発
生しました。

0460 カウンタ番号 アンダーフロー エラーコード 2に格納されているカウンタ番
号のリニアカウンタで、アンダーフローが発
生しました。

オーバーフロー／アンダーフローエラーの解除方法
オーバフロー／アンダーフローエラーは、オーバフローまたはアンダーフローが発生したカ
ウンタをリセットまたはプリセットすることによって解除できます。
カウンタをリセットするには、3－6「カウンタリセット条件」を参照してください。
カウンタをプリセットするには、3－4「外部コントロール入力」を参照してください。

オーバフローとアンダーフローエラーが発生した場合の、出力状態の制御方法を設定する

ことが可能です（3－5－4「出力制御の設定」を参照してください）。

5－2－4 プリセットエラー
プリセットエラーは、リングカウンタまたはリニアカウンタで、不正なプリセット値に設定
しようとすると発生します（プリセットの詳細については、3－4「外部コントロール入力」
を参照してください）。
プリセット値が、リングカウンタまたはリニアカウンタのカウント範囲外の場合は不正とな
ります。

エラーコード 1 エラーコード 2 エラー内容 説明
0470 カウンタ番号 プリセット値不正 エラーコード 2に格納されているカウン

タ番号のカウンタを、不正なプリセット
値でプリセットしようとしました。

プリセットエラーの解除方法
プリセットエラーは、エラーが発生したカウンタをリセットするか、または有効なプリセッ
ト値によって、再度プリセットを実行することによってクリアできます。
リセットについては、3－6「カウンタリセット条件」を参照してください。
プリセットについては、3－4「外部コントロール入力」を参照してください。

参　考
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5－2－5 外部割込タスク用バッファフルエラー

外部割込タスクの起動を有効に設定した外部コントロール入力および出力には、外部割込タ
スク番号（0-255）が割り付けられます。
この番号は、本ユニットから外部割込タスクの起動を要求したとき、CPU ユニットで実行
される外部割込タスクの番号と一致しています（4－6「外部割込タスク」を参照してくださ
い）。
外部コントロール入力または出力から複数の外部割込タスクの起動を要求した場合、それら
の外部割込タスクが実行されるまで、高速カウンタユニット内の外部割込タスク用バッファ
に保存されます。バッファには最大 30個の起動要求が記憶されます。
外部割込タスク用バッファがフルになった場合は、エラーとして CPU ユニットに報告され
ます。
外部割込タスク用バッファフルエラーが発生した後は、本ユニットによる外部割込タスク起
動の要求は無視されるので、新たなエラーは発生しません。
エラーコード 2には、いっぱいになった外部割込タスク用バッファから除外された外部割込
タスクの番号が格納されます。

エラーコード 1 エラーコード 2 エラー内容 説明
0480 外部割込タスク

番号
外部割込タスク用バッファ
フルエラー

高速カウンタユニット内にある外部割込タスク起動
要求のための外部割込タスク用バッファがいっぱい
で、外部割込タスクは実行できませんでした。

外部割込タスク用バッファフルエラーの解除方法
高速カウンタユニットから外部割込タスクの起動を要求する速度が、CPU ユニットが外部
割込タスクを実行する速度より速い場合、高速カウンタユニット内の外部割込タスク用バッ
ファバッファはフルとなり、外部割込タスク用バッファフルエラーが発生します。
本エラーが発生すると、外部割込タスクが実行できない状態になります。PLCの電源を入れ
直すか、ユニットの再起動をしてください。また、本エラーが発生しないように、適宜お客
様装置における割込タスク実行条件の修正が必要です。

このエラーは、CPUユニットでの外部割込タスクの負荷が高すぎることを示します。
前述したエラーをクリアするためには、今後このエラーが起こることを防止するために、さ
らに下記に示す操作を行う必要性が非常に高いです。
・エラーを起こしたユニットからの（1 個または複数の）外部割込タスクの起動を無効にし
てください。
・そのうえ、システム内の他のユニットによる（1 個または複数の）外部割込タスクの起動
を無効にしてください。
・割り付けた CPUユニット側の外部割込タスクの実行時間を減らしてください。

また、CPUユニットが CJ1-H CPUユニットおよび CJ1M CPUユニットでない場合（CJ1

CPUユニットは外部割込をサポートしていません）または本ユニットの装着位置によって、

本ユニットからの外部割込タスクの起動要求が、CPU ユニットに到達しないことが発生し

ます。

その場合、以下のことを行ってください。

・CJ1-H CPUユニットを使用し、かつ、本ユニットの装着位置を CJ1-H CPUユニットの右
側 1～5スロット目以内にしてください。

・CJ1M CPUユニットを使用し、かつ、本ユニットの装着位置を CJ1M CPUユニットの右側
1～3スロット目以内にしてください。
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5－2－6　システムエラー
CPUユニットまたは I/Oバス上でエラーが発生すると、ERH LEDが点灯します。
I/Oバス異常発生時には、エラーコードが n+17、n+18CHに格納されます。

エラーコード 1 エラーコード 2 エラー内容 説明
000E 0000 I/Oバスエラー 高速カウンタユニットの動作を不安定にするような I/Oバスで

のエラーが発生しました。
I/Oバスエラーが発生したとき、外部出力を最後（直前）の状
態を保持するか、またはあらかじめ定義した状態にするかを設
定できます（3－5－4「出力制御の設定」を参照してください）。

0002 監視時間（ms） CPUユニットサー
ビス監視異常

CPUユニットでサイクリック監視異常が発生しました。
このエラーは、サイクリックリフレッシュ処理が再開されると
解除されます。
なお、IORF命令は、サイクリックリフレッシュ禁止の設定で
も実行できるので、それによるサイクリックリフレッシュが可
能です。

システムエラーの解除方法
電源を入れ直すか、またはリスタートしてください。再発する場合は、ユニットを交換して
ください。
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5－3　保守と点検

ここでは、日常の機器のメンテナンスとして、清掃方法と点検方法について説明します。

5－3－1　清掃方法
高速カウンタユニットを最良の状態で使用するために、次のように定期的に清掃を行ってく
ださい。
・日常の清掃時には、乾いたやわらかい布で乾拭きしてください。
・乾拭きでも汚れが落ちないときは、布を十分に薄めた中性洗剤（2%）で湿らせて、固く
絞ってから拭いてください。

・ユニットにゴムや、ビニール製品、テープなどを長時間付着させておくと、シミが付くこ
とがあります。付着している場合は、清掃時に取り除いてください。

ベンジンや、シンナーなどの揮発性の溶剤や、化学雑巾などは、絶対に使用しないでくだ

さい。

5－3－2　点検方法
最良の状態でご使用いただくためにも、定期点検を欠かさず行ってください。
点検は、通常は６カ月～1年に 1回の間隔で実施してください。ただし、極端に高温多湿の
環境やほこりの多い環境などで使用する場合は、点検間隔を短くしてください。

点検に必要な器材
点検をする前に次の器材を準備します。

●日常に必要なもの
プラスドライバ、マイナスドライバ
テスタ（またはデジタルボルトメータ）
工業用アルコールと純綿布

●場合により必要なもの
シンクロスコープ
ペン書きオシロスコープ
温度計、湿度計

お願い
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点検項目
次の項目について、判定基準から外れていないかどうかを点検します。判定基準からはずれ
ているときは、基準内に入るように周囲の環境を改善するか、本体を調整してください。

点検項目 点検内容 判定基準 点検手段
周囲温度（盤内温度）は適当
か
（盤内使用の場合、盤内温度
が周囲温度となります）

0～55℃ 温度計

周囲湿度（盤内湿度）は適当
か
（盤内使用の場合、盤内湿度
が周囲湿度となります）

10～90%RH結露のない
こと

湿度計

ちり、ほこり、塩分、鉄粉が
積もっていないか

ないこと －

水、油、薬品などの飛沫がか
かっていないか

かかっていないこと －

腐食性ガス、可燃性ガスの雰
囲気でないか

ないこと ガスセンサ

周囲環境

本体に直接振動や衝撃が伝わ
っていないか

耐振動、耐衝撃の仕様範
囲内であるか

－

ユニットはしっかり固定され
ているか

ゆるみのないこと －

外部配線用コネクタは確実に
取り付けられているか

ゆるみのないこと －

すべての外部配線は確実に接
続されているか

ゆるみのないこと －

外部配線用コネクタは完全に
挿入されているか

ゆるみのないこと －

取付け状況

外部配線ケーブルは切れかか
っていないか

外観異常のないこと －
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6－1　フロー制御

この例で説明する設定項目：
・シンプルカウンタ（シンプルカウンタには、DM設定は不要です）

アプリケーションの説明
以下に示す例は、タンクにある決まった量の液体を入れるアプリケーション例です。押しボ
タンを押すと、シンプルカウンタがリセットされ、シンプルカウンタがカウントを開始（ゲ
ートをオープン）し、バルブが開きます。液体はフローメータを通過してタンクへ入ります。
フローメータのパルス出力により、液体の流量を測定します。液体の流量は、パルス数に比
例します（5000パルスが 1リットル）。タンクに 100リットルの液体が入ったとき、自動
的に、バルブが閉じると同時に、シンプルカウンタのカウントが停止します。

押しボタン（バルブを開く）

タンク

フローメータ バルブ

液体

01

23456789

01

23456789

1 1

1
2

O N

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

CT021

押しボタンは高速カウンタユニットの外部コントロール入力 I0 に接続されていて、バルブ
は外部出力 O0に接続されています。シンプルカウンタに設定されているカウンタ 1が、フ
ローメータのパルスをカウントします（本ユニット前面の各カウンタに対応するディップス
イッチを OFFすることにより、シンプルカウンタに設定します）。

高速カウンタユニットの号機 No.を 0に設定すると、割付リレーの CIO2000（n=CIO2000
＋0×10）から始まる 40CHが本ユニットに割り付けられます。

このアプリケーションを制御するために、短いラダープログラムを書く必要があります。ラ
ダープログラムは、高機能 I/Oユニットエリアを通して高速カウンタユニットとデータのや
り取りを行います。
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関連する割付リレーCH

本アプリケーションを制御するために、次に示す割付リレーCH を使用します。また、これ
らの CHはラダープログラムで使用する必要があります。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

CIO 2000 (= n) O0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

CIO 2002 (= n+2)

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

CIO 2016 (= n+16) I0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

CIO 2022 (= n+22)

CIO 2023 (= n+23)

外部出力0の強制ON／OFF出力指示：

0＝バルブを閉じる
1＝バルブを開く

ON／OFF出力方式選択：

1＝強制ON/OFF出力

シンプルカウンタ1のオープンゲート：

0→1＝ゲートをオープン

シンプルカウンタ1のクローズゲート：

0→1＝ゲートをクローズ

シンプルカウンタ1のリセット：

0→1＝カウンタをリセット

外部コントロール入力0のステータス：

0＝押しボタンは押されていない
1＝押しボタンが押されている

シンプルカウンタ1のカウント値
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ラダープログラム

CPSL(115)

2022

#0007A120

201600

202402

200203

A20011

200015

200015

200200

SET

200000

RSET 200000

>=

200201

運転開始時1サイクル
ONフラグ

シンプルカウンタ1を、
強制ON/OFF出力制御に
セット

強制ON/OFF出力指示

押しボタン

シンプルカウンタ1を
0  にリセット�

シンプルカウンタ1の
ゲートをオープン

バルブを開く

タンク内の液体≧100
（0007A120Hex）
リットルをチェック

シンプルカウンタ1
のゲートを閉じる

タンク内の液体≧100
（0007A120Hex）
リットルをチェック

バルブを閉じる

シンプルカウンタ1の
ゲートがオープン
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6－2　寸法測定

この例で説明する設定項目：
・リングカウンタ
・帯域比較モード、帯域比較データの設定
・プログラマブル出力（出力 ON保持）
・外部コントロール入力（機能 5、11）
・キャプチャ、およびキャプチャした値の読み出し
・論理 ANDをとる出力パターン

アプリケーションの説明
この例では、物体の長さを測定します。不適切な長さの物体は、プッシャーを起動すること
によりラインから取り除きます。不適切な長さの物体の測定値（長さ）は、CPU ユニット
の EMエリアに、32ビットのカウンタ値として保存されます。
高速カウンタユニットは割付 DMで設定を行います。本ユニットは、不適切な長さの物体の
長さを EMエリアに保存する動作以外は、スタンドアローンで動作します。不適切な長さの
物体の長さを読み出し、CPU ユニットに保存するために、短いラダープログラムを書く必
要があります。本ユニットは帯域比較モードに設定します。

2個のインクリメンタルエンコーダーを使用します。エンコーダ 1はカウンタ 1へ、エンコ
ーダ 2はカウンタ 2へ接続します。2個のエンコーダを使用することにより、システムはベ
ルトコンベア 1、2のスピードの変化も考慮します。

エンコーダ 1はモータ 1のシャフトに接続されています。ベルトコンベア 1上の物体の長さ
は、エンコーダ 1が発生させるパルス数に比例します。物体が光電センサ D1を通過したと
き、カウンタ 1はカウントを開始します。カウントしたパルス数が、あらかじめ設定した無
効な（物体の長さが短すぎる、または長すぎる）範囲に入った場合、その物体はプッシャー
によってラインから取り除かれます。

プッシャーを適切なタイミングで（不適切な長さの物体がプッシャーの正面にきたときに）
起動するために、エンコーダ 2および光電センサ D2を使用します。物体の端が光電センサ
D2 を通り過ぎたとき、カウンタ 2 はリセットされたあと、カウントを継続します。プッシ
ャーは、カウンタ 2の帯域比較に入った直後に、起動されます。

 

プッシャー

光電センサ（D2） 光電センサ（D1）

ベルトコンベア2 ベルトコンベア1

エンコーダ（E2） エンコーダ（E1）
モータ2 モータ1

01

23456789

01

23456789

1 1

1
2

O N

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

CT021
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物体の長さを測るために、エンコーダ 1のパルスをカウンタ 1がカウントします（本ユニッ
ト前面の各カウンタに対応するディップスイッチを ONすることにより、リニア／リングカ
ウンタに設定します）。光電センサ D1は外部コントロール入力 I0に接続されています。外
部コントロール入力 I0には機能 11（リセット・ストップ・キャプチャ・継続）が割り付け
られていて、カウンタ 1を制御します。

外部コントロール入力の機能 11

ゲートクローズ ゲートクローズ

ゲートオープン ゲートオープン

物体が光電センサ
を通過中

物体が光電センサ
を通過中

リセット リセットキャプチャ� キャプチャ� キャプチャ�

物体が光電センサ D1のビームに入ったとき、外部コントロール入力 I0の立ち下がりで、カ
ウンタ値がリセットされ、ゲートがオープンされたあと、0 からカウントを始めます。物体
が光電センサ D1のビームを出たとき、外部コントロール入力 I0の立ち上がりで、カウンタ
1のカウンタ値がキャプチャされ、ゲートがクローズします。

キャプチャした値の読み出し
ラダープログラムから IORD命令を発行することにより、キャプチャした値を読み出します。
不適切な長さの物体の測定値（長さ）は、CPUユニットの EMエリアに、32ビットのカウ
ンタ値として保存されます（後述の「ラダープログラム例」を参照してください）。

長さの測定
長さはカウンタ 1によって測定されます。ここでは、理想的な長さは 5000パルスとします。
また、物体の長さの有効範囲を 4900～5100とします。物体の長さが帯域比較データ 0（4000
～4900）または帯域比較データ 1（5100～6000）の場合、不適切なサイズとしてラインか
ら取り除きます。カウンタ 1の出力パターン内の外部出力 O0は、カウンタ値が帯域比較デ
ータ 0、1の範囲内に入ったとき、ONします。

50004000 4900 5100 6000

外部出力O0  ON

帯域比較データ0 帯域比較データ1

リングカウンタ1
のカウント値

物体の取り除き
プッシャーを適切なタイミングで起動するために、エンコーダ 2および光電センサ D2を組
み合わせて使用します。物体はベルトコンベア 2上にあるとき、取り除かれます。光電セン
サ D2は外部コントロール入力 I1に接続されています。外部コントロール入力 I1には機能
5（立ち上がり時リセット）が割り付けられていて、カウンタ 2を制御します。
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3000 35000

外部コントロール入力I1
（光電センサD2）

外部コントロール入力I1（機能05）
の立ち上がりで、カウンタ2をリセット）

物体が光電センサ
D2を通過中

時間

外部出力O0   ON

帯域比較データ0

リングカウンタ2
のカウント値

外部コントロール入力 I1

物体が光電センサ D2のビームを出たとき、外部コントロール入力 I1の立ち上がりで、カウ
ンタ 2はリセットされたあと、カウントを継続します。外部出力 O0は、カウンタ値が帯域
比較データ 0の範囲内に入ったとき、ONします。

カウンタ 1、2の論理 ANDによる出力パターン
プッシャー（外部出力 O0）は、カウンタ 1および 2の出力パターンの論理 ANDにより制
御されます。つまり、カウンタ 1および 2の両方の出力パターンのビット 0（外部出力 O0）
が ONしたときに、プッシャーが起動されます。

31 4 3 2 1 0

31 30 29 16 15 14 6 5 4 3 2 O1 O0

31 30 29 16 15 14 6 5 4 O1 O0

31 30 29 16 15 14 6 5 4 O1 O0

カウンタ1の出力パターン：

カウンタ2の出力パターン：

ユニット出力パターン

論理AND
3 2

3 2

カウンタ 1 が不正サイズの物体を測定したとき、かつ（AND）、カウンタ 2 がその物体が
プッシャーの正面にきたと判断したときに、プッシャーが 1秒間起動されます。

割付 DMの設定
この例では、高速カウンタユニットの号機 No.を 0 に設定します。割付リレーの CIO2000
（n=CIO2000＋0×10）から始まる 40CH、および割付 DMの D20000（m=D20000＋0×
100）から始まる 400CHが本ユニットに割り付けられます。
カウンタ 1の帯域比較データは DMエリアの D500以降に、またカウンタ 2の帯域比較デー
タは D600以降に保存します。上記のように本ユニットを設定するには、以下に示すように
割付 DMを設定します。
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15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

割付DM

（ハイフォン（-）は、その桁が本設定には無関係であり、
どのような値でも良いことを示しています）

共通：

D20000 (= m) - 1 0 0 カウンタ出力パターンの論理AND（=1）、帯域比較モード（=0）

外部出力O0の出力ON保持時間　1000ms（=1000(BCD)）

カウンタ1（=01）、外部コントロール入力I0 機能11（=11(BCD)）

カウンタ2（=02）、外部コントロール入力I1 機能05（=05(BCD)）

D20010 (= m+10) 1 0 0 0
D20017 (= m+17) 0 1 1 1
D20018 (= m+18) 0 2 0 5

カウンタ1の設定：

D20030 (= m+30) - - - 0 リングカウンタ（=0）

帯域比較データの総数は2（=02(BCD)）

エリア種別はDM（=1）

間接指定アドレスはD00500（=00500(BCD)）

D20064 (= m+64) - - 0 2
D20065 (= m+65) - - - 1
D20066 (= m+66) 0 5 0 0
D20067 (= m+67) - - - 0

カウンタ2の設定：

D20075 (= m+75) - - - 0 リングカウンタ（=0）

帯域比較データの総数は1（=01(BCD)）

エリア種別はDM（=1）

間接指定アドレスはD00600（=00600(BCD)）

D20109 (= m+109) - - 0 1
D20110 (= m+110) - - - 1
D20111 (= m+111) 0 6 0 0
D20112 (= m+112) - - - 0

カウンタ 1、2の帯域比較データ

カウンタ1の帯域比較データ0：

D00500 0 F A 0
D00501 0 0 0 0

下限値は4000（=00000FA0Hex）

上限値は4900（=00001324Hex）

出力パターン：外部出力O0がON（=00000001Hex）

D00502 1 3 2 4
D00503 0 0 0 0
D00504 0 0 0 1
D00505 0 0 0 0

カウンタ1の帯域比較データ1：

D00506 1 3 E C
D00507 0 0 0 0

下限値は5100（=000013ECHex）

上限値は6000（=00001770Hex）

出力パターン：外部出力O0がON（=00000001Hex）

D00508 1 7 7 0
D00509 0 0 0 0
D00510 0 0 0 1
D00511 0 0 0 0

カウンタ2の帯域比較データ0：

D00600 0 B B 8
D00601 0 0 0 0

下限値は3000（=00000BB8Hex）

上限値は3500（=00000DACHex）

出力パターン：外部出力O0がON（=00000001Hex）

D00602 0 D A C
D00603 0 0 0 0
D00604 0 0 0 1
D00605 0 0 0 0

高速カウンタユニットをリスタートすることにより、
割付DMの設定を本ユニットに転送します。
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ラダープログラム例
不適切なサイズの物体の測定値を、CPUユニットの EM100で始まるメモリ位置に保存する
ために、ラダープログラムを書く必要があります。

MOVR(560)

EM100

IR0

A20011

201600 201902

IORD(222)

#1C02

#00020000

D100

CPSL(115)

D100

#00001324

CPSL(115)

D100

#000013EC

000100

M OVL(498)

D100

IR0+

RSET

000100

ON

SET

000100

SET

000100

EM100のI/Oメモリ実効アドレ
スをIR0へ書き込む（不適切
なサイズの物体の測定値を、
EM100で始まるメモリ位置に
保存する）

不適切なサイズの物体のフ
ラグをリセット

号機No.0のカウンタ1がキ
ャプチャした値（物体の測
定値）を読み出し、D100へ
保存する

キャプチャした値が小さす
ぎないかチェックする

物体のサイズが不適切
（小さすぎる：≦4900
（=00001324Hex））

キャプチャした値が大きす
ぎないかチェックする

物体のサイズが不適切
（大きすぎる：≧5100
（=000013ECHex））

不適切なサイズの物体の測
定値を、EM100で始まるメ
モリ位置に保存する

運転開始時1サイクルONフラグ

常時ONフラグ

外部コントロール入力I1
（光電センサD2）の立ち上がり

データ転送ビジー

物体のサイズが
小さすぎる

物体のサイズが
大きすぎる

不適切なサイズの
物体の立ち上がり
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6－3　位置決め

この例で説明する設定項目：
・リニアカウンタ
・目標値一致比較モード、目標値一致比較データの設定
・外部コントロール入力（機能 05）
・IOWR命令を使用した目標値一致比較データの変更

アプリケーションの説明
この例では、物体にドリルで穴をあけます。ドリルは、単一速度、単一回転方向で、電源の
ON／OFFだけが可能なモータ（モータ 2）によって、回転させられます。送りモータは、2
速（高速／低速）で、双方向に回転可能なものです。
高速カウンタユニットは、送りモータの速度と回転方向、およびドリルモータの ON／OFF
を制御します。送りモータの ON／OFFは、ラダープログラムから基本入出力ユニット（形
CJ1W-ID231/OD231など）を経由して行います。
近接スイッチが基本入出力ユニットに接続されていて、物体の準備ができたことをラダープ
ログラム経由で CPU ユニットに伝えます。その結果、ラダープログラム経由で送りモータ
が ONされます。

インクリメンタルエンコーダが送りモータのシャフトに接続されています。そのエンコーダ
はリニアカウンタ 1に接続されています。本ユニットは目標値一致比較モードで動作し、送
りモータの速度と回転方向、およびドリルモータの ON／OFFを制御するために、4個の目
標値一致比較データを設定しています。リミットスイッチは、カウンタ値を 0にリセットす
るとともに、ドリルモータの原点とします。

ID231
0

0

1

20

A B

20

1

1

1 2 3
4 5 6 7
8 9 10 11
12 13 14 15

D
C

24
V

 4
.1

m
A

OD231
0

0

1

20

A B

20

1

1

1 2 3
4 5 6 7
8 9 10 11
12 13 14 15

D
C

24
V

 4
.1

m
A

01

23456789

01

23456789

1 1

1
2

O N

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

0

0

モータ1：前進（=0）／後進（=1）
モータ1：高速（=1）／低速（=0）
モータ2：ON（=1）／OFF（=0）
モータ1：ON（=1）／OFF（=0）

リミットスイッチ

エンコーダ モータ1（送り） モータ2
（ドリル）

物体

近接スイッチ

モータ1：低速／正回転 モータ1：高速／正回転 モータ2：ON モータ1：低速／正回転

目標値0=5000 目標値1=35000 目標値2=37000 目標値3=40000

目標値3=40000目標値1=35000

モータ1：高速／逆回転モータ1：高速／逆回転、モータ2：OFFモータ1：低速／逆回転

目標値0=5000

CT021

物体が検知されると、送りモータ（M1）が ON（低速／正回転）されます。カウンタ値が目
標値 1を過ぎると、送りモータは高速に切り替えられます。カウンタ値が目標値 2に到達す
ると、送りモータは低速回転に切り替えられます。カウンタ値が目標値 3に到達すると、穴
空けが完了し、送りモータを逆回転に切り替え、高速で後退します（このとき、カウンタ 1
は減算カウントします）。
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他のメカニズム（本例には記載なし）によって、処理された物体は自動的に取り除かれ、近接スイッ

チが OFFになります。カウンタ値が目標値 1になったときドリルモータが OFFし、目標値 0で送り

モータが低速に切り替えられます。そして、送りモータはリミットスイッチに達すると OFFされます。

近接スイッチが新しい物体を検知して、次のサイクルが起動されるまで、送りモータは OFFの状態を

保ちます。

リミットスイッチは、機能 05（立ち上がり時リセット）が割り付けられた外部コントロール入力 I0

に接続されています。ドリルモータが原点にあるとき、リミットスイッチが ON されることにより、

カウンタ 1 がリセットされ、送りモータが初期状態（低速／正回転）に移行します。送りモータを初

期状態に切り替えるために、出力リセットパターン（m+61、m+62）があらかじめ設定されています。

割付 DMの設定
この例では、高速カウンタユニットの号機No.を 0に設定します。割付リレーの CIO2000（n=CIO2000

＋0×10）から始まる 40CH、および割付 DMの D20000（m=D20000＋0×100）から始まる 400CH

が本ユニットに割り付けられます。

カウンタ 1 の目標値一致比較データは E01500以降に保存します。上記のように本ユニットを設定す

るには、以下に示すように割付 DMを設定します。

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

割付DM

（ハイフォン（-）は、その桁が本設定には無関係であり、
どのような値でも良いことを示しています）

共通：

D20000(=m) - - - 1  目標値一致比較モード（=1）

D20017(=m+17) 0 1 0 5  カウンタ1（=01）、外部コントロール入力I1 機能05（=05(BCD)）

カウンタ1の設定：

D20030(=m+30) - - - 1  リニアカウンタ（=1）

D20057(=m+57) 0 0 0 F  
D20058(=m+58) 0 0 0 0  

目標値0,1,2,3を有効に設定

D20061(=m+61) 0 0 0 3  
D20062(=m+62) 0 0 0 0  

カウンタ1の出力リセットパターン：外部出力O0とO1をリセット
（フィートモータM1を初期状態に準備する：低速／正回転）

D20064(=m+64) - - 0 4  目標値一致比較データの総数は4（=04(BCD)）

D20065(=m+65) - - - 0  エリア種別はEM（=0）

D20066(=m+66) 1 5 0 0  
D20067(=m+67) 0 0 0 0  

間接指定アドレスはEM01500（=00001500(BCD)）

カウンタ 1の目標値一致比較データ 0

カウンタ1の目標値一致比較データの設定：

E01500  1 3 8 8  
E01501  0 0 0 0  

目標値0は5000（=00001388Hex）

E01502  0 0 0 1  
E01503  0 0 0 0  

加算セットパターン：加算方向の目標値0で外部出力O0をセット
（フィードモータM1の速度を低速（0）から高速（1）へ変更）

E01504  0 0 0 0  
E01505  0 0 0 0  

加算リセットパターン：加算方向の目標値0では、出力のリセットはなし

E01506  0 0 0 0  
E01507  0 0 0 0  

減算セットパターン：減算方向の目標値0では、出力のセットはなし

E01508  0 0 0 1  
E01509  0 0 0 0  

減算リセットパターン：減算方向の目標値0で外部出力O0をリセット
（フィードモータM1の速度を高速（1）から低速（0）へ変更）
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カウンタ1の目標値一致比較データ1の設定：

E01510  8 8 B 8  
E01511  0 0 0 0  

目標値1は35000（=000088B8Hex）

E01512  0 0 0 4  
E01513  0 0 0 0  

加算セットパターン：加算方向の目標値1で内部出力2をセット
（ドリルモータ起動）

E01514  0 0 0 0  
E01515  0 0 0 0  

加算リセットパターン：加算方向の目標値1では、出力のリセットはなし

E01516  0 0 0 0  
E01517  0 0 0 0  

減算セットパターン：減算方向の目標値1では、出力のセットはなし

E01518  0 0 0 4  
E01519  0 0 0 0  

減算リセットパターン：減算方向の目標値1で内部出力2をリセット
（ドリルモータ停止）

カウンタ1の目標値一致比較データ2の設定：

E01520  9 0 8 8  
E01521  0 0 0 0  

目標値2は37000（=00009088Hex）

E01522  0 0 0 0  
E01523  0 0 0 0  

加算セットパターン：加算方向の目標値2では、出力のセットはなし

E01524  0 0 0 1  
E01525  0 0 0 0  

加算リセットパターン：加算方向の目標値2で外部出力O0をリセット
（フィードモータM1の速度を高速（1）から低速（0）へ変更）

E01526  0 0 0 0  
E01527  0 0 0 0  

減算セットパターン：減算方向の目標値2では、出力のセットはなし

E01528  0 0 0 0  
E01529  0 0 0 0  

減算リセットパターン：減算方向の目標値2では、出力のリセットはなし

カウンタ1の目標値一致比較データ3の設定：

E01530  9 C 4 0  
E01531  0 0 0 0  

目標値3は40000（=00009C40Hex）

E01532  0 0 0 3  
E01533  0 0 0 0  

加算セットパターン：加算方向の目標値3で外部出力O0、O1をセット
（フィードモータM1の速度・回転方向を、低速（0）・正回転（0）
から、高速（1）・逆回転（1）へ変更）

E01534  0 0 0 0  
E01535  0 0 0 0  

加算リセットパターン：加算方向の目標値3では、出力のリセットはなし

E01536  0 0 0 0  
E01537  0 0 0 0  

減算セットパターン：減算方向の目標値3では、出力のセットはなし

E01538  0 0 0 0  
E01539  0 0 0 0  

減算リセットパターン：減算方向の目標値3では、出力のリセットはなし

高速カウンタユニットをリスタートすることにより、割付 DMの設定を本ユニットに転送し
ます。

ラダープログラム例
送りモータの起動・停止を行うために、ラダープログラムを書く必要があります。送りモー
タは基本入出力ユニットに接続されていて、CIO000000 に割り付けます。また、近接スイ
ッチは CIO000200に割り付けます。
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201600 000200

SET

000000

201600

RSET

000000

010000

MOVL(498)

MOVL(498)

MOVL(498)

MOVL(498)

MOVL(498)

#0000AFC8

D1200

#00000003

D1202

#00000000

D1204

#00000000

D1206

#00000000

D1208

＝フラグ�

010001

010002

IOWR (223)

#1A03

D1200

#000A0000

201903

DIFU(13)010003         

DIFD(14)010004         

201902

010005

010003

010004

201900

010005

RSET

010001

SET

010001

新しい物体が検出され、かつ（AND）ド
リルモータがホームポジションにあると
き、フィードモータをONします（他の
メカニズム（本例には記載なし）によっ
て、処理された物体は自動的に取り除か
れた後）

ドリルモータがホームポジションにある
ことが、外部コントロール入力I0により
検知された場合、フィードモータをOFF
します

新規の目標値が目標値3
（D1200から10CH分）に書
き込まれます

本ユニット内のカウンタ1の
目標値3（D1200から10CH
分）へ、新規データを書き
込む

目標値3のデータの更新を開
始

転送成功�

データ転送完了

データ転送完了

目標値3のデータの書き込み
は、正常終了

目標値3のデータの更新完了

リミットスイッチ
（外部コントロール
  入力I0）

近接スイッチ

リミットスイッチ
（外部コントロール
  入力I0）

目標値3への新規目標値
書き込みをトリガする

目標値3を更新 データ転送ビジー

データ転送完了

データ転送完了 ユニットエラー
フラグ

データ転送完了

データ書き込み
正常終了

000001

000000 201402
フィードモータがONの状態で、目標値
に到達した内部出力2がONのとき、ドリ
ルモータをONにします�フィードモータ� 内部出力2
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6－4　カムポジショニング

この例で説明する設定項目：
・リングカウンタ
・帯域比較モード、帯域比較データの設定
・外部割込タスク（出力による外部割込タスクの起動）
・ヒステリシス
・入力の種類：位相差パルス入力（4逓倍）
・キャプチャ、およびキャプチャした値の読み出し
・Z相入力とリセット有効ビットとの組み合わせによるカウンタのリセット

アプリケーションの説明
この例では、下図に示すように、モータによってドライブされる電気式カムシャフトの角度
にしたがって、15点の出力が機械を制御します。角度は、カムシャフトに接続したインクリ
メンタルエンコーダのパルスをカウントすることにより測定します。

エンコーダの分解能を上げるために、カウンタ 1の入力の種類を位相差パルス入力（4逓倍）
に設定します。エンコーダの Z相は、リセット有効ビットと組み合わせてカウンタをリセッ
トするために使用します（n+2のビット 05をセットすることに気を付けてください）。

15点の出力は、ラダープログラムから基本出力ユニット（形 CJ1W-OD231など）を経由し
て制御します。出力の ON／OFF レスポンスタイムを少なくするために、15 点の出力すべ
てに、CJ1-H CPUユニットの外部割込タスクを割り付けます。

OD231
0

0

1

20

A B

20

1

1

1 2 3
4 5 6 7
8 9 10 11
12 13 14 15

D
C

24
V

 4
.1

m
A

01

23456789
01

23456789

1 1

1
2

O N

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

CT021

電気式カムシャフトの角度にしたがって、
15点の出力が機械を制御

エンコーダ

電気式カムシャフト

角度

モータ
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エンコーダはリングカウンタ 1に接続されています。15点の出力は、5個の帯域比較データ
（0～4）によって制御されます。
20カウントのヒステリシスを設定しており、上下限値に適用されます。
出力は、ラダープログラム内の外部割込タスク 10～39に割り付けます（オフセットは 10）。
このため、外部出力 O0 の立ち上がりが、外部割込タスク 10 に割り付けられ、その立ち下
がりが外部割込タスク 11に割り付けられます。以降は、順に、外部割込タスク 39まで割り
付けられます。

帯域比較データ
帯域比較データ 下限値 上限値 ON出力

0 500 800 0, 1, 5, 12
1 700 1500 5, 6, 8, 13, 14
2 2500 6000 5, 7, 9
3 5000 7000 2, 3
4 12000 18000 7, 9, 10, 11

割付 DMの設定
この例では、高速カウンタユニットの号機 No.を 0 に設定します。割付リレーの CIO2000
（n=CIO2000＋0×10）から始まる 40CH、および割付 DMの D20000（m=D20000＋0×
100）から始まる 400CHが本ユニットに割り付けられます。
カウンタ 1の帯域比較データは EM100以降に保存します。上記のように本ユニットを設定
するには、以下に示すように割付 DMを設定します。

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                割付DM

 
（ハイフォン（-）は、その桁が本設定には無関係であり、
どのような値でも良いことを示しています）

共通：  

D20000(=m) - - - 0  帯域比較モード（=0）

D20001(=m+1) - 0 1 0  外部割込タスク番号オフセットは10（=010(BCD)）

D20002(=m+2) 7 F F F  
D20003(=m+3) 0 0 0 0  

出力0～14の外部割込タスク有効（=00007FFFHex）

カウンタ1の設定：  
D20030(=m+30) - - - 0  リングカウンタ（=0）

D20031(=m+31) - - - 2  入力の種類は位相差パルス入力（4逓倍）（=2）

D20032(=m+32) - - - 1  Z相によるリセット有効（=1）

D20057(=m+57) 0 0 1 F  
D20058(=m+58) 0 0 0 0  

帯域比較データ有効：0, 1, 2, 3, 4

D20063(=m+63) 0 0 1 4  ヒステリシスは20カウント（=0014Hex）

D20064(=m+64) - - 0 5  帯域比較データの総数は5（=05(BCD)）

D20065(=m+65) - - - 0  エリア種別はEM（=0）

D20066(=m+66) 0 1 0 0  
D20067(=m+67) - - - 0  

間接指定アドレスはEM00100（=00100(BCD)）
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カウンタ 1の帯域比較データ
カウンタ1の帯域比較データ0：

E00100  0 1 F 4  
E00101  0 0 0 0  

下限値は500（=000001F4Hex）

E00102  0 3 2 0  
E00103  0 0 0 0  

上限値は800（=00000320Hex）

E00104  1 0 2 3  
E00105  0 0 0 0  

出力パターン：0、1、5、12がON（=00001023Hex）

カウンタ1の帯域比較データ1：

E00106  0 2 B C  
E00107  0 0 0 0  

下限値は700（=000002BCHex）

E00108  0 5 D C  
E00109  0 0 0 0  

上限値は1500（=000005DCHex）

E00110  6 1 6 0  
E00111  0 0 0 0  

出力パターン：5、6、8、13、14がON（=00006160Hex）

カウンタ1の帯域比較データ2：

E00112  0 9 C 4  
E00113  0 0 0 0  

下限値は2500（=000009C4Hex）

E00114  1 7 7 0  
E00115  0 0 0 0  

上限値は6000（=00001770Hex）

E00116  0 2 A 0  
E00117  0 0 0 0  

出力パターン：5、7、9がON（=000002A0Hex）

カウンタ1の帯域比較データ3：

E00118  1 3 8 8  
E00119  0 0 0 0  

下限値は5000（=00001388Hex）

E00120  1 B 5 8  
E00121  0 0 0 0  

上限値は7000（=00001B58Hex）

E00122  0 0 0 C  
E00123  0 0 0 0  

出力パターン：2、3がON（=0000000CHex）

カウンタ1の帯域比較データ4：

E00124  2 E E 0  
E00125  0 0 0 0  

下限値は12000（=00002EE0Hex）

E00126  4 6 5 0  
E00127  0 0 0 0  

上限値は18000（=00004650Hex）

E00128  0 E 8 0  
E00129  0 0 0 0  

出力パターン：7、9、10、11がON（=00000E80Hex）

高速カウンタユニットをリスタートすることにより、割付 DMの設定を本ユニットに転送し
ます。
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ラダープログラム例
入出力ユニット経由で出力を制御するために、ラダープログラム（30個の外部割込タスクで
構成される）を記述する必要があります。すべての出力が、外部割込タスクを起動するよう
に設定します。
基本入出力ユニットは、CIO000000 以降に割り付けます。Z 相の立ち上がりでカウンタ 1
をリセットするために、リセット有効ビット（CIO200205）は必ず 1にセットします。

ON

常時ONフラグ

出力0000000

外部割込タスク10:

OFF

常時OFFフラグ

出力0000000

外部割込タスク11:

ON

常時ONフラグ

出力1000001

外部割込タスク12:

OFF

常時OFFフラグ

出力1000001

外部割込タスク13:

ON

常時ONフラグ

出力2000002

外部割込タスク14:

OFF

常時OFFフラグ

出力2000002

外部割込タスク15:

ON

常時ONフラグ

出力3000003

外部割込タスク16:

OFF

常時OFFフラグ

出力3000003

外部割込タスク17:

ON

常時ONフラグ

出力4000004

外部割込タスク18:

OFF

常時OFFフラグ

出力4000004

外部割込タスク19:

ON

常時ONフラグ

出力5000005

外部割込タスク20:

OFF

常時OFFフラグ

出力5000005

外部割込タスク21:

ON

常時ONフラグ

出力6000006

外部割込タスク22:

OFF

出力6000006

外部割込タスク23:

常時OFFフラグ
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ON

000007

OFF

000007

ON

000008

OFF

000008

ON

000009

OFF

000009

ON

000010

OFF

000010

ON

000011

OFF

000011

ON

000012

OFF

000012

ON

000013

OFF

000013

ON

000014

OFF

000014

常時ONフラグ

出力7

外部割込タスク24:

常時OFFフラグ

出力7

外部割込タスク25:

常時ONフラグ

出力8

外部割込タスク26:

常時OFFフラグ

出力8

外部割込タスク27:

常時ONフラグ

出力9

外部割込タスク28:

常時OFFフラグ

出力9

外部割込タスク29:

常時ONフラグ

出力10

外部割込タスク30:

常時OFFフラグ

出力10

外部割込タスク31:

常時ONフラグ

出力11

外部割込タスク32:

常時OFFフラグ

出力11

外部割込タスク33:

常時ONフラグ

出力12

外部割込タスク34:

常時OFFフラグ

出力12

外部割込タスク35:

出力13

外部割込タスク36:

出力13

外部割込タスク37:

常時OFFフラグ

常時ONフラグ

出力14

外部割込タスク38:

出力14

外部割込タスク39:

常時ONフラグ

常時OFFフラグ
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6－5　速度制御

この例で説明する設定項目：
・リングカウンタ
・帯域比較モード、帯域比較データの設定

アプリケーションの説明
この例は、木材をノコギリへ送るアプリケーションです。コンベアは 2速（高速／低速）で、
木材を送ります。制御パネルから、ノコギリとコンベアの起動・停止が行えます。速度セン
サがノコギリの回転速度を検知します。カウンタ 1が速度センサのパルスを測定します。な
お、ノコギリの回転速度は、速度センサのパルスに比例します。

木材は、高速でノコギリへ送られます。ノコギリが木材の節などの固い部分に触れたとき、
ノコギリの回転速度は低下します。このとき、コンベアの速度は、高速から低速に切り替え
られます（低速インジケータが ONします）。ノコギリが木材の節などの固い部分を通過し
て、通常の回転速度に戻ったとき、コンベアの速度は、低速から高速に切り替えられます（低
速インジケータが OFFします）。

制御パネル

ノコギリとコンベアの起動

ノコギリとコンベアの停止

モータ:ON(=1)/OFF(=0)

モータ:高速(=0)/低速(=1)

低速インジ
ケータ

モータ
速度センサ

OD231
0

0

1

20

A B

20

1

1

1 2 3
4 5 6 7
8 9 10 11
12 13 14 15

D
C

24
V

 4
.1

m
A

ID231
0

0

1

20

A B

20

1

1

1 2 3
4 5 6 7
8 9 10 11
12 13 14 15

D
C

24
V

 4
.1

m
A

01

23456789

01

23456789

1 1

1
2

O N

CN1

20 20

RUN  ERC  ERH

B A

CH1 A B Z I0 O0
CH2 A B Z I1 O1

MACH
No.
×101

×100

MODE

CT021

速度センサは、カウンタ 1に接続されています。ノコギリの回転速度を検知するために、カ
ウンタ 1の 2つのパルスレートレンジ（0、1）を使用します。コンベアモータとノコギリの
ON／OFF は、制御パネルから、ラダープログラムおよび基本入出力ユニット（形 CJ1W-
OD231/ID231 など）を経由して行います。コンベアの速度は、高速カウンタユニットの外
部出力 O0により制御され、低速インジケータは外部出力 O1により制御されます。
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5000 H z

ノコギリの速度（Hz）
コンベアの速度：
（高速→低速）

コンベアの速度：
（低速→高速） パルスレートレンジ0により、

高い周波数が検知される

臨界速度

ノコギリの不整な回転

パルスレートレンジ1により、
低い周波数が検知される

時間

時間

コンベアの速度

低速
（外部出力O0およびO1がON）

高速
（外部出力O0およびO1がOFF）

カウンタ 1でパルスレート測定機能を使用するために、タイムウィンドウを 1秒（1000ms）
に設定します。パルスレートレンジ 0は、上の図に示す臨界速度を検知するために使用しま
す。また、パルスレートレンジ 1は、上の図に示す臨界周波数を検知するために使用します。

パルスレートレンジデータ

パルスレートレンジ
データ

パルスレート
レンジ
下限値

パルスレート
レンジ
上限値

出力

0 5000 2,147,483,647 0, 1 (OFF)

1 0 4999 0, 1 (ON)

割付 DMの設定
この例では、高速カウンタユニットの号機 No.を 0 に設定します。割付リレーの CIO2000
（n=CIO2000＋0×10）から始まる 40CH、および割付 DMの D20000（m=D20000＋0×
100）から始まる 400CHが本ユニットに割り付けられます。
上記のように本ユニットを設定するには、以下に示すように割付 DMを設定します。
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15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

割付DM

（ハイフォン（-）は、その桁が本設定には無関係であり、
どのような値でも良いことを示しています）

共通：

D20000 (= m) - - - 0 帯域比較モード（=0）

カウンタ1の設定：

D20030 (= m+30) - - - 0 リングカウンタ（=0）

D20039 (= m+39) 1 0 0 0 カウンタ1のタイムウィンドウは1000（=1000）

D20040 (= m+40) 1 3 8 8
D20041 (= m+41) 0 0 0 0

レートレンジ0の下限値は5000（=00001388Hex）

D20042 (= m+42) F F F F
D20043 (= m+43) 7 F F F

レートレンジ0の上限値は2,147,483,647（=7FFFFFFFHex）

D20044 (= m+44) 0 0 0 0
D20045 (= m+45) 0 0 0 0

レートレンジ0の出力セットパターン：全出力ON（=00000000Hex）

0 0 0 0
0 0 0 0

レートレンジ1の下限値は0（=00000000Hex）

1 3 8 7
0 0 0 0

レートレンジ1の上限値は4999（=00001387Hex）

0 0 0 0
0 0 0 0

レートレンジ1の出力リセットパターン：どの出力もOFFしない（=00000000Hex）

レートレンジ1の出力セットパターン：外部出力O0とO1をOFF（=00000003Hex）

- - - 3 レートレンジ0およびレートレンジ1を有効（=0003Hex）

0 0 0 3
0 0 0 0

レートレンジ0の出力リセットパターン：外部出力O0とO1をOFF
（=00000003Hex）

0 0 0 3
0 0 0 0

D20046 (= m+46)

D20047 (= m+47)

D20048 (= m+48)

D20049 (= m+49)

D20050 (= m+50)

D20051 (= m+51)

D20052 (= m+52)

D20053 (= m+53)

D20054 (= m+54)

D20055 (= m+55)

D20056 (= m+56)

高速カウンタユニットをリスタートすることにより、割付 DMの設定を本ユニットに転送し
ます。

ラダープログラム例
コンベアモータおよびノコギリを制御パネルから制御するために、ラダープログラムを記述
する必要があります。この例では、基本出力ユニットは、CIO000000以降に割り付けます。
起動プッシュボタンは CIO000200に割り付け、停止ボタンは CIO000201に割り付けます。
コンベアモータは CIO000000、ノコギリは CIO000001に割り付けます。

000200

000000

000201

起動�

コンベアモータ�000000

コンベアモータ�

停止�

000001

ノコギリモータ�

ノコギリモータ�000001
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 付－1　ねじ端子台とコネクタ端子台変換
ユニットを使用する

コネクタ端子台変換ユニット（形 XW2B-40G4または形 XW2B-40G5）を使って外部信号（電

源供給、外部入出力、およびカウンタ入力信号）を、形 CJ1W-CT021 に接続する場合のね

じ端子台の信号配置を以下に示します。

●接続のしかた

形XW2B-40G4
形XW2B-40G5

高速カウンタ�

CN1

ねじ端子台�
番号の配置順�

1   3 49
2  4 50

コネクタ 1（CN1）
コネクタ端子台変換ユニット：
ねじ端子台番号

0V 1 DC12～24V 2

O0：NPN 3 O0：PNP 4

O1：NPN 5 O1：PNP 6

7 8

I0：0V 9 I0：DC24V 10

I1：0V 11 I1：DC24V 12

未使用 13 未使用 14

CH1：ラインドラ
イバ－／0V

15 CH1：ラインド
ライバ+

16

CH1：DC5V 17 CH1：DC24V 18

CH1：ラインドラ
イバ－／0V

19 CH1：ラインド
ライバ+

20

CH1：DC5V 21 CH1：DC24V 22

CH1：ラインドラ
イバ－／0V

23 CH1：ラインド
ライバ+

24

CH1：DC5V 25 CH1：DC24V 26

未使用 27 未使用 28

CH2：ラインドラ
イバ－／0V

29 CH2：ラインド
ライバ+

30

CH2：DC12V 31 CH2：DC24V 32

CH2：ラインドラ
イバ－／0V

33 CH2：ラインド
ライバ+

34

CH2：DC12V 35 CH2：DC24V 36

CH2：ラインドラ
イバ－／0V

37 CH2：ラインド
ライバ+

38

CH2：DC12V 39 CH2：DC24V 40

項目

外部出力用電
源
外部出力 0～
1（NPN/PNP）
未使用
外部コントロ
ール入力 0～
1

未使用
A

B

カウンタ
1入力

Z

未使用
A

B

カウンタ
2入力

Z
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コネクタ端子台変換ユニットの上側の列（1～39番）は、本ユニット上のコネクタ（CN1）

の A1～A20に対応しています。コネクタ端子台変換ユニットの下側の列（2～40番）は、

本ユニット上のコネクタ（CN1）の B1～B20に対応しています。

参　考
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 付－2　外部割込タスクを出力に割り付ける

下表には、どの外部割込タスク番号が、ユニット出力パターンの該当する出力ビットの立ち
上がり／立ち下がりに割り付けられるのかを示しています。出力による外部割込タスクの起
動を有効に設定した場合、1点の出力に対して 2個の外部割込タスクが割り付けられます。
32点の出力は、出力 0（外部出力 0）から順に、連続した外部割込タスク番号に割り付けら
れます。出力による外部割込タスクの起動を有効にするには、各出力の外部割込タスク有効
データ内の該当ビットの設定を行います（4－6－1「出力に応じた外部割込タスクの起動」
を参照してください）。

出力 割り付けられる外部割込タスク番号 外部割込タスクの要求タイミング*1

オフセット 立ち上がり0 (=O0)

オフセット + 1 立ち下がり
オフセット + 2 立ち上がり1 (=O1)

オフセット + 3 立ち下がり
オフセット + 4 立ち上がり2

オフセット + 5 立ち下がり
オフセット + 6 立ち上がり3

オフセット + 7 立ち下がり
オフセット + 8 立ち上がり4

オフセット + 9 立ち下がり
オフセット +10 立ち上がり5

オフセット +11 立ち下がり
オフセット +12 立ち上がり6

オフセット +13 立ち下がり
オフセット +14 立ち上がり7

オフセット +15 立ち下がり
オフセット +16 立ち上がり8

オフセット +17 立ち下がり
オフセット +18 立ち上がり9

オフセット +19 立ち下がり
オフセット +20 立ち上がり10

オフセット +21 立ち下がり
オフセット +22 立ち上がり11

オフセット +23 立ち下がり
オフセット +24 立ち上がり12

オフセット +25 立ち下がり
オフセット +26 立ち上がり13

オフセット +27 立ち下がり
オフセット +28 立ち上がり14

オフセット +29 立ち下がり
オフセット +30 立ち上がり15

オフセット +31 立ち下がり

＊1：割り付けられた外部割込タスク番号は、ユニット出力パターンの該当する出力ビットの立ち上が
り／立ち下がりで起動されます。

＊2：立ち上がり／立ち下がりのいずれかだけで外部割込タスクを起動したい場合は、使用しない方の
外部割込タスク番号の外部割込タスクをダミーの外部割込タスクとして、CPU ユニット側に用
意してください。
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出力 割り付けられる外部割込タスク番号 外部割込タスクの要求タイミング*1

オフセット +10 立ち上がり16

オフセット +11 立ち下がり
オフセット +12 立ち上がり17

オフセット +13 立ち下がり
オフセット +14 立ち上がり18

オフセット +15 立ち下がり
オフセット +16 立ち上がり19

オフセット +17 立ち下がり
オフセット +18 立ち上がり20

オフセット +19 立ち下がり
オフセット +20 立ち上がり21

オフセット +21 立ち下がり
オフセット +22 立ち上がり22

オフセット +23 立ち下がり
オフセット +24 立ち上がり23

オフセット +25 立ち下がり
オフセット +26 立ち上がり24

オフセット +27 立ち下がり
オフセット +28 立ち上がり25

オフセット +29 立ち下がり
オフセット +30 立ち上がり26

オフセット +31 立ち下がり
オフセット +24 立ち上がり27

オフセット +25 立ち下がり
オフセット +26 立ち上がり28

オフセット +27 立ち下がり
オフセット +28 立ち上がり29

オフセット +29 立ち下がり
オフセット +30 立ち上がり30

オフセット +31 立ち下がり
オフセット + 62 立ち上がり31

オフセット + 63 立ち下がり

＊1：割り付けられた外部割込タスク番号は、ユニット出力パターンの該当する出力ビットの立ち上が
り／立ち下がりで起動されます。
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 付－3　レスポンスタイムの解説

形 CJ1W-CT021高速カウンタユニットのレスポンスタイムは、自動 ON/OFF出力において、
本ユニットが入力 A または入力 B のいずれかでカウントパルスを受信してから、対応する
外部出力の ON／OFFを切り替えるまでの時間です。

CJ1W-CT021

A

B

入力回路 出力回路

外部出力
MPU
プロセ
ッシング

外部出力をONに切り替える
までのレスポンスタイム

外部出力をOFFに切り替え
るまでのレスポンスタイム

レスポンスタイムは 0.1ms～0.5msの間で変動しますが、0.5ms以下が保証されています。
以下に示す要因によって、レスポンスタイムが変動します。
・帯域比較条件または目標値一致比較条件が同時に成立するカウンタの数

次に示す機能を使用した場合、最大レスポンスタイム（0.5ms）は保証できず、レスポンス
タイムは一時的に 0.5msより長くなります。
・IOWR／IORD命令
・IORF命令
・プログラマブル出力 ON
・外部コントロール入力、または Z相入力
・入力または出力による、CPUユニットの外部割込タスク起動

・上記機能を使用した場合のレスポンスタイムの目安は、以下のようになります。

　　レスポンスタイム＝0.5ms＋上記の機能実行時間

・ IORF，IOWR／IORD 命令の実行時間については、付－5「 IORF，IOWR／IORD 命令

実行時間」を参照してください。

・ 外部コントロール入力、Z相入力は約 300μ s、外部割込タスク起動は 1割込当たり 10

μ sとなります。

参　考
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 付－4　ご使用上の制限事項について
以下の制限事項がありますのでご注意ください。

制限事項 関連箇所
ノイズフィルタ 50KHz設定時、外部コントロール入力は、10μ s以下の信号を認識
できません。

1－3－3「入力の仕様」

外部コントロール入力の信号入力からリセット実行までの時間は、300μ s以内です。 3－4「外部コントロール入力」
割付リレー内の「オープンゲートビット」、「クローズゲートビット」、「プリセッ
トカウンタビット」、「リセットビット」、「カウンタ値キャプチャビット」は PLC
上で 1サイクルだけ ONしただけでは実行されない場合があります。必ず、n+24、
n+29CHのそれぞれの実行確認フラグで実行状態が変化するまで ONし続けてくださ
い。

3－4「外部コントロール入力」
4－2「I/Oメモリへの割付」

外部コントロール入力のパルス幅が非常に短い場合、外部入力関連のステータス
（n+2、n+5 CH）には反映されないことがあります。
反映されない主な理由：
　・CPUユニットのサイクルタイムより短い
　・データ転送ビジーフラグ（IOWR命令実行中等）が ONしている時間よりも短い

3－4「外部コントロール入力」

高速カウンタのカウンタ値が帯域比較データの上限値または下限値の範囲内になった
時点から、1.5ms間は比較動作を停止します。ただし、他の CHのカウンタの比較動
作は停止しません。
帯域比較データの設定は、この比較動作が停止する時間を考慮して行ってください。

3－5－1－2「帯域比較モードの設
定と使用方法」

高速カウンタのカウンタ値が目標一致比較データの目標値と一致した時点から、
1.5ms間は比較動作を停止します。ただし、他の CHのカウンタの比較動作は停止し
ません。
目標一致比較データの設定は、この比較動作が停止する時間を考慮して行ってくださ
い。

3－5－2－2「目標値一致比較モー
ドの設定と使用方法」

IOWR/IORD命令実行中は、IOWR/IORD命令の処理が完了するまで比較動作を停止し
ます。なお、このときデータ転送ビジーフラグが ONします。
IORD/IOWR命令実行による比較動作停止は、すべての CHのカウンタ比較動作に影
響します。
帯域比較データの設定と目標一致比較データの設定は、IOWR/IORD命令実行による
比較動作停止を考慮して行ってください。

3－5－1－2「帯域比較モードの設
定と使用方法」
3－5－2－2「目標値一致比較モー
ドの設定と使用方法」

パルスレート測定機能の測定間隔は、通常 125μ s、最大 1ms程度ばらつきます。
ラダープログラムでパルスレート値を平均化処理すると「ばらつき」を平均化したば
らつきの少ない値を得ることができます。

3－7－2「パルスレート測定」

データ転送ビジーフラグ（n＋19 CH、ビット 02）が ONの間は、I/Oリフレッシュは
行われません。この間は、カウンタ値が更新されないのでご注意ください。

4－1－1「基本設定」

リスタートおよび電源投入時、本ユニットのデータ転送ビジーフラグ（n+19 CH、ビ
ット 02）が約 120ms間 ONします。

4－2－3「割付リレー（CIO）エリ
アへの割り付け」

IOWR命令を使用して、目標値一致比較データをユニットへ転送する時、書き込もう
とする目標値が同一カウンタ内で重複しないことを確認してください。ユニットに既
に設定されている目標値を転送したい場合は、同じ目標値を同じ値で上書きするよう
に目標値一致比較データを設定してください。

4－5「帯域比較/目標一致比較デー
タ」

外部割込みタスクの起動は、CJ1-H/CJ1M CPUユニットで実行できます。CJ1 CPU
ユニットでは使用できません。
装着位置の制限もありますので、右記のマニュアル記載場所を参照してください。

4－6「外部割込みタスク」

外部割込みタスク用バッファには、最大 30個までの起動要求が記憶されます。 5－2－5「外部割込タスク用バッフ
ァフルエラー」

レスポンスタイムで 0.5msを保証できない機能を使用した場合の、レスポンスタイム
の目安は以下のようになります。
レスポンスタイム＝0.5ms＋機能の実行時間
外部コントロール入力／Z相入力は約 300μ s、外部割込みタスク起動は 1割り込み
当たり 10μ sとなります。
IORF，IOWR/IORD命令実行時間は「付－5IORF，IOWR/IORD命令実行時間」参照
してください。

付－3「レスポンスタイムの解説」
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 付－5　IORF，IOWR／IORD命令実行時間

命令語
コントロール
データ

実行条件 実行時間

IORF命令 － － 1.0ms

0D01 － 10s

0B01 － 0.8 ms

帯域比較条件がユニット内に設定されていない状態で、以
下のコマンドを発行

1A00
*1

21データ書き換えた時 5ms

帯域比較条件がユニット内に 32データ設定されている状
態で、以下のコマンドを発行
1データだけ書き換えた時 50ms

1A00
*1

21データ書き換えた時 55ms

帯域比較条件がユニット内に 16データ設定されている状
態で、以下のコマンドを発行
1データだけ書き換えた時 29ms

1A00
*1

21データ書き換えた時 33ms

目標値一致比較条件がユニット内に 32データ設定されて
いる状態で、以下のコマンドを発行
1データだけ書き換えた時 10ms

1A00
*1

12データ書き換えた時 13ms

目標値一致比較条件がユニット内に 16データ設定されて
いる状態で、以下のコマンドを発行

1データだけ書き換えた時 8ms
1A00

*1

12データ書き換えた時 10ms

帯域比較モード使用時
比較データを全て無効に変更 5ms

16比較データを有効に変更 29ms
1B03

比較データを全て有効に変更 50ms

目標値一致比較モード
比較データを全て無効に変更 5ms

16比較データを有効に変更 8ms

IOWR命令

1B03

比較データを全て有効に変更 11ms

0B01 － 0.3ms

0B02 － 0.3ms

1E01 － 0.3ms

1C03 － 0.3ms

1C04 － 0.3ms

1F02 － 0.3ms

1B03 － 0.3ms

1B04 － 0.3ms

1A00 － 0.8ms

1C02 － 0.3ms

1F01 － 0.7ms

IORD命令

1C01 － 0.3ms

＊1：比較テーブルの書き換え時間は、データの転送量よりも、ユニット側で既に設定され
ているテーブル数に依存します。
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